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Abstract  

DatacompuedbyJ．L．Buckandotherson16，786farmsin168localitiesinChina，1929－33were  

examined．  

Examinationwasconductedbythe“TheoryofQuanti8cationR7”and“ClusterAnalysis”．Natural  

COnditions，farming，emPloyrnent，livingandfarmmanagementinChineseagrlCulturewerediscussed．  
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る「統計鏑1）と地i哀l稲2）」を－当時の申閻成業・鹿家の  

爽態を割安的体系的に把握した第1次資料として一高く  

評価し，この資料を辛がかりとしてこの時代の中国農薬  

の爽態にせまることを研究の目的としている。   

ところでバックの指導の下に実態調査された中国一東  

北区，チンシアン，チベット，台湾を除く－の資料は，  

この区域（支那本邸）の中から168遊楽地‡真を選んで，  

各地区大略100戸の農家一合針して16，786戯場鰍の実態  

聞き取り邪恋が中心となり，この調査を補充・補完する  

資料として気象台や就験場などの資料，県単位でとられ  

たび終資料，腿寒地区で少将本で行われた調査からなる。   

このうち第1槻で用いたのはメインの劉恋のうち，規  

模柵敢小用瘍・小田場・中等田城・中大田城・大Ⅲ吻・  

更大田場・散大闇場・極大卸身の別がある…について集  

計したいくつかの少数項‡∃についてであった3）。この調  

教項目は「経常構造」を示す新鹿相棒として引き続き用   

ヱ．課題と方法   

節1報「大戦前中国戯莱の農薬経常構造」において，  

われわれは1930年前後の申腎の戯黄綬償・戯家経済の成  

果一膝麹産出盛・土地生産性・労働生産性・†断行員あた  

り産出螢仙がどのように農場の規模と鮨約皮によって規  

定されているかを走馴勺に測定・吟味して，中国の風土  

の申で陶冶せられた「中国的家族労作軽骨ないしは農家  

経済体質と内面秩序」の婁点を明示した。それにより多  

くの知見をえることができたが，なおその知見は資料の  

制約によりきわめて低かの限走さjtた諸指標により与え  

られる測定機であるに止まった。われわれは，J．L．  

バックを関釜給養任として行われた太平洋問題別教会の  

調査結果のとりまとめである「支那の農業」の付編であ  
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いるが，即）背嚢ないしは周辺の圧i然条件」・「営農構  

造」・「就薬構逓」・「生活構造」を示す緒指標を広範かつ  

包括的に採り入れ 大赦緋巨1司の農家経済秩序に対する  

認沌を具体的イメージにまで高める必繋がある。本稿は  

この必要に対応することを首指している。  

「自然灸件」と「経営構造」，「鉦娯灸件」と「骨髄構  

造」，「常脳構遜」と「繚′削取払ム「就薬構遷」と「総督  

構造」，「生音別撞胤 と「経常構造」，さらにこれらを全  

部合体させて，「戯家経済秩序の各アスペクトがどのよ  

うに関係し合っているか」を問うことは遊楽経済分析の  

不可欠の研究分野であろう。このことに関するl裾萄的個  

性を検討する州1930年前後岬という作業は決して少なく  

ないが，南紀の「統計編」と「地l針術」に収められてい  

る調査結果はこの諸関係に対し総合的に計兇的毅付けを  

提供させることができる，という憩味で独特の価侶をも  

つ包括的な緒調査の東食である。   

メインとなっている調査が一日作脳の割合が多い比腋  

的経済状態の良好な村や鹿家に偏っているという点は注  

意しなければならないけれども一文那本部の全域にわ  

たってなされていること，及びこの間変を補充・補完す  

る気象台や就験場の資料，県政府の祭礼 少梯本で行わ  

れた農家聞き碍り劉塞がメインとなっている鯛悲とほぼ  

並行して収脆されていることである。われわれは地区毎  

に収録されている各調査の調査項目のゃかち「自然条  

件」，「営農構造」，「洗米構造」，「総督構造」，「生活構  

造」を示す指標として該当と非該当の区分からなる224  

カテゴリーを編成したが，この224カテゴリーにつき各  

邪恋典適の区域117地区を選ぶことができた。中閻の支  

那本部領域において，全体にわたって－といっても多少  

のデビューションは勿鎗ある叫選ばれた117地区につい  

て「該当」（LO）か「非諾亥当」（0．0）のシグナルを与え  

ることができた（Tablel，2）。   

要するに支那本部会域には1，500～2，000の農薬県があ  

るが，この中から100～200のレプレゼンタティプな県を  

選び，その中で100戸（農場）程度の㈲脚馴こまたがっ  

た遊楽経営調査があり，そこでは補足することができな  

かったことがら，たとえば打姓災賽の経験とか，主賓作  

物ごとの反当作楽日数や反当収凝とか，家族の耽葉志向  

や雇用貸金であるとか，食衣任の内容や冠磯瀦魔のコス  

トとか，が補充調査によって粕鹿において様々なレベル  

でありながらもともかく網羅されてある。このような各  

株のデータソースを共有する地区（農業地層）が117地  

区あり，約100のアスペクトについてあるいは蒐螢約あ  

るいは冤怯瀾な「農家綻測犬態に‡喝する情報」が与えら  

れている。定性的な情報だけでなく，蒐澄的な情報でも  

エコ．－メリカルな判断を与えることはためらわれ せい  

ぜい「太一中嶋小」の何れに所属するかの判断を与える  

ことが限度というテ㌧∵ダも多い。このような観点から約  

100のアスペクトに224のカテゴリーを設定して，それに  

「該当」，「非該当」のシグナルからなる包括的な劉・澄分  

析に耐えるデータを揃えることができた。   

このような銅盤地区と調査牒凋が多地区項巨＝こおいて  

ペアとなって収爽されている資料は－1930年前後の中岡  

の鹿家経済・戯紫綬済について－恐ら〈このバック等の  

「統計編」と「地図稲」をおいて他にない。この資料を  

駆使して「凝骨雑胤を中心とした「自然条件」・r営腰  

構造」・「就業構造」・「鋸舌構造」の相互間鼠 その内而  

にある秩序形成園子，を様々な角度から検出する作業は  

既存のこの時代の申関脇莱総官斉を対象とした研究莱掛こ  

対する補充・補完的意味をもつ炸薬となるであろう。   

本稿で分析のため編成した117地【夏22∠1カテゴリーほ次  

のとおりである。共通のデータをとりえた117地‡茎は  

「春愛区」9地l茎，「冬変小米区」16地区，「冬変霧梁区」  

25地区，「揚手水都小変区」20地区，「水稲茶区」20地区，  

「】勾川水稲区」5地J茎，「水稲両穫l夏」11地l夏，「閣樹氷  

稲区」11地区である。22∠lカテゴリーは，「自然条件」一  

助勢・気温・作物生長目数・網袋・鯛盈の年次変怜・畢  

水災・土壌・掛軸構成・総両税排他化比率・盤住密度肇  

一について28カテゴリー，「常虚構道」一作物作付立地  

輩惰一主粟作物10アールあたり収魔・販売用農捌勿の内  

容・生産家畜飼餐剃肇・／ト作料の形態・洒瀾と欠水輩づ乳  

災容の強度・齢壌の散凝灘瀾・階層構成・施肥の増減と  

頼頬化学肥職の使用・主要農産物の1ヘクタールあたり  

作楽日数等仰について59カテゴリー，「耽葉柄造」一家  

族労働力の桃成・家族労働力の仕向・年瀾利用輩惰・戯  

作楽担当構戒・雅楽の内容と就業者・農業労働貸金等岬  

について：う0カテゴリー，「経営構造」…鹿機産出畿・土  

地鎮魂性・労磯生産憾・同等の灸件での鍵盤倣や生産性  

の高さ・労働力規模・農場規模・作付規模・肥料狐約  

皮・労働集約度・ダブルクロッピング皮・労働力の役畜  

裳輔魔・良作側比率・農外所得依存度・枇常闇数埠鵬に  

ついて63カテゴリー，「生活構造」脚項機と貸付の保持   
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でablel．RegionsandLocalitiesk汀Ch如eseAgdculture  
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森川 茂率・捕城 晋…‥木南   

土壌の橡幾 水稲土  十アールあたり収鼠小米1．0キンタル東浦  
ご 二－ 

≡＿． ：二：．ニ： 
‾ ‥ 

－－・ ・ 
、二 、． 

総面礫遇家密度10束瀾  販充用厳達物 小変・大変  

梁◆とうもろこし  

去  
販売用農産物 タバコ・アヘン  
販売用農産物 棉・繭・麻  
販売用戯産物 果樹1さとうきび  
生産家畜単位数 0．3以下  
生産家畜単位数 0‘5以上  
触生産家番農家比率 20％未満  
鰊生産家畜農家比率 30％以上  
銭租比率 20％以上  
分租比率 20％以上  
かんがい作物面相比 50％未澗  
かんがい作物蘭穏比 50％以上  
欠水なし  
三年に1回以上欠水  
災審による逃荒者10％以上  
災審による飢肌着10％以上  
鹿家のほ場数 5未洞  
農家のほ‡蘭場数15以上  
ほ場までの距離 1km以上  
零細農場が多い  
中大農場が多い  
過去10年間で施肥盈増加 20％以上  
過去10年間で施肥数減少 20％以上  
過去10年間施肥駄増減なし50％以上  

搾窪ん集謂祭靂梵習耕  
作物作某日数小安100E！以上  
作物作某日数水稲150針東浦  
作物作某日数水稲200E】以上  
作物作楽日数小米・商東・とうもろこし70 
作物作茶日数小米・高雄－とうもろこし10 

［ ［   

上 

上  

拳薯甥によるカロリー5％未満  
動物性カロリー2％以上  
動物性カロリー2％未満  
カロリー摂取10％以上が米  
カロリー摂取10％以上が小安・小変粉  
カロリー摂取10％以上が大変  
カロリー摂取10％以上が小米  
カロリー摂取10％以上が高雄  
野末1日50グラム以上摂取  
野築1日50グラム未満摺塀   
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野栄1‡ヨ50グラム兼瀾釈塀  
砂糖1日5グラム以上摂塀  
砂糖1日5グラム未満摂職  
級服所有1－2点  
被服所有3－4点  
被服所有5・点以上  
任屠威令価格300元来浦  
佐倍威令価格300－600元  
住居脳傘価格600蒐以上  
樹のための特別支出120元以上  
樹のための特別支出120元来満  
嫁のための特別支出80元以上  
嫁のための特別支出80元来満                                  非のための特別支出90元以上  

葬のための特別支出90元来弼  

、 ‥ 
－ ・∴・・1∴  

：i6：大（2．6ヘクタール以上）                                    の 

＿ 作付面積あたり肥料投入蕊  

土地生産性  
労働生産性  

作付蘭種あたりの労働投入鹿  
耕地面梢あたりの肥料投入戯   

出盛  

助投入畿  

≡ミ‡：．∴：＼・、デーJ一  …潤誓欝  
役粛・労働比率  
自作地比率  

残差土地生産性  

残差労働生鍋  農外所得依存率  

喜喜…令室壬壬聖書莞葺  
57：大（17％以上）  

ぷ亀家世帯員数  
残差家族十人あたりの産出蕊  58：小（軋0入来浦）  

喜呂…芙き苧：§天な箸）  

土地利用度  

喜ま室輩巨至芸8警規）                                63：大（160％以上）  

労働力規模  

作付面積    ‥二．＝－・二＿．■二  
状態・カロリー摂取澄と巌産物別摂取測愈・被服と住属  あろう。  

寧憫・冠婚葬祭支出琴－について44カテゴリーからなる。（1）自然条件は大略的にとらえられている。地勢につい  

このように整えられたカテゴリーについて，問題点を  ていえば，楽音高原・蛋衆商原など大域的に高原として  

予め指摘しておくことは，後の分析作莱にとって有用で ‡言分されている地域に属している地区は高取北支大平   



森川 茂率・浦城  潜一叫・木淘  率  

原や揚子江下流域の平原地域をはじめ大域的に平野とし  

て区分されている地域に属している地区は平メ乳 山勘山  

地や江1喝暮潮庸・湖北・絹建・広東などの谷地や‡乳用盆  

地・大原盆地などの盆地に属している地区は大域的な山  

地谷地盆地としてシグナルが与えられている。こうした  

大域的なトポグラフイとともに調教対象となっているそ  

の柑の映域肋なトポグラフイー平地・捌也・低地・傾斜  

地ないしはテラス地の別…のシグナルが与えられるべき  

であるが，こうしたミクロな地勢については・賢肇報が与え  

られていない。気象についても大域的にとらえられたシ  

グナルが与えられている。しかし，その村の衆象はミク  

し1な地勢により，方向により大きく異なるが，そうした  

ミクロな気象の惰報は与えられていない。単水の災賽糾こ  

ついても同様である。土壌もpHや黄土・水稲土の別の  

ほか栗色土・砂壌土・鉱土などの分布が問題になるが，  

そこまで立ち入るにはデータが揃っていない。総而桜餅  

地化比率や総面積に対する農家の定住密度も習得森村のそ  

れではなく，県といったや城での阻発走焦密度である。  

闇常戯構遷に一関するカテゴリーのうち，作物別の作付  

面相や生産家畜（中小家畜）の頭数・あるいほ遇瘍の‡羽  

場数やi郡易までの距練などは摘度ほ商いとみてよい。し  

かし，主要遇産物叫水稲・ノj、変・小兼・高梁・大豆尊叫  

の】0アールあたり収蔑，主要販売遇兼物，施肥鼠の増減  

傾向や相磯・化学肥料の使用の有無，准瀾の施行や欠水  

の矧乳 あるいほ主繋慮産物の栽培に必要な1ヘクター  

ルあたり作茶目数などほ前記100戸について調教された  

結果であったも，それが大であるか小であるかあるいは  

中くらいであるかのカテゴリーヘ所属のシグナルを与え  

る根拠としての撒鹿は商いとはいえないものもふくまれ  

ている。このほか常農に関してほクロッピング・システ  

ムや緋起・撒樵・中細除草・収穫など各棟農作業の編成  

などに関する惜報が盛り込まれることが望ましい。パッ  

クの収基した資料にもそれほある。しかし，クロッピン  

グ・システムについては，輪作作物の連鎖は地区秘にあ  

まりにも千叢ガ梯であって，これを数個のカテゴリーに  

類別して該当と非該当のシグナルを与えるという作紫が  

できなかった。バックの場合はむしろいかに多くのク  

ロッピング・システムの過りがあり，それが土壌の種籾  

と対応しているかに関する挙例収蔑ぷ関心があった。戯  

作紫の級友柄造についても，作物別の作紫目数と役畜を  

用いた作業目数が記載されて敦盛な憫報となっているが，  

この場合もこの現につき数十のカテゴリーを捕食しなけ  

ればならず，紙屑主要農産物につき1ヘクタ仙ルあたり  

の総tヨ数をあげることができるに1l二まった。  

†3）就業構造に関するカテゴリーは貸金に関するものを  

除いて1地区100戸単位に行われた磁家綱査より得られ  

た。従って，需亥当と非該当のシグナルは商い粍度で与え  

られている。貸金ほ地‡真布の‡開き取り調査によるもので  

農家間恋によるものではない。  

棚 禅骨桃造に関するカテゴリーほ節1報で行った「農  

業繚′き当■の成果とその原因としての規膜と躯約度などとの  

関係」の分析で用いたデータをそのまま用いる。その全  

てが1地区100戸単位に行われた農家調査に基づいてい  

る。16の繚骨相標を大・中・／トのカテゴリーに分け，平  

均を中正、に4分の＝乳掛偏差に含まれる場合に中位のシ  

グナルを与え，4分の1標準偏差を越えて大である場合  

に大のシグナルを，4分の1礫準偏差を越えて′トである  

墟合にノJ、のシグナルを与えた。なお，成果…膿場産出  

盈・土地生i捌づ三・労働生産性・農家枇術員数あたり産出  

蕊仙については，第1報で得た関係式から導出された推  

定髄と現実のその地区の農家の平均値との差である「残  

差」をi30％以上をプラス，80～130％を中使，80％未満  

をマイナスとしたシグナルを与えた。飽瘍威漉魔につい  

てはf（労働力規模，農場両横規模）とf（農場耐機規模，  

耕地面相あたり肥料投入厳，耕地面磯あたり労働投入  

畿）による2過りの数催を用い，生産性についてはr  

（成城面積規模，排地面横あたり肥料投入螢，排他i溜秩  

あたり労働投入駿）を用い，鹿家l裾阻員数あたり産出螢  

についてはf（土地生扇劉生 労働生産性）を用いた。こ  

うした残差のカテゴリーを紋麗したのほ，規模とか鍛約  

皮とか－あるいは生産性とか仙といった一般的なファク  

ターで椚一山般約に脱明される水準よりも実態の水郷が著し  

く商いあるい は低い場合，その「商い」またほ「低い」  

が他の数多くの】∃然条件・常膿構造・就業構造・膵骨構  

造・生活構造を構成する諸指標とどのように関わってい  

るのかを検離するためである。  

（5）生活難造に関するカテゴリーは索懐・貸付・備弓削こ  

ついておよび；諾船群祭等の特別支山については1地区  

100戸単位の農家調査に基づいており，精度の商い惰報  

である。しかし，食・衣・位に関する情報は1地区数戸  

の調査率例に基づ〈朋査であって，粕度は低い。また，  

食・衣・住の箪瀾服磯めて多くの項目にわたって既述さ   
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（匪患）など社会災賽に関するカテゴリーが不充分であ  

る。大戦鰍1咽の鹿家経済・腿黄緑骨の秩序は地主・商  

人・高利貸の三位w一体的寄生によって飲まれ崩壊してい  

くとしても，こうしたデコンポジションヘの過程は自黙  

災審と社会災害を引き金とした混乱によって引き起こさ  

れるかまた加速されるかされる。バック等の馴査にも鯛  

恋地区でのl当然災害の有無をシグナルとして与えるとい  

う作業は行われている。また，社会災審については人口  

減少の原因として兵災と匪患のシグナルが与えられる  

データはある。しかし，本稿での計j数分析に耐えられる  

ほどの・i祢裡は畢魅と洪水の被災綬験と逃荒および飢餓の  

経験だけしかとりえなかった。   

大約上記の如く問題点や欠点はあるにせよ，われわれ  

は117地区について224のカテゴリーを統山的に編成する  

ことができた。以下これらのカテゴリーに対する地区の  

「該当」・「非該当」の反応を手掛かりに計蕊分析をすす  

めるが，「富亥当」・「非該当」についてなお次の点を注悪  

しておきたい。それは地区全体としてのまたは平均的な  

反応であることである。例えば「農場産山蕊大」という  

カテゴリーに対して「該当」である場合，その地区には  

産出魔の火な農家・申くらいの農家・小さな鹿家が混賽  

しでいるであろうが，1應機甲均としてほ大であるとき  

「該当」となっている。十アールあたり収像小変1，0キン  

ダル未満というカテゴリーに対する「該当」のシグナル  

はその地区の農家の小変反収が平均すれば1．0キンタル  

未満であるというシグナルである。分析はカテゴリー別  

の「該当」・「非該当」の度数－「該当」のシグナルをも  

つ地区の数－を容教区・冬安小米区・冬変高梁区・揚手  

水稲小変区・水稲茶l茎・四川水稲区・水稲両種区・西南  

水稲区という遊楽‡芸域別にカウントすることにより得ら  

れた認識を菅栄にして，「数畿化理論拉1頬」の統計処軋  

を施して大戦前中国の慮家禄普斉†農業経営の内面にある  

秩序の構成機序を検索する。   

数教化筆法論〕Ⅰ敷はカテゴリーにXi（i＝；1，…，n）の未  

知変数を，地区にY＝ぃり…，m）の未知変数を付すも  

のとして，結果として追とⅥとの聞に敢大の相関関  

係をもつように未知変数に ト）－0－（十）の数値を  

与える。この相聞係数の2発がl畜‡有侶であり，与えられ  

た（Xl，…．Xn）と（Yl，…，Y】Ⅵ）が関有ベクトルである。  

この固着ベクトルとl謂有偽からその状態を構成する園子  

とその盗みを読み取ることができる。この園子は鰍式さ   

れなければ実態を描くことが困難であるが，この報督で  

は…他のアスペクトとのバランスの上で舶少数のカテゴ  

リーにしぼって嚢現せざるをえないという制約もっあっ  

て，食につヤーては摂取カロリーとその食品紫材別のアク  

セント，衣については被服の所有点数，住については従  

属過食の価額で変域した。これが妥当であったかどうか  

には関脇があろう。以上の敬愛したカテゴリーの問題点  

のほか，カテゴリーの編成上次の3点はわれわれの本稿  

での分析の欠点をなすものであろう。   

第1は地主・画人・高利貸と蔑家経済・遊楽経常との  

関係を示すカテゴリーが充分でない点である。地主・商  

人・高利貸しは三位山体として遊民を圧迫し，農家経済  

を破滅においやる。大戦静や怪慨莱の「生産力と矛債対  

立する生掛澗係」は農民対地主・商人・高利貸の社会関  

係であるという通脱がどのように農業繚常・営農・就  

業・生活の申に現れているかを検証することは極めて濃  

紫な分析アスペクトであろう。しかし，バック指導の下  

に行われた本稲の基礎とするデータにはこのアスペクト  

が柚めて不充分である。調査農家そのものが，比較的こ  

のアスペクトに関係の静い農家が選ばれでいるように思  

われる。このようなデw夕的制約により，農家鰍斉・農  

業経営の地主・商人・高利貸との関係を示すカテゴリー  

が少ない。   

第2は政府と戯家経済・農薬鋸常との関係を示すカテ  

ゴリーが配置されていない．－こ呈である。灘も咽ミ斯からの政  

治行政の軋阻一利動こおける官吏の公私混l那勺致酌ま散  

大の社会的消息であったが，それがw－一層士朗露された－は  

農家経盲斉・農業経営の秩序を破壊すること著しいものが  

あった。それはこの綱恋が行われた1930年前後から後  

益々翳しくなっていくが，具体的には地方政府の書架す各  

棟の税が濃いだけでなく，省・県一也‡茎を輿にすること  

により既視基準が異なったり，冨頚と題台帳を官吏が私物化  

していることによって鹿家個々の負担が…土地有りて税  

軽く土地なくして税蕊しといった－担税能力に対応して  

いなかったり，負担の地域差は極端であるなどがある。  

これらの様相は侶頗するにたるデータを欠いている。  

バック等の調査では47蜘こおいて県政府の課税を税梯別  

に紀戦しているが，各地区を網羅していないうえ，銃予  

約に鋸’員の高低を煎取することは困難なデータであった。   

第3に畢魅・洪水・虫審など自然災乳 軍隊の遊動・  

戦闘がもたらした災蜜と負担（兵差）それに匪賊の掠奪  
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れたカテゴリーヘの地区の該当のシグナルで表現された  

「状態」を説明する1セットのカテゴリーの重み付けの  

ベクトルーとともに地区の重み付けのベクトル¶であり，  

そのベクトル上の重み付けは「状態」の構成を何等から  

の原理に即した背反的な作用力の引っ張り合いの釣り合  

いとして表現し，重みゼロのカテゴリーはその因子に無  

関係なカテゴリー，重みがマイナスで大なカテゴリーは  

背反的な一方の方向への関与の大なカテゴリー，重みが  

プラスで大なカテゴリーはこれと背反的な他方の作用力  

への関与の大なカテゴリーである。背反的な作用力を与  

える原理は陰伏されていて「直観的洞察」によって読み  

取るほかはない。固有値はこうしたベクトルの「状態」  

の説明への関与の重みである。「状態」の説明者として  

の上記の固有ベクトルは数多くある。それらは相互に独  

立・無相関であるから「状態」の説明因子としてそのま  

ま－それぞれを固有値で重み付けながら一連結して用い  

てよい。しかし，現実には第1から第3まで，あるいは  

第1と第2の因子が意味のある因子として読み取れるだ  

けである。   

本稿でわれわれは上記の度数分析と数量化理論Ⅲ類の  

分析を次のように行う。まず自然条件・営農構造・就業  

構造・経営構造・生活構造の各アスペクトにつき度数分  

析による「状態」の吟味と数量化理論Ⅲ類による説明因  

子の抽出とその因子による解析を行う。次いで自然条件  

と営農構造，自然条件と経営構造，営農構造と経営構造，  

就業構造と経営構造，生酒構造と経営構造，そして自  

然・営農・就業・経営・生活を合わせた総合，について  

数量化理論Ⅲ類による説明因子の抽出とその因子により  

解析を行う。農家経済・農業経営がどのように組立られ  

ているかがわれわれの求めるところのものであるが，そ  

れには限定されたアスペクトに関する分析から始めて，  

その複合，さらに全アスペクトの複合の分析へと歩み進  

めることが望ましいと考えるからである。数量化理論Ⅲ  

類による分析はパターン（型）の分析の一種である。相  

互に背反的な1対のパターンの組－ポジティビイティの  

位置に位するパターンとネガティビイティの位置に位す  

るパターンの対抗的配置－を幾通りか提供し，そのパ  

ターンの組それぞれにつきサンプル（地区）はどの程度  

にネガティプ・ポジティブの色合いをもっているかの得  

点が与えられている。「各カテゴリーに対する度数の配  

分」として与えられる「中国の農家経済・農業経営のそ  

のアスペクトに関する状態」が，こうした相互対抗的な  

パターンの組の幾つかが固有値で重み付けられ加算的に  

重合わされることによって，どのように統一的に表現さ  

れているかを示すものである。アスペクトを経営構造を  

中心にして複合させれば，それなりのパターンの組が得  

られる。そして全てのアスペクトを包括したパターンの  

組に至る。本稿ではこの様相を検出することを目指す。   

第1報における分析との関連をいえば，第1報では農  

場産出量・土地生産性・労働生産性などの農業経営の成  

果がどのように経営の要素一とりわけ規模と集約度に  

よって一に規定されているか，世帯員あたり産出量がど  

のように土地生産性や労働生産性によって規定されてい  

るか，を検索するなど因果関係“diegesetzlicheAbh畠n－  

gigkeiten”の分析であった。本稿ではその背景にある要  

素に注意をはらうが，また要素を広範にみていくが，諸  

要素－この場合カテゴリーーの間の関係のとらえ方はパ  

ターンの形成の関与のなされ方であり，したがって因果  

関係の分析ではない。パターン形成にむけて要素がプラ  

スかマイナスかどの方向へ向いているか，またどの程度  

に深くまたは浅く関わっているか，の分析であってパ  

ターンに対する各カテゴリーの適合関係“dieAd5quaト  

beziehungen”の分析である。   

いくつかの相互対抗的なパターンの組に対する各カテ  

ゴリーの得点一固有ベクトルの要素－はいくつかの直交  

する座標軸で張られた空間の中のカテゴリーの数だけあ  

る点の位置である。言うまでもなく，この点相互の距離  

は各カテゴリー相互の近親性を示す。数量化理論Ⅲ類で  

導出されたどの座標軸にもゼロに近い得点しかもたない  

カテゴリーは原点付近に位置する。各軸いずれにも高い  

得点をもつカテゴリーは原点から遠く離れたところに位  

置する。原点付近に位置するカテゴリー群は無性格であ  

るという意味で同じ仲間であるが，遠いところに位置す  

るカテゴリーは個性が大である。位置する方向が同じで  

あれば各パターンの形成に関与する性質を共有するとい  

う意味で同じ仲間として一括できるであろう。原点から  

遠く，しかも位置する方向が正反対である，ところに位  

置しているカテゴリーどうしは距離は最大であり，した  

がって疎遠であるが，こうしたカテゴリーは秩序構造の  

形成に大きな役割を演じているカテゴリーである。こう  

したカテゴリーの類別区分を行うのがクラスター分析で  

あるが，本稿はこの分析も付して行う。   
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3分の2である。畢災の少ないのは降硝の多い華中と華  

南であり，水災の少ないのは降輌の少ない華北であると  

いう傾向はあるが，なお華中・華南でも単災の多い地区  

が，華北でも水災の多い地区が少なからずある点に注意  

されたい。   

土壌は酸性・アルカリ性の確度や黄土系・水稲土系の  

削が大雑把な拍棒となる。PH7．4未瀾の酸性土は72地  

区で調査地区の6割にわたっている。河北から山東・江  

鮮にかけては約半ばが，準中・華南では全てが含まれる。  

これに対しpH7．4以上のアルかノ性土は常緑・甘御・  

快乳 山閣・河南のほとんど河北・し‡爛一江維の半ばに  

かけて45地区に該当し調教地区の4捌である。教士系の  

土塊はここでは発色土と石灰質堆穏土を併せている。ア  

ルカ中性土壌地滞は全てこれに属するが，華中の安徽・  

新注方面もー都合まれる。57地区にみられ関釜地区の半  

ばを占める。水稲土は様々な水系」ニ流の母岩の溶脱した  

土壌が堆積され，水田土壌として永年用いられている土  

壌の総称であるが，畑地の非石灰性推租土も含めている。  

華中・華南の大部分の土塊ほこれに属する。ニヒ壊には上  

紀のほか蛾々な土質土性をもった土が分布しているが，  

ここでの分析によるこの程皮のラフな測定で瀾足しなけ  

ればならない。   

地勢気象土壌の条件の下に農地の開発と飽家の定住状  

況は次のとおりである。土地の農地としての開発の程度  

は総画概耕地化比率で把握されよう。l率閻の場合戯地と  

しての牧野翠地山林は蓋婁でなく，耕地イコール農地と  

みてよい。耕地化比率20％未満の地区は35地区であり，  

調査地区の3分の1弱を－与める。脊海・甘舶・供酉・山  

西と補建・広兼・教州・雲磯などに多い。20～40％の地  

区は34地区であり，これも調査地】茎の3分の1弱であっ  

て，平原地帯を除いた各地に広く存在している。40％以  

上の地区は48地区で，調査地l真の4測が属する。河北・  

河南・山東にまたがる北支大平原に股も多く，揚子江准  

河流城の平原，四ノIl盆地，広東珠江下流域に多いが，ほ  

かの山地の中の盆地にも該当の地区がある。総面積髄家  

密度指数－1平方kmあたり農家戸数…は農家の走焦密  

度を示しているが，10戸未満では希乳10～50戸で申胤  

50戸以上で濃密というのがこの時代の中匝‡の実態である。  

10戸未満の地区は23地区，10－50戸の地区は68地区，50  

戸以上の地区は22地区である。希薄な地区は潜海・甘  

粛・綜遮・隣閣・山酉の高原地滞と薯州・雲滴の嵩原地   

エ．中国戯薬の自然条件・営農構造t就楽構造・経営  

構造・生活構造   

1．自然条件の分析  

① 地勢を大域的に高原・山地盆地谷地・平原に区分す  

るとわれわれのサンプル（地区）では高原に属する地区  

が31，山地盆地谷地に属する地区が43，平原に属する地  

区が43であった。高原ほ北方から西北方へかけての袈  

宙・チベット裔原と1喝南方の塞教高原にかかわる区域で  

ある。他孔 平原は北支大平原と揚子江や准河下流域の  

平原に集中しているが，黄河中上流域や揚子江中上流域  

にも，また華翻珠江下流にもある。山地盆地谷地は劉ヒ  

では快調・山西の谷地銀軋 山東省の山地，案嶺・大別  

山脈の彩尊下の山地，華中・華南でほ断江・江維・安  

徽・江酉・湖北・湖縮・福建・広東・広酉・閤川にまた  

がる大部分の区域が含まれる（Table3－1）。   

気象は気温と降閥の2面から与えられる。気温につい  

ては1月の平均気瀾と作物生育‡ヨ数をとった。1月の平  

均気温は（－）40c以下，卜）4～40c，40c以上に区  

分される。（－）40c以下に属する地区は17，卜）4～  

40cに属する地区は44，40c以上に属する地区は56であ  

る。作物生育目数は230日未洒に属する地区は20地‡g，  

2：30～300日に属する地区は46地区，300日以上に属する  

地区は61地区である。降雨については年間蕊と各年網慮  

密度指数をとった。年関数は500mm未捕に属する地区  

数が28地区，500～1，500mmに属する地区が72地l夏，  

1，500mm以上に属する地区が17地区である。各年雨戯  

密度指数ほ25％以上一年により偏りが大である一に属す  

る地区は45地区，25％以下一偏りが少ない一に属する地  

Ⅰ茎が72地区である。以上の地区の地帯分布は寒冷・作物  

生育目数′ト年網袋小・年による鞘鹿の偏り大が脅海・  

緩速・甘射・侠閣・山西・河北といった北方岬特に北西  

方仙に鋸申しており，商温・作物生野日数大・年間盛  

大・年による関数の偏り小が広東・福建・広酉・究州・  

貴腐といった華簡に集中している。中間の河南・江蘭・  

安徽・漸江・江閣・湖北・湖南・匹りl【等ほ中位に位燈す  

る。   

早災・水災は地勢や気象と関係が大であるが，過去  

10ヶ年における「単災の頻度4匝未洒」の地区は54地区  

であり，調査地区の約半ばであり，過去10ヶ糾こおける  

「水災の頻度4回東浦」の地区は73地区あり調査地区の  
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Table4－1Category－WeightsinNaturalCondiぬ1S  御こ多く，漉磯な地区は河北・河綿・山楽の北支大平原  

と江鮮など揚子江准河下流平原の山都と広楽・四ノi】など  

の一日一画に多い。他は窟任密度中位に濁する。   

こうした開発と愛住は気象粂件と関連して水阻比率・  

畑比率の水準を与える。水稲作は小地積から食欄の安産  

多段の収穫をあげることができ，できうるかぎり農地を  

開発し，その農地にできうるかぎり多くの腿民定使を‡葵！  

るという「中国戯薬の黎消」に即した土地利用であり，  

水田ほその条件である。117の調査地区のうち水田比率  

50％以上の地区は33地臥 50％未満の地区は84地区であ  

る。50％未澗の地区が多い。50％以上の地区は全て準  

申・輝淘に属するが，50％未納の地区は轡極・緩速・圭】●  

射・侠盲野・‡∬酉・河北・河商・山東にわたる華北はもと  

より，華中・華南においても江鯨・安徹・斬江・江酋・  

湖北t湖南・抑l巨資州・褒蘭において広く存在してい  

る。  

② 以上の自然灸件に関する各カテゴリーへの反応を数  

段化蟄！論Ⅲ類によって整理する。この場合カテゴリーを  

大・申、小に区分登れている場食の中位カテゴリーは除  

いた。中位のカテゴリーへの該当・非該当はファージ㌦  

な性格を持ち，これを入れることにより分析結果…得ら  

れるカテゴリー・ウェイト（問有ベクトル）の性格判定  

－もまたファージ一になることを避けるためである。数  

段化配給…効によって得られた憐‡有ベクトルは2欄であ  

る。節1のそれは相聞係数0，73，固有倦0．53，寄与率  

34、7％で，この解析軸はそれだけで商い脱明力をもって  

いる。節2のそれは割引将係数0，48，固有機0，23，寄与率  

15．2％で，この解析軸も蛮黎な因子である。節3のそれ  

ほ節1・2の因子で説明されなかった残漣に基づいたl墨  

子であるが，‡司有ベクトルからその含憩を試み取ること  

が困難であって捨てざるを得なかった（Tabie d－1）。   

節1国子は中国鷹兼の軋矩条件を錐約する「ネガティ  

ビイチイとポジイチイビイチイの対抗関係」の衆税であ  

る。華北と華中・華南の対抗構造がある。地勢的にほ華  

北ほ広大な北支大平原や栄吉高原・黄土高原をもつかた  

わら，山地谷地盆地ほ隣閣・山西と山東に多いとしても  

華中・華南に比して広がりが小である。華坤・華南の場  

合揚子江下流域の洪庵大平牒い珠江デルタ地域と賞賛商  

原などが平原嵩原であり，ほかの大部分の地l茎はl】‡＿り也谷  

地盆地に属する。洪庵大平蘭といっても江北に偏り，た‡二  

爾は山地谷地が多い。賞賛高原も華北の広大な高原に比  

〔カテゴリーウェイ   

商原  

山他紙他作地  
平原  

肌一月平均－40c以下  

雨月平均4ウc以上  

作物生渡目数230巨重来綱  

作物生産目数300日以上  

年網戯500mm未洒  

年補数1500mm以上  

各年術数密度指数25％以上  

各年閣厳密成約数25％未満  

単災の頻度4回末湖  

水災の頻度41計未満  

土壌pH7．4未満  

土壌pH7．4以上  

土壌の種類 雲な土  

土壌の種類 水稲土  

水田比率50％以上  

畑地比率50％以上  

総面積耕地比率20％未満  

総画機働側比率20％以上  

総面機厳密密度10未満  

総衝根戯家密度50以上   

ト］  

解1  解2   

0．2424 0．6616  

－0．4144 0．0624   

0．1992 －0．9724   

0．3209 0．2157  

－0．65～ま3 0．2971   

0．3776 0．3221  

－0．6115 0．2822   

0．522二う 0．2564  

－0．2225 0．0708  

0、6930 －0．1559  

－0．6658 －0，0926  

－0．1707 －0．1272  

0．0983 0．1296  

－0，6138 0、0787  

0．6410 －0．3272  

0．6603 －0．2785  

－0．6725 0．05‘il  

－0．4218 0．0565  

0．4491－0．3049  

0．16511，4035  

0．0684 －0．9316  

0．1742 0．5314  

－0．0677 岬0．406i  

Tablc4－2 Category－WeightsinFarming－Structure  

［カテゴリーウェイト〕   

殴物作付80％以上  
穀物作付60％未湖  

水稲主体㈱％以上）  

水稲主体（30－50％）  

変類義体（30％以上）  

小米・きび10％以上  

高梁10％以上  

とうもろこし10％以上  

豆頸作付10％以上  

油欄作物作付5％以上  

球茎・根発頭作付5％以上  

果樹・そさい類推付5％以上  

桑・麻・柿作付5％以上  

タバコ・ケシ・茶・さとうきび作付  
5％以上  

十アールあたり収澄水稲3－0キンタル  
以上  
十アールあたり収蕊水稲3．0キンタル  
東浦  

解1 解2  

－0．2700 －0．415∫i  

O．0079 0．3275  

－0．638l －0．3442  

－0．‘伸i7 0．1917  

0．d157 －0．2155  

0．5680 0．0267  

0．33：i（i O．1270  

0．1354 －0．0042  

0．323Ji O．0213  

－0．ほ75 －0．1055  

－0．1005 －0．1346  

－0．0028 0．0827  

－0．0069 0．2188  

－0．0870 一札0797   

－0．3261 0．2457   

－0．5378 －0．1625   
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践租比率 20％以上  

分税比率 20％以上  

かんがい作物面柁比 50％末梢  

かんがい作物面相比 50％以上  

欠水なし  

三如こ1回以上火水  

災完封こよる逃荒者10％以上  

災審による飢敗者10％以上  

農家のほ場数5莱瀾  

農家のほ場数15以上  

ほ域までの距離1km以上  

零細麓域が多い  
中大農場が多い  

過去10年間で施肥蕊増加l獣撒以上  

過去10年間で施肥忍城少 20％以上  

過去10年間で施肥蕊増減なし50％以  
上  

粕蛾・化学肥料の使用  

作物作莱【ヨ数小安70針未満  

作物作某日数小変100E‡以上  

作物作業日数水稲150E】未洒  

作物作某日数水稲200E箋以上  

0．2073 0．3250  

0．2228 －0．0200  

0，66上17 0．0067  

－0．870〔壬 －0．1361  

－0．20JiO O．2659  

0．0537 －0．2139  

0．15服 －0．29：53  

0．2582 ・0，2329  

0．1664 0－0638  

－0」与171 －0．2792  

0．0713 －0．3061  

0．1955 －0－1167  

－0．02‘i9 0一昔毎望轟  

一札2188 0．3393  

．0．1496 －0」蓋467  

－0．3457 －0．1307   

－0．3（捌 0．1172  

0．～1751 0．0098  

－0．3312 0．2725  

－0．2（S70 －0．トiJlO  

－0．47′11 －OtO3J19  

十アールあたり収螢ノト変1．0キンタル  
以上  
十アールあたり収蕊／ト変1．0キンタル  
未洞  

十アールあたり収鼠小米1．0キンタル  
以」ニ  
十アールあたり収像′ト米1．0キンクル  
未満  

十アールあたり収数滴架1．0キンダル  
以上  
十アールあたり収蕊高舅を1．0キンダル  
未満  

十アールあたり収ま孜大豆1．0キンクル  
以上  
十アールあたり収親犬豆1．0キンクル  
未満  
版充用鹿産物 米  

販発用脇産物 小麦・大変  

販充用農産物 小米・高梁・とうも  

ろこし  
販死用ぷ是正物 豆頬  

販夕己用農産物 油欄作物  
販売用戯産物 タバコ・アヘン  

販売用農産物 輔・繭・麻  

販究用農縫物 果樹・さとうきび  

生産家畜単位数 0．3以下  

生産家畜速射定数 0．5以上  

練生産家諮鹿家比率 20％未澗  

鍵盤鹿家畜農家比率30％以上  

一0．15（；9 0．8：∋27   

0．2619 －0，6197   

0∴う064 0．6110   

0．4150 －0，上1999   

0．2585 0．（；′iO5   

0．3（汀8 〟0．3398   

0．0833 0．一ま163   

0．2130 －0．1658   

－0．7（妄60 －0．1552  

－0．2S57 0－2999  

0．1009 0．1538   

0．1751－0∴423  

0．11朝 一0．2628  

Ⅷ．0864 －0．1223  

0．1417 0．3815  

0．0560 －0．0073  

－0．1699 0．0262  

0．1315 －0．2321  

－0．435d O．2604  

0．22∫14 －0．3077  

数小米・高梁・とうもろ  軋0769 －0．2∫i6′壬   

果
 
 
 

高
 
 
 

雄
 
′
 
 

箪
数
上
 
 

とうもろ  0．4885 0一雨91  

Table4－3 Category－WeightsinEmploymenトStruCture  

［カテゴリーウェイト］   

家族労働力成人タき子60％以上  

家族労働力成人女子25％以上  

家族労働力児数15％以上  

家族労働力の仕向 農作莱70％以上  

家族労働力の榔句 光栄30％以上  

年稲労働力を所有する鹿家15％以上  

児発を年解する胞家5％以上  

戯作莱成人タき子80％以上  

農作葉成人女子15％以上  

戯作莱兇変5％以上  

成人㍍予戯作莱フルタイム40％以上  

成人男子戯作某パートタイム50％以－ヒ  

兼業従卵担当者成人タき子80％以上  

米華従串担当者成人女子15％以上  

雅楽従雛担当者児敦5％以上  

他家農作業従事者のいる戯家15％以上  

地産楽従事者のいる腿家15％以」二  

家内工莱綴灘堵のいる腿家20％以上  

解1  解2  解3  
－0．2762 －1．0761 －0．4868  

0．4559 0．83（ヨ9 0．410∠1  

0．1959 0．4dll O．3431  

0．7985 －0．5056 －0．4667  

－0．7253 0．3282 0．4876  

0．4914 －0．3707 －0．8019  

0，3158 －0．0253 －0．3880  

－0．6587 －0．8074 －0．3351  

0．760∠i O．5552 0．4235  

0．3∠t42 0．5086 0．1866  

－0．0653 －0∴う223 0．3504  

0．1305 0．1895 －0．2260  

0．′ま527 －0．8905 －0．0225  

－0．4338 0．7214 0．1963  

－0．1ニう82 0．5092 －0．0598  

－0．3435 0．0369 －0．1494  

－0．3139 0．0222 0．4867  

－0，姐77 0．790～墾 0．0599   
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商業従事者のいる農家15％以上  

教員・兵士・官吏のいる戯家5％以上  

鹿莱従事者（ME）2．0人未満  

虚業従事者（ME）2．0人以上  

農業従事者（ME）家族1．8入来満  
農薬従単著（ME）1．8人以上  

脱莱従事者（ME）雇用0．4人以上  

誰某従軍者0．5人以上  

遇莱労働貸金（日額食餌こみ）0．45元以上  

農業労働貸金（H森食事こみ）0．45元来満  

腹教労働賃金（年額食事こみ）80元以上  

農業労働貸金（年額食輩こみ）80元未満  

－0．5280 0．0147 0．0474  

－0．040210．1963 0．0307  

－0．9414 －0．0482 －0．2540  

1．0146 －0．1292 0．2750  

－0－84（ヨ2 －0．3086 －0．6985  

0．9195 0．1312 0．7195  

0．4702 －0．3662 －0．6088  

～0．6970 0．1155 0．3877  

－0．1092 －0．5915 （〉．9620  

0．1705 0．7471－0．8628  

｛0．0669 肌0．7150 1．0672  

0．0815 0．6769 －1，0736  

Table4－4 Caとegory・Wei離SinLiving－Structure  

［カテゴリーウェイ＝   

生産負僻をもつ農家15％以上  

消費負債をもつ彪家 35％以上  

教櫓をもつ農家の負債金額80元以上  

尉寸金をもつ農家15％以上  

貸付金をもつ戯家の貸付金徹200元  
以上  

戯産物の備蓄がある農家 ある  

慮産物の貸付がある駿家 ある  

成人タま子摂i！叉カロリー3000カロリー  
未満  

成人タヨ子摂‡l叉カロリー3000カロリー  

以上  

穀物によるカロリー80％未満  

穀物によるカロリー90％以上  

油料・蕊頼によるカロリー5％以上  

芋薯類によるカロリー5％以上  

動物性カロリー2％以上  

砂糖1日5グラム以上摂取  

被服所有1－2点  

被服所有5点以上  

住居戯舎価格300元来前  

任焙戯舎価格600元以上  

姉のための特別支出120元以上  

嫁のための特別支出80元以上  

非のための特別支出90元以上  

解1 解2  

－0．1414 －0．1198  

0．1851－0．4930  

－0．2735 0．1923  

一札21dl O．1413  

－0．2362 0．1932   

－0．198‘‡ 0．0773  

0，0245 －0．1435  

0．6018 －0．5897  

骨l：う77 0．2095   

0．6264 0．4761  

－0．0333 －8．7833  

仇5179 0．500－i  

O．6283 0．31‘i9  

－0．2Ⅰ55 －0．2176  

－0．2：392 0．1179  

0．09i3 －仇0897  

－0．トi16 0．1337  

0．f1993 －0．5703  

－0．20G6 0．3Ⅰ93  

儀0．3518 0．0383  

－0．4169 0．1940  

－0．3685 0．0985  
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TabIe4－5 Category－WeightsinFarnl・Management  

［カテゴリーウェイト】   

（24．2キンタル米酢  

（42．dキンタル以」こ）  

（20．3キンタル東浦）  

（29．7年ンタル以上）  

（11．4キンタル未満）  

（16．0キンタル以上）  

解1  解2  解3  
0．5572 －0．5381 －0．5352  

－0．2415 0．3010 0．19（∋5  

0．5645 0．1971－0．0304  

－0．6051 －0．1962 0．1031  

0．関前 －0．3542 －0．0998  

－0．6699 0．2844 0．1510  

0．6189 －0∴∋760 －0－31朗  

－0－5254 0．3970 0．3677  

0．6493 0．0560 0，2068  

－0．6739 0tll13 0．1346  

0．6422 0．0767 0．3331  

－0．6642 0．2127 0．0410  

0．4723 0．0096 0．1289  

－0．6794 0．1761 0．0121  

－0．1432 －0．0190 －0．4504  

0．0577 0．0965 0．2626  

－0．2987 －0、2459 －0．7890  

0．1524 0．2111 0．4509  

－0．1883 －0．8001 －0．2015  

0．105上1 0．3517 0．0640  

－0，2473 －0．7549 －0．37服  

0．2269 0．3029 0．2251  

0．2055 0．6339 －0．5373  

－0．0543 －0．5264 0．6831  

0．0930 0．7685 －0．2870  

－0．08朗 －0－6003 0．1619  

0．1781 0．7062 －0．4413  

－0．0340 －0．5055 0．5957  

0．1148 0．8057 －0．2225  

－0．1470 －0．5696 0．2372  

0．1606 －0．0552 －0．3712  

－0．1553 －0．1313 0．6200  

0，0478 0．3384 －0．3784  

－0．0400 －0．3768 0．2GO6  

－0．0328 0，2753 0．6328  

0．0595 －0．2808 －0．5772  

－0．2620 －0．0960 －0．5812  

0．1639 0．0823 0．3637  

0．1180 0．0889 0．1225  

0，1421 0．0097 －0．0120  

－0．2909 －0．0667 －0．1541   

農場産出駿小  

艶物産山畿犬  

上地井川汁＝、  

土地生産闇大  

労睾‘＝相伴小  

労働生産性大  

家族1人あたり生産魔′ト（：う．6キンタル来洞）  

家族1人あたり生産数大（5．5キンダル以上）  

残遊戯場産出蕊マイナス  

残差農場産出蕊プラス  

穐差土地生産性マイナス  

残差土地生産性プラス  

残差労働生産性マイナス  

残差労働生産性プラス  

残差家族1人あたり生産数マイナス  

残差家族1人あたり生産愈プラス  

労働力規模小（1．8入来澗）  

労働力規腰大（2．3人以上）  

作付面積′ト（1．7ヘクタール未澗）  

作付面積大（3，4ヘクタール以上）  

脇場規模／ト（1．1ヘクタール未納）  

腿場規模大（2，6ヘクタール以上）  

（5，6トン未満）  

（9．6トン以上）  

（1．2入来満）  

（1．7人以上）  

（7．9トン栄薄箋）  

（14．5トン以上）  

（1．8入来湘）  

（2．6人以上）  

作付両帝あたり肥料投入傲小  

作付面積あたり肥料投入盛大  

作付面積あたり労働牧人蕊小  

作付而欄あたり労働投入慶大  

耕地面積あたり肥料攻入盛小  

耕地面相あたり肥料投入慶大  

耕地面相あたり労働投入澄小  

柳地面穏あたり労働投入慶大  
役畜・労働比率小（53％未満）  

役畜・労働比率大（72％以上）  

l彗作地比率小（63％未澗）  

‡ヨ作地比率大（77％以上）  

戯外所得依存率小（11％未満）  

慮外所得依存率大（17％以上）  

戯家世帯員数小（6．0入来溝）  

農家世帯員数大（7，3人以」ニ）  

土地利用度ノト（140％未溝）  

土地利用度申（140－160％）  

土地利用度大（160％以上）  
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Table4－6 Category－WeightshNaturalConditionandFarming－Structure  

［カテゴリーウェイト］   

高原  

山地盆地谷地  
平原  

山月平均－40c以下  

鵬月平均40c以」ニ  

作物生成月数230日栄職  

作物生長Ⅰヨ数300日以上  

年雨蔑500mm東湖  

年涌畿1500m罰1以上  

各年訴汚蕊密度指数25％以上  

各年同慶密度指数25％来所  

単災の頻度4河東満  

水災の頻度4国東溝  

土壌pH7．4米朝  

土壌pH7－4以上  
土壌の種類 黄土  

土壌の税頗 水稲土  
水田比率50％以上  

畑地比率50％以上  

総面積耕地比率20％末梢  

総面積耕地比率40％以上  

総蘭根農家密度10未満  

総画載農家密度50以上  

穀物作付80％以上  

穀物作付60％末浦  

水稲主体（50％以上）  

水稲主体（30－50％）  

変額主体（30％以上）  

′ト変・きび10％以上  

高梁10％以上  

とうもろこし10％以上  

豆類作付10％以上  

油楳作物作付5％以上  

球茎・根菜瀕作付5％以上  

果樹・そさい頻作付5％以上  

桑・麻・柵作付5％以上  

タバコ・ケシー茶・さとうきび作付5％以上  

十アールあたり版数水稲3．0キンダル以上  

十アールあたり収魚水稲3．0キンタル東浦  

十アールあたり収畿小変1．0キンタル以上  

十アールあたり収蕊小変1．0キンタル東浦  

十アールあたり収鼠小米1．0キンタル以上  

十アールあたり収蕊小米1－0キンタル未満  

十アールあたり収激高染1tOキンダル以上  

解1  解2  解3   
0．1647 0．9684  0．3179  

－0．朋別 －0．1631 －0．2793  

0．2032 －0．77柑 －0．0243  

0．3259 0．3677 0．4ま87  

－0．8612 0．2008 －0．0622  

0．3909 0．5242 0．3156  

－0．8023 0．2247 －0．1155  

0．5428 0．5533 0．2929  

－0．2838 0．1388 －0．1071  

0．7459 0．2435 －0．1117  

－0．8222 －0．2100 0．1261  

－0．3311 0．0671－0．1298  

0．0260 0．4284 0．2220  

－0．7680 －0．0698 0．1325  

0．6917 0．iO32 －0．1181  

0．7577 0．0787 0．0290  

－0．8940 －0．0414 0．0363  

－0．6064 0．2599 0，ユ532  

0．5300 －0．2265 －0－1388  

0義00211．8451－0．5611  

0．0643 －0．7602 0．4168  

0．1249 0．7456 －O10436  

－0．0760 －0．2335 0．0155  

－0，2084 0．3663 0．0982  

0．0398 －0．2213 0．0361  

－0．5841 0．2875 0．1408  

－0．3375 －0．2717 －0．2367  

0．3959 －0．2837 －0．4901  

0．5676 0，0815 0．2474  

0．3123 －0，1587 0．0889  

0．1254 －0．1112 －0．0981  

0．2493 －0．4698 －0．4113  

－0．1626 －0．1104 ｛0．2484  

－0．1377 －0．0742 －0．3495  

－0．0094 0．0082 0．2361  

－0．0094 0．0082 0．1975  

－0．0′王6：き 0．1731 －0，1218  

－0．2797 －0．0744 0．1516  

－0．4551 0．08（S6 －0．0859  

－0．0662 －0．2247 0．9721  

0．2539 －0．1238 －1．0647  

0，2988 －0．3176 0．7376  

0．3928 0．1882 －0．5376  

0．2654 －0．2097 0．7866   
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十アールあたり収濃霧染1．0キンクル宋澗  

十アールあたり版数大豆1．0キンダル以上  

十アールあたり取扱大豆l．0キンタル未満  

販売用遇産物 米  

販売用農産物 小変・大麦  

販充用慮捌勿 小米・高来・とうもろこし  

販売用良産物 豆類  

販死用腿魔物 油棉作物  

販売用捷踵鞠 タバコ・アへン  

販売用戯産物 棉・儲・麻  

販売用農産物 果樹・さとうきび  

生産家畜単位数 0．3以下  

生産家敵酎嘉致 0．5以上  

無生産家畜農家比率 20％東浦  

極致産家畜農家比率 30％以上  

銭親比率 20％以上  

分釈比率 20％以上  

かんがい作物面積比 50％朱澗  

かんがい作物面薇比 50％以上  

欠水なし  

三年に1‡軋以上欠水  

災害による逃荒者10％以上  

災審による飢飢者10％以上  
農家のほ場数 5末梢  

農家のほ場数15以上  

ほ噛までの距離 1km以上  

等淵成城が多い  
中大慮場が多い  

過去10年間で施肥蕊増加 20％以上  

過去ユ0年間で施肥激減少 20％以上  

過去10年間で施肥畿増減なし50％以上  

粕類・化学肥料の使用  

作物作某目数小変70日未満  

作物作茶目数小安100冒以上  

作物作業日汲水稲150E】未満  

作物作業員散水稲訓鋸‡東湖  
作物作葉目数′ト米・高雄・とうもろこし70針朱浦  

作物作業目数小米・高梁・とうもろこし10（川以上   

0．3172 －0．0994 －0．5863  

0．0781 －0．2423 0．47購   

0．1586 －0．115：5 －0．4564  

－0．Gd87 0．1922 0．0026  

－0．2250 －0．2263 0．1879  

0．0918 －0．1372 0．12S5  

0．1482 －0．2485 －0．3945  

0．1205 －0．0316 －0．3583  

－0．0：う09 0．1606 －0．1895  

0．1337 －0．7060 （j．1050  

0．08：∃7 0．18：う0 0，2677  

－0．1469 －0．6320 －0，2653  

0．1954 0．6483 0．0896  

－0．3242 －0．1030 0．2379  

0．2345 0．0781 －0．1892  

0．2228 －0．20d5 0．4639  

0．2271 －0．0891 －0．0857  

0．6242 －0．1186 －0．2106  

－0．7005 0．1520 0．2250  

－0．1294 －0－1401 0．2830  

0．0431 0．0134 －0．2406  

0．1778 －0．1152 －0．3628  

0．27d8 0t3741 0．0195  

0，15（弓8 －0．1892 0．0092  

－0．2737 0．3992 －0，0487  

0．0787 0．4351 －0．0731  

0．1533 －0．0009 －0．0940  

－0．018d －0．1128 －0．029∠l  

－0．1940 －0．3141 0．2972  

0．1607 0．0657 －0．4562  

－0．2196 0．1578 0．0上101  

－0．2467 －0．1508 0．0682  

0．d290 －0．′ま：う2d －0．2880  

－0．1950 0．2072 0．2586  

－0．2374 －0．1597 －0．2477  

－0．37S6 0，2902 0．0903  

0．0792 0．0862 －0．2590  

0，45（ヨ6 －0。3163 0．4244  

甑ble4－7 Category・WeightshFarm－Manage111entandNaturalCondition  

解1  解2  解3  
0．2870 －0．6597 －0．4750  

－0．0852 0．4503 0，1631  

0．8734 －0．00媚 －0．0（ヨ08  

［カテゴリーウェイト】   

農場産出蕊小（24．2キンダル未満）  

遇喝産山最大（42．4キンタル以上）  

土地坐射竺レト（20．3キンタル未満）   
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土地生於l！i三大（29．7キンダル以上）  

労働生産性小（11．4キンダル未洞）  

労働生産性大（16．0キンタル以上）  

ー0．6245 0．1164 仇3152  

0．∠i808 －0．6689 －0．5959  

－0∴S712 0．5968 0．6279  

0．d629 －0．5271－0．∠1688  

－0．3072 0．5887 0．3136  

0．′i785 －0．3253 －0．4965  

－0．2411 0．5763 0，7495  

0．4876 －0．3：ヨ84 －0．4Z22  

－0．2：う52 0．6866 0．6585  

0．2742 －0．2873 －0．4329  

－0．2480 0．6461 0．7427  

－0．0671 0．0919 0．1617  

0．0870 0．0439 －0．1111  

－0．2893】0．0120 0．2155  

0．1177 0．0912 －0．242d  

－0．4384 －0．6272 0．1525  

0．1208 0．2770 －0．2827  

－0．4331 －0．4648 0．0626  

0．2：う14 0．1605 －0．2541  

0．2722 0．7′180 －0．6120  

－0．0467 －0．6359 0．6312  

0．2889 0．7039 －0．2785  

－0．2408 －0．4794 0．1684  

0．2859 0．7220 －0．5183  

－0．0141 －0．5973 0．5740  

0．2781 0．6468 －0－2526  

－0．2573 －0．41朗 0．1729  

0．1308 0．1409 －0．4393  

－0．1004 －0．2830 0．5777  

－0．0759 0．2872 －0．5334  

－0．0260 －0．3射2 0．27∠16  

－0．1615 0．0570 －0．1565  

0．0277 －0．1584 －0．0368  

－0．3062 0．1055 0．0044  

0．1565 －0．0610 －0．0598  

0．3185 －0．0821 0∴5735  

0．2589 0．1608 －0．1065  

－0∴娼88 －0．0273 －0．2411  

0．2′156 －0．4823 0．6815  

－0，7297 －0．3038 －0．59鋸  

0．1924 0．8218 －0．1949  

0．3895 0．0463 0．3267  

－0．8825 －0．2761 －0．1924  

0．4814 －0．0629 0．3460  

－0．7986 －0．2470 －0．2332  

0．5939 0，0086 0．51i2  

－0．2634 －0．0540 －0．2316  

0．S141 0．1667 0，2648  

（3．6キンクル未満）  

（5．5キンタル以上）  

家族1人あたりの生産数′ト  

家族1人あたりの生産数大  

残差農場産山蕊マイナス  

残差ぷ亀場産損蕊プラス  

殉差土地座磯憫マイナス  

残差土地生産性プラス  

残差労働染渡性マイナス  

残差労働生産性プラス  

残義家族1人あたり生産蕊マイナス  

残差家族1人あたり生産愛プラス  

労働力規模′ト（1，8入来揃）  

労働力洩腰大（2．3人以上）  

作付耐租ノト（1．7ヘクタール未滴）  

作付耐機大（3．4ヘクタール以上）  

農場規模小（1．1ヘクタール未満）  

戯場規模大（2．6ヘクタール以」二）  

作付面積あたりの肥料投入澄小  

作付両種あたりの肥料投入盛大  

作付面積あたりの労働投入蕊小  

作付面薇あたりの労働投入敦大  

柳地面薇あたりの肥料投入盆小  

柳地面薇あたりの肥料投入盛大  

耕地所載あたりの労働投入蕊小  

柳地面欄あたりの労働殺人蛍火  
役畜・労働比率小（53％未澗）  

役畜・労働比率大（72％以上）  

自作地比率小（63％未満）  

自イ乍地比率大（77％以上）  

農外所得依存率ノト（11％末梢）  

鹿外所得依存率大（17％以上）  

農家世帯員数小（6．0入来浦）  

戯家1牲節男散大（7．3入来浦）  

土地利用度小（140％末弼）  

土地利用度中（140％－160％）  

土地利用度大（160％以上）  

商原  

山地盆地谷地  

平原  
一月平均－40c以下  

・ハ・、・‖・月平均40c以上  

作物生皮日数23腔慄瀾  

作物生英日数300日以上  

年雨螢500mm未満  

年網漁1500mm以上  

各年間濃密庶路数25％以上  

（5．6トン未満）  

（9，6トン以上）  

（1．2入来満）  

（1．7人以上）  

（7．9トン未満）  

（14．5トン以」こ）  

（1．8入来湘）  

（2．6人以上）  
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各年輔厳密皮相数25％末澗  

単災の頻ざ変4園未浦  

水災の頻度4恒悌渦  

土観pH7．4未満  

土塊pH7．4以上  

土壌の橙蜜邑 黄土  

土壌の後潟 水稲土  

水田比率50％以上  

畑地比率50％以上  

総面種耕地比率28％未満  

総而機耕地比率爛％以上  

総面積農家密度10宋綱  

紀面積戯家密度50以上  

ー0．8477 －0．1310 －0∴ミ766  

－0．2882 －0．0224 －0．0645  

0．0838 －0．3404 0．0164  

－0．7906 －0．1861 －0．3707  

0．7570 0．2219 0．2588  

0．7724 0．2ZO5 0．3347  

－0．8（う47 ル0．1281－0．3779  

－0．5610 0．039（∋ 一0．0958  

0．5274 －0．0039 －0，0160  

仇216Z －1．3594 0．5267  

0．0060 0．6456 －0，1909  

0．1954 －0，3545 0．4659  

≠0．1184 0．0988 －0－2047  

Table4－S Category－Weights h Farm－Management  
andFaming・Structure  

Eカテゴリーウェイト〕   

脚患産出澄小（24．2キンタル宋溝）  

戯蟻産出蕊大（舷4キンタル以上）  

土地生産性／ト（20．3キンタル未満）  

土地生産性大（29暮7キンダル以上）  

労働生産性小（11，4キンタル来澗）  

労働生産性火（16．0キンタル以上）  

家族1人あたり生産螢小（3．6キンタル  
未満）  

家族1人あたり生産蛍火（5．5キンダル  
以上）  

残差戯場産出蕊マイナス  

強姦農場産出螢プラス  

残差土地生産性マイナス  

残差土地生敵性プラス  
残差労働生産性マイナス  

残差労働生産性プラス  

残差家族1人あたりの生産数マイナス  

残差家族1人あたりの生産戯プラス  

労働力親機ノト（l．8入来洞）  

労働力規模大（2．3人以上）  

作付蘭穏′ト（1．7ヘクタール未溝）  

作付面積大（3．4ヘクタール以上）  

戯場規模小（1．1ヘクタール末梢）  

腿鳩規模大（2．6ヘクタール以上）  

作付両横あたりの労働投入慶大（1▲7人   
以上）  

排他而椅あたりの肥料投入蕊小（7．9ト  
ン朱溝）  

耕地面積あたりの肥料投入蕊大（車バ  
トン以上）  

耕地面給あたりの労働投入蕊小（1．8人  
未満）  

耕地蘭礫あたりの労働投入蛍火（2，6人  
1リ、十）  

役畜・労働比率小（53％未満）  

役務・労働比率大（72％以上）  

lヨ作地比率小（63％未満）  

自作地比率大（77％以上）  

慮外所得依存率小（11％未満）  

農外所得依存率大（17％以上）  

鹿家世帯員数小（6．0人未満）  

鹿家枇灘虜斜大（7．3人以上）  

土地利用度小（140％来涌）  

土地和好鹿中 ぐ描憫ト160％）  

土地利用度大（160％以上）  

穀物作付80％以上  

穀物作付60％末梢  

水稲主体（50％以上）  

水稲主体（30－50％）  

資類義体（30％以上）  

′ト米・きび10％以上  

高梁10％以上  

とうもろこし10％以上  

豆類作付10％以上  

油接作物作付5％以上  

球茎・根菜類作付5％以上  

－0∴さ022 －0．5465   

0．2875 0．5940   

－0．1828 －0．5735   

0．2518 0．6286   

－0．3059 －0．4378   

0，1575 0．1386  

轟0．26S9 －0．3138  

・0．0810 （）．1565  

嶋0．0886 －0．2583  

－0．2510 0．0000  

0，0752 －0．2182  

－0．2076 0．0719  

0．1068 －0－8437  

0．2066 0－0092  

0．2Ⅰ26 0．1080  

・0，3′i59・0．1211  

－0．2408【0．0284  

・0，0438・0．1250  

・0．5766 －0．1294  

－0．3005 －0，2408  

8．4496 －0．0ト18  

0．4364 0．2308  

0．3340 0，229′i  

O．1334 0．0693  

0．3881 0．0574  

－0．1077 －0．1409  

0．0320 －0．4111   

解1 解2  

0．4183・0．7826  

－0．1796 0．媚07  

0．8850 0．0～137  

－0．810i O．0438  

仇6161－0－7′i94  

－0．5599 0．6659  

0．56～隻9 －0．6256   

－0．王1565 0．6244   

8．5642 －0．43J！6  

－0．4510 0．6920  

0．5508 嶋0．′i187  

－0．4315 0．7899  

0．3911－0．3594  

－0．′i856 0．7372  

－0，0765 0．1110  

0．0608 0．0248  

－0．3282 －0－OZ13  

0．1039 0．0199  

－0．4835 －0．702ひ  

0，ト161 0．2387  

－0，4380 －0．5331  

0．2349 0．1164  

作付面薇あたりの肥料投入螢小（5．6ト 0．3353 0．6109  
ン未浦）  

作付面積あたりの肥料投入最大（9．6ト 蠣0．2267 －8．6118 ン  
以上）  

作付面積あたりの労働投入及小（1．2人 0．2946 0．6925  
朱澗）  
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銀租比率 20％以上  

分租比率 20％以上  

かんがい作物爾積比 50％末梢  

かんがい作物面積比 50％以上  

欠水なし  

三年にl固以上欠水  

災審による逃荒者10％以上  

災審による飢肌着10％以上  

農家のほ場数 5末梢  

鹿家のほ場数15以上  

ほ噛までの距離1knl以上  

零細戯場が多い  

中大農場が多い  

過去10年ぎ宴為さで施肥螢増加 20％以上  

過去川年間で施肥魚減少 20％以上  

過去10年間で施肥澄増減なし50％以上  

瓶類・化学肥料の使用  
作物作茶目数／ト安70‡ヨ来溝  

作物作楽日数小安100E！以上  

作物作業日数水稲150日東澗  

作物作業日数水稲200日以上  

棚 

果樹・そさい輝作付5％以上  0．0210 －0，1340  0．0830 0．3031  

0－2583 0．0180  

0．702‘i O．1023  

－0．8268 －0．1753  

－0．2348 0、1103  

0．0916 －0．1547  

0．2217 －0．O108  

0．2393 0．0046  

0．1274 0．1289  

－0、2264・0．2834  

0．1355 －0．061（；  

0．1917 0．1057  

－0．0：う67 －0．02i2  

－0，2446 0．1′蔓60  

0．2220 0．0727  

－0．2655 －0．1735  

－0、3151用．00‘i5  

0．5289 0．3936  

－0，3906 －0．4658  

－0．1722 0．0062  

・0，4512 －0．477Z  

O．1076 －0．0455  

桑・麻・柵作付5％以上  

タバコ・ケシ・茶・さとうきび作付  
5％H．上  

十アールあたり収親水稲ニi．0キンタル以上  

十アールあたり版数水稲3．0キンクル未湖  

十アールあたり収畿／j、愛1．0キンクル以上  

十アールあたり収蕊小変1．0キンダル東浦  

十アールあたり収盈小米l．0キンダル以上  

十アールあたり版数小米1．0キンタル未満  

十アールあた捌文教高梁1．0キンタル以上  

十アールあたり収魔笛呆1，0キンダル未満  

十アールあたり収盛大豆1．0キンタル以上  

十アールあたり収漁火豆1．0キンタル朱酒  

販売用慮産物 米  
販充用農産物／ト変・大変  

販売用農産物／ト米，高梁・とうもろ  
こし  

販売用農産物 豆類  

販売用農産物 油媒作物  

販充用鹿渡舞 タバコ・アヘン  

販売用鹿渡物 棉・繭・麻  

販売用巌産物 果樹・さとうきび  

生産家畜単位数 0．3以下  

生産家畜単位数 0，5以上  

一0．1336 0．3007  

－0．135‘ま －0．1632   

－0．026～1－0．0502  

－0．3559 －0．2520  

－0，4085 0．3581  

0、5203 －0．2494  

0．1201 0．5394  

0．∠i878 ｛0．1235  

0．1紬1 0．4d25  

0．5224 －0．0500  

－0，0156 0．2788  

0．3542 －0、‘ま360  

－0．7091－0－2898  

－0．278d O．川55  

0．04ま4 0．0922   

0．2′179 0．0535  

0．2302 0．2336  

－0．1384 －0．4429  

0．1008 0．3623  

0．0289・0．05別  

一0．1109 0，2598  

0．1685 －0，2421  
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粧臥小米・歯舞・とうもろこ 0．3897 0誹02  

糎生産家畜戯家比率 20％未満  －0．3547・0．1798  

極致鹿家畜戯家比率 30％以上  0．2363 0．0379  

Table4－9 Category－WeightsinFaml－ManagementandEmploymenトStructure  

［カテゴリーウェイト］   

（24．2キンタル未瀾）  

（42．4キンタル以上）  

（20．3キンタル東浦）  

（29．7キンタル以上）  

（11．4キンタル未満）  

（16－0キンタル以上）  

解1  解2  解3  
－0．0542 －1．1145 －0．1930  

0．0585 0．5387 0．0374  

0．4554 －0．4382 ｛0．7069  

－0．4434 0．4606 0－7527  

0．4574 －1．0328 －0．1151  

－0．4668 0．9046 －0．0333  

0．1955 －0．9893 －0．1496  

－0．0211 0．9435 0．1999  

0．6891 －0．5697 －0．1428  

－0．5240 0．7527 0．2063  

0．726d －0．5273 －0．1101  

－0．5045 0．8064 0．0（；63  

0．4872 －0．4435 一札0676  

－0．5524 0．8064 0．0663  

－0，4372 －0．0294 －0．3431  

0．2501 0．0807 0．0994   

戯場産出蕊小  

脇場産出盛大  

土地生魔性小  

土地生敵性大  

労働生産性小  

労働生産性大  

家族1人あたり生産愈小（3．6キンタル未満）  

家族i人あたり生産数大（5．5キンタル以上）  

残差戯功産出塵マイナス  

残差戯塊産出畿プラス  

残差土地生産性マイナス  
残産土他生魔性プラス  

残差労働生産性マイナス  

残差労働生産性プラス  

残差家族1人あたり生産鼠マイナス  

残養家族1人あたり生産戯プラス  
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労働力規模′ト（1，8人未満）  

労働力規模大（2．3人以上〉  

作付面魂ノト（1．7ヘクタール朱浦）  

作付両種大（3．4ヘクタール以上）  

成城親機′ト（1．1ヘクタール米柵）  

農場規模大（2．6ヘクタール以上）  

Ⅷ．89：う2 －0．1749 －0．4196  

0．′i925 0．1131 0．188（う  

ー0．6296 一札4998 0．5965  

0．3408 0．250（；－0．2990  

－0．7011 －0．4258 0．5257  

0．4551 0．0740 －0．19：う2  

0．3219  0．3020 －0．7888  

－0．1257 －0．2161 0．7335  

0∴∋404 0．4527 －0．9184  

－0．2711 －0．32‖  0．6銅8  

0．3787 0∴5229 －0．8′ilO  

－0．1075 －0．2381 0．7108  

0．3685 0．∠1703 －0．9朗3  

－0．2386 －0．1916 0．7527  

0．1292 －0．167S －0．152上ま  

－0．0965 0．1229 0∴う897  

0．1472 0．1833 －0．3217  

－0．09（；S －0．1780  0．3079  

0．5523 0．5081 0．3∂84  

－0．4840 －0．4997 －0．3150  

Ⅷ．5927 0．0654 －0．3∠iO7  

0．3445 －0．0109 0．1300  

0．0359 －0．0906 －0∴う844  

0．1707 －0．0802 －0．0079  

－0．1036 0．1519 0．2490  

－0．0296 0．1187 －0．7114  

0．268Cl－0．1216 0．6540  

－0．0649 －0．0805 0．7274  

0．6396 0．5025 0．2148  

－0．5959 －0．4346 －0．2157  

0．5260 0．5099 －0．0031  

0．2489 0．219（S O．3105  

－0．3810 0．0522 ≠0．8736  

0．4875 0．0132 0．8114  

0．1：娼0 －0．1927 0．6390  

－0．0109 －0．0576 －0．2352  

0．0413 0．0980 0．2583  

0．∠i811 0．2151 －0．2389  

－0．4312 －0．1953 0．1069  

－0．1798 －0．1283 0．2297  

－0．1984 －0．2924 －0．0205  

－0．3369 －0．1452 －0．1457  

－0．4177 －0．3024 0．1522  

－0．3039 －0．3537 －0．4831  

0，0655 0．0662 －0．2502  

－0．84S2 －0．2163 －0．5226  

0．8920 0．2842 0．5217  

－0．6810 －0．0795 －0．5974   

（5．6トン未溝）  

（9．6トン以上）  

（1．2入来捕）  

（1．7人以上）  

（7．9トン未洞）  

（ユ4．5トン以上）  

（1．8入来溝）  

（2、6人以上）  

作付面積あたりの肥料投入蕊′ト  

作付両種あたりの肥料投入漁火  

作付面叛あたりの労磯波入鹿ノト  

作付面載あたりの労働投入蕊大  

柳地面磯あたりの肥料投入厳′ト  

耕地面機あたりの肥料投入蕊大  

柳地面磯あたりの労働投入蕊′ト  

耕地面機あたりの労働投入愛犬  
役畜・労働比率小（53％来溝）  

役畜・労働比率大（72％以上）  

【至一作地比率小（63％東浦）  

自作地比率大（77％以上）  

像外所得依存率小（11％末梢）  

農外所得依存率大（17％以」こ）  

鹿家枇術爵数小（6．0入来i榔  

戯家l断肝員数大（7．3人以上）  

土地利用度′ト（140％未澗）  

土地利用度中（140％－160％）  

土地利用度大（160％以」こ）  

家族労働力成人タき子60％以上  

家族労働力成人女子25％以上  

家族労働力児鹿15％以上  

家族労働力の仕向 戯作莱70％以＿ヒ  

家族労働力の仕向 北米30％以上  

年磁労働力を所有する鹿家15％以上  

児敦を年偏する農家5％以上  

戯作業成人男子80％以上  

戯作楽成人女子15％以上  

農作業児幾5％以上  

成人男子戯作磯フルタイム40％以上  

成人男子農作業パートタイム50％以上  

兼業従事担当者成人男子80％以上  

弦楽従軍担当者成人女子15％以上  

兼業従串担当者児盈5％以上  

他家農作業従軍者のいる農家15％以上  

他産業従事者のいる農家15％以上  

家内二】二葉従事者のいる農家20％以上  

商業従軍濱のいる鹿家15％以上  

教員・兵士・官吏のいる慮家5％以上  

農薬従軍者（ME）2．0人未満  

農業従事者（ME）2．0人以上  

膿莱従軍者（ME）家族1．8人未澗  
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農薬従事者（ME）1．8人以上  

農業従事者（M揖雇月∃0．4人以上  

光栄従串潜0．5人以上  

農業労働貸金（日額食箪こみ）0．d5元以上  

農業労働貸金用練食事こみ）0．J15元来満  

腹楽労働貸金（年触食事こみ）80元以上  

鹿業労働貸金（年額食挙こみ）80元来満  

0．7248 0．1474 0．5965  

0．4488 0．5647 0．0073  

－0．4987 －0．4165 －0．3556  

－0－2：518 0∴う089 －0．3397  

0．2427 －0．2196 0．3375  

－0．1822 0．3639 －0．2161  

0．1938 －0．3287 0．23i4  

Tablc‘l－1O Category－WeightsinFarm－ManagementandLiving－Structure  

［カテゴリーウェイト］   

（24，2キンタル未満）  

（42．4キンタル以上）  

（20事3キンタル未満）  

（29t7キンダル以上）  

（11．4キンタル未満）  

（16．0キンクル以上）  

解1  僻2   解3  
0．7795 －0．5194 －0．5836  

－0．3123 0、2762 0．0956  

0．6960 0．2729 －0．2215  

－0．6346 －0．3393 0．1448  

0．9326 －0．21（S8 －0．0232  

－0．7596 0．1300 0．0046  

0．798d －0．2896 －0．2994  

－0．5990 0t3237 0．3351  

0．7565 0．1860 0．1447  

－0．7069 －0．0797 －0．07（う3  

0．7d89 0，2011 0、2559  

－0．7187 0．Od62 －0，1596  

0．5589 0．1088 0．1066  

－0．7341 －0．0245 －0．2613  

－0．1292 －0．0911－Ot6480  

0．0653 0．1439 0．3045  

－0．2445 －0．3891－0．9645  

0．1322 0．3000 0．4736  

－0．0457 －0．9409 －0．1556  

0．0623 0．4285 0．1063  

－0．129：i－0．8908 －0．2877  

0．1979 0．40∠12 0．2065  

0．0574 0．7413 －0．5435  

0．0382 －0．6482 0，6599  

0．0314 0．8397 ｝0．4806  

－0．0232 －0．6928 0．2別1  

0．0745 0．8348 －0．5346  

0．0535 －0，6116 0．6217  

0．0324 0．S967 －0．d359  

－0．0778 －0．6760 0．3774  

0．1998 －0．0378 －0．3816  

－0．1212 －0．2232 0．5297  

0．0322 0．3607 －0．3968  

0．0116 －0．4241 0．3206  

－0．0769 0．301∠1 0，7425  

農場鑓肛鼠パ、  

農場産出慶大  

土地生産性ノj、  

土地生産性大  

労働生産性ノト  

労働生産性大  

家族1人あたり生産数小（3．6キンタル未満）  

家族1人あたり生産蕊大（5．5キンタル以上）  

残差農機産出螢マイナス  

残遊戯場産山蕊プラス  

残忍土地鑓屈性マイナス  

残義士地盤渡性プラス  

残差労働生成性マイナス  

残差労働生産便プラス  

残差家族1人あたり生産蔑マイナス  

種差家族1人あたり生産数プラス  

労働力規模小（1．8入来溝）  

労働力規模大（2．3人以上）  

作付面税小（1．7ヘクタール未満）  

作付面相火（3．4ヘクタール以上）  

戯場規模ノト（1，1ヘクタール未満）  

肢場規模大（2．6ヘクタール以上）  

（5．6トン末溝）  

（9．6トン以上）  

（1．2人未満）  

（1．7人以上）  

（7．9トン未満）  

（1‘Ⅰ．5トン以上）  

（l．8入来滴）  

（2．6人以上）  

作付面積あたりの肥料投入畿′ト  

作付面機あたりの肥料投入畿大  

作付面積あたりの労働投入螢′ト  

作付面積あたりの労働投入漁火  

耕地面機あたりの肥料投入螢′ト  

耕地面積あたりの肥料投入澄大  

柳地面碩あたりの労働投入澄小  

耕地1断種あたりの労働投入盛大  

役畜・労働比率小（53％未満）  

役畜・労働比率大（72％以上）  

自作地比率小（63％未満）  

鋸乍地比率大（77％以上）  

農外所得依存率′ト（‖％朱洞）  
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農外所得依存率大（17％以上）  

農家砂肝員数小（6．0人未満）  

膿家世帯員数大（7．3人以上）  

土地利用度小（140％未潤）  

土地利用度中（140％－160％）  

土地利用度大（160％以上）  

生凝負債をもつ慮家15％以上  

消費負債をもつ段家 35％以上  

負憤をもつ鹿家の負債金額80元以上  

貸付金をもつ農家15％以上  

貸付金をもつ農家の貸付金緻200元以上  

脇座物の備欝がある農家 ある  

鼠産緻の貸付がある戯家 ある  

成人男子摂取カロリー3000カロリー未満  

成人男子摂取カロリー3000カロリー以上  

穀物によるカロリー80％東浦  

敷物によるカロリー90％以上  

油穣・豆類によるカロリー5％以上  

拳磐城によるカロリー5％以上  

動物性カロリー2％以上  

砂鵬1日5グラム以上摂取  

被服所有1－2点  

被服所有5点以上  

住居趨脊髄格300元来潮  

位屠威令価格600元以上  

婿のための特別支出120元以上  

嫁のための特別支出80元以上  

非のための特別支出90元以上  

0．1205 －0∴き725 －0．7595  

－0．2086 －0．2317 －0．7116  

0．1434 0．1371 0．4003  

0．1836 0．0437 －0．1525  

0．1699 0．0458 0．0000  

－0，2079 －0．0606 0．0477  

－0．0827 0．4075 0．0033  

0．1205 0．2963 －0．2523  

－0．1471 0，1996 0．4476  

－0．29d3 0．1500 －0．0114  

－0．1530 0．0203 0．1172  

－0，0900 －0．0583 －0．1306  

－0．0904 0．0513 0．0264  

0．3366 －0．4494 －0．740d 

－0．2781 0．3306 0．8100  

0．3300 －0．2506 0．1728  

－0．0967 0．1735 －0．0061  

0．2070 －0．1496 －0．0687  

0．4305 －0．1164 0．1993  

－0．362610．3276 0．3339  

－0．1323 0．0614 0，2003  

0．1224 0．1614 0．1610  

－0．1781 －0．0438 0．1116  

0．2854 －0．0808 0．1488  

－0．2725 －0．0447 0、0∠t57  

－0，2166 0．0675 0．0849  

－0．2463 0．1655 0．2283  

－0．2208 0．2059 0，0245  

Tablc4－11TotalCategory－Weights  

［カテゴリーウェイト］  

解1  解2   解3  
0．∠1581 0．4307 －0．9222  

－0．1408 －0．3296 0－4921  

1．0743 0．0232 －0．0375  

－0．8054 －0．2031 －0．0387  

0．6507 0．6524 －0．3263  

－0．4878 －0．5558 0．2648  

0．6136 0．77166 0．1（；0～ま  

－0．3250 －0．8215 0．0632  

0．6137 0．7559 0．2147  

－0．3224 －0．8707 0．1411  

0．3799 0．6064  0．080l  

－0．3608 －0．8320 0．0561  

－0．2657 －0．3120 －0．9372  

0．1173 0．2025 0．6165   

膿場産出螢24，2キンタル来洒  

脱機産出濃42．4キンダル以上  

土地生産性20．3キンダル未満  

土地生産性Z9．7キンタル以上  

労働生産性11．4キンタル未満  

労働生産性16．0キンダル以上  

残蓋ぷ亀城産出蕊マイナス  

残差農場産出戯プラス  

残差土地生産性マイナス  

残差土地生産性プラス  

残姦労働生産性マイナス  

残差労働生産性プラス  

労働力規模1．8入来瀾  

労働力規模2．3人以上  
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戯場規模l．1ヘクタール未溝  

銑場髄膜2．6ヘクタール以上  

耕地両種あたりの肥料投入蕊7．9トン未満  

耕地面積あたりの肥料投入蕊14．5トン以上  

耕地両税あたりの労働投入螢1．8入来滴  

耕地両横あたりの労働牧人愈2．6人以上  

役畜・労働比率72％以上  

自作地比率77％以上  

慮外所得依存率17％以上  

巌家世帯員数6．0人未満  

戯家枇幣員数7．3人以上  

土地利用度140％未洞  

土地利用度160％以上  

高原  

山地盆地谷地  
平原  

山月平均－40c以下  

山月平均4¢c以上  

年間戯500汀m未満  

年網袋1500mm以上  

土壌pH7．4未満  

土壌pH7．4以上  

水田比率50％以上  

畑地比率50％以上  

総漸機耕地比率20％未満  

総画稗耕地比率40％以－た  

総面積舷家密度ま0未溝  

総画穐農家密度50以上  

家族労働力の仕向 戯作菜70％以上  

家族労働力の仕向 兼業30％以上  

年覇労働力を所有する農家15％以上  

児波を年偏する愚衆5％以上  

農作業成人男子80％以上  

兼薬従軍髄邁老成人タう子80％以上  

兼基従肇劇眉者成人女子15％以上  

他家戯作某従事者のいる鹿家15％以上  

家内工莱従事者のいる戯家20％以上  

商東従軍魔のいる鎚家15％以上  

脇莱従司諷者（ME）家族1．8入来浦  

収束従事者（ME）家族1．8人以上  

農発従軍者（ME）常用0．4人以上  

兼紫従軍者0．5人以上  

農薬労働貸金（俳観念輩こみ）0．45元以上  

農業労働貸金（日額食挙こみ）0．45元以下  

ヤアールあたり収蕊（水稲）3．0キンタル以上  

十アールあたり収数（小凌）LOキンタル以上  

十アールあたり収螢（小米）1．0キンタル以上  

十アールあたり収蕊（商染）1．0キンダル以上  

ー0．4i20 －0‘0887 －0．9356   

0．2568 0．1572 0．5130   

0．2657 －0．3400 0．5801  

－0．0214 0．3869 －0．3088   

0．2741 －0．1216 0．5948  

－Ot2828 0．0934 －0，2642  

－0．レま42 0．4312 －0．1573  

－0．0006 0，0072 －0．1899   

0．0775 －0．1694 －0．8078  

－0、3357 －0．2008 －0．7021   

0．1561 0．1675 0．4317   

0．3839 0tlO82 －0．0628  

－0．7190 0．2297 －0．0554   

0．2315 0．4043 －0．2‘129  

－0．4572 0．3981－0．1781  

0．1881－0．7045 0．4247  

0．3891－0．1133 0．1730  

－1．0490 0．5434 －0．1380  

0．6443 －0．1459 －0．0617  

－0．3103 0．2SO6 0．0454  

－0．9297 0．4992 0．1525  

0．8920 －0．3292 －0．1488  

“0．7200 0．2650 0．2181  

0．6823 －0．1670 －0－2145  

0．1280 0．6882 －0．225d  

－0．0114 －0．7592 0．2281  

0．1949 0．4276 －0．2374  

－0．0986 －0．0883 －0．0137  

－0．0973 0．4356 0．9431  

0．0596 －0．3377 －0．9394  

0．1299 0．0271 0．7828  

－0．2850 0．5834 0．3655  

0．1152 －0－4341 －0．3839  

0．2275 0，2426 0．7078  

－0－1479 －0．Z447 －0．7367  

0．2229 －0．0127 －0．4095  

－0．0463 －0．2511 －0，7862  

0．2320 －0．1767 －0．4919  

0．0819 －0．4396 －0．7342  

－0．1196 0．5376 0．7379  

－0，0113 －0．0834 0．7906  

0．2404 －0．3755 －0．8212  

－0．2865 －0．249（∋ 0．0063  

0．2399 0．3008 －0．0300  

－0．4414 －0．0711－0．0536  

－0．2726 －0、4937 0、2596  

0．2240 －0．6439 0．2338  

0．2582 －0．4574  0．2848  
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十アールあたり収像（大豆）1．0キンダル以上  

販死相慮産物 米  

販売用遇産物 小変・大麦  

販売用胤塞極 小米・高梁・とうもろこし  

販売用遇鍾物 豆類  

販売用戯逓物 油梯作物  

販死用戯産憫 タバコーアヘン  

販売用膿産物 棉・繭・麻  

販売用農産物 果樹・さとうきび  

生産家畜単位数0．5以上  

銭租比率20％以上  

分税比率20％以上  

かんがい作物面積比50％未満  

三年に1固以上火水  

災沓による逃荒者10％以上  

農家のほ場数15以上  

過去10年間で施肥蒐増加20％以上  

過去10年！～皇Jで施肥畿減少20％以上  

過去柑年間で施肥鼠増減なしの燵家50％以＿ヒ  

相頗・化学肥料の使用  

0．0214 －0．2940 0．2551  

－0．8131 0．射）d6 0．0782  

－0．2780 0．01ほ 0．ほ13  

0．0620 －0．1985 0．0277  

0．2914 －0．0658 0，0535  

0．2254 0．1019 －0．0078  

－0．06d4  0．01ニき1 －0．2858  

0．1852 －0．3383 0．1483  

0．0781 0．0こき99 0．0707  

0．2977 0．3510 －0．0116  

0．1765 －0．4588  0．0295  

0，3707 0．0404 0，1594  

0．8（ヨ1（S －0．1735 －0．0954  

0．0946 0．0827 －0．1706  

0．2872 －0．0473 －0．1791  

－0．2615 0．5379 0．2139  

－0．2765 －0．0345 0．2048  

0．2605 0．0207 －0．0ニう08  

－0，2005 0．2940 0．0519  

－0，3564 －0．0081 －0、0170  

0．5838 －0．2765 0．3158  

－0∴∋113 0．2227 －0．2′196  

－0．2570 0．094d －0．0387  

－0．479（ミ 0∴う64（）－0．1098  

0．1363 0．0643 －0▲0785  

0．5069 －0．5181 －0．0160  

0．0276 0．1500 0．0698  

－0．1264 0．1141 0．5094  

－0．1258 －0．3278 0．0988  

－0．0348 －0，2318 0．1349  

0．2581 0．0285 －0．7848  

－0．1490 0．0618 0．6914  

0．3590 －0．1949 －0．1649  

0．2439 0．1532 －0．0469  

－0．8288 0．4582 －0．0062  

－0∴う827 0．2959 0．レま18  

－0．2746 0．0505 0．1∠i18  

－0．2168 －0，3333 0．1552  

－0、d342 0．2127 0．1686  

－0．2493 －0，15朋  0．5055  

作物作茶目数（／ト変）  

作物作業日数（ノト変）  

作物作業日数（水稲）  

作物作茶目数（水稲）  

作物作某日数（小米  

作物作業日数（小米  

70冒未満  

100日以上  

150日米桝  

200日以上  

高梁・とうもろこし）7鋸ヨ未満  

高梁・とうもろこし）100日以上  

消費負債をもつ農家35％以上  

負債をもつ鹿家の負債金額80元以上  

貸付金をもつ鹿家15％以上  

貸付金をもつ巌家の貸付金叡200元以上  

成人男子摂顆カロリー3000カロリー未満  

成人男子摂顆カロリー3000カロリー以上  

油鳩・豆類によるカロリー摂取5％以上  

芋薯撒によるカロリー摂耽5％以上  

動物性カロリー摂取2％以上  

砂糖の摂取畿1日5グラム以上  

被服所有5点以上  

fE屠戯食価格600元以上  

婚のための特別支灘120元以上  

葬のための特別支出90元以上  

銅臆密度指数25％以上」などのカテゴリーにおいてプラ  

スの得点申ゞ得られ，「1月の気温40c以上」・「作物生長  

目数300日以上」・「年牒紳】弓数1500汀Im以上」・「各年雨  

蕊密度指数25％末梢」などのカテゴリ…においてマイナ  

スの得一斑が得られている。これは華北覿と華中・華禰灘   

せば／トさく，また山地谷地盆地的である。このためカテ  

ゴリー・ウェイトは「商原」と「平原」にプラス（批氾  

型）に「l川也谷地紋地」にマイナス（華中・漸覇彗幻 と  

なっている。気象ほ「1月の気温－′lOc以下」・「作句勿  

生長目数230【ヨ未満」・「科雛首鼠500mm未満」・「各年  
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の対抗関係である。土壌ほ「pH7．4以上」・「土壌の枚  

頬教士」といったカテゴリーにおいてプラスの得点が得  

られ，「Pfi7．4未満」・「土塊の桟敷水稲土」といったカ  

テゴリーにおいてマイナスの得点が得られている。これ  

も華北塑と華中・華簡塑の対抗閲係である。他方，地区  

の農業的開発の程度を示す「紙面鞠紬也比率」と「総面  

桜鹿家密度」などのカテゴリーほ節1Ⅰ温子に対する閲与  

が希薄である。「翠災の頻度4園以下」は降涌が多く安  

愛している準申・準簡に即していてマイナスに得点をも  

つが，「水災の頻度41司以下」は準中・華縮だけでなく  

華北にも水禍多しであって解1園子に対する関与は小で  

ある。   

第2園子は農業的開発の大なところと辺地の未開発地  

との対抗関係を体現した解析軸である。河幽・河北・山  

東の北支大平原や江蘇・安徽・新江の大平原にネガティ  

ビイチイの橙があり，他方栗古蘭牒・費土商原あるいほ  

賞激高原にポジイチイビイティの極がある。ネガティ  

ビイチイの方向に商い得点をもつカテゴリーは「三1ま原」  

と「総耐機耕地比率40％以上」であり，次いで「総画機  

密度農家密度50以上」である。この他「畑地比率50％以  

上」・「土塊pH7．4以上」・「輩土」・「各年閣鼠密度指数  

25％以上」といったカテゴリーもみるペき得点をもって  

いるが，これほ敢もl那己魔の商い北支大平原においてこ  

うしたカテゴリーの示す性質が大であるため，随伴的に  

もたれた得点であるとみられる。ポジイチイビイティの  

方向に高い得点をもつカテゴリーはなによりも「総蘭鞠  

耕地比率20％未潤」であり，ついで「高原」と「総蘭礫  

農家密度20以下」である。ほか「1月平均－40c以  

下」・「1月平均40c以上」・「作物生成日数230日莱  

潤」・「作物生過日数300日以上」・「年降約数500mⅥ末  

梢」・「水災の頻度4回栄浦」といったカテゴリーもポ  

ジイチイプにみるべき得点をもっているが，これは敢も  

開発度の低い衷古高原鯵黄土i喀原と整数商原きにおいて  

こうしたカテゴリーの示す性質が大であるため，随伴的  

にもたれた得点であるとみられる。  

③ 以上2つの解析朝で演られた空瀾の中で，各カテゴ  

リーの位澄する点と点の稲妻二距離を用いたクラスター分  

析はデンドログラムに示すとおりである。山方の端に  

「商原」・「総両横耕地比率を20％末梢」・「紙面種膿家密  

度10未満」があり，他方の嫡に「平原」・「総面相潮側比  

率4苺％以上」・「総面積遇家密度50以上」がある。他のカ   

テゴリーほこの両端のカテゴリーの内部に包摂されてい  

る。こうした両端に位するカテゴリーが前記節21温子の  

性格付けに審与しているカテゴリーでもある点は注激す  

ペきだ。前者に接して「1月平均－40c未溝」・「作物  

生虜日数2：き0日末溝」・「年閥鹿500nm未満」が位駿し  

ている。これらに接して「山地谷地盆地」が位擬する。  

この「山地谷地盆地」と「平原」の閤に多くのカテゴ  

リーが包摂されている。「山地谷地盆地」という地勢は  

華北にも華中・準碗にもある。華北約な自然条件は上記  

寒冷・作物生長日数小・寡閑であるが，その反対「1月  

平均40c以上」・「作物生過日数300El以上」・「年綱蕊  

1500mm以上」は華中・華南的自然条件として対称的  

に位俊づけられる。「山地谷地盆地」は華北的な色彩よ  

りも，準中・畢淘的包儲の方が大¶華北では憐酋・！Lj  

酉・山東の一郎であるのに比して，華中・華磯では補  

注・福建・江酉・安徽・湖北・湖絢・四川・広盲喝・広東  

に至る広大な区域がこれに属する剛であって，この関係  

から「各年網蕊密度指数25％未満」・「土壌p‡i7．4来  

弼」・「土壌の礫幾水稲土」・「水日比率50％以上」・「早災  

の頻度4国衆瀾」と華中・華南的針鉄索件がこれに接す  

る。他九「平属ミ」の場合は華中・華南的色彩よりも準  

北的色彩の方が太一河北・河南・山東に展開する北支大  

平原は江蘇・安徽・洒江の揚子江灘蘭渾堀よりも太一で  

あって，「土壌のp‡Ⅰ7．4以」二」・「土壌の穣敷教士」・  

「各年間数豹変25％以上」が接する。こうした華北的色  

彩と閑適して「畑地比率50％以上」・「水災の頻度4回未  

満」が接する。水田・畑比率や水災の頻度は華北と華中  

の分水嶺を明確にもたない接界械である。以上は「！堰lの  

自然射利こおいては「開発」対「未開孝己」の閏に華北約  

なものと華中・華南約なものが】地勢と深く関連しつつ  

－デリケートに視れていることが了附される（Fig．ト1）。  

2．営農構造の分析  

①中国慨瀾の骨髄上の特質ほ，ぎりぎりまでに開発さ  

れた農地の上に，でき搾るかぎり多くの食楳一昭に敷物  

－を生産することを志向しているところにある。耕地以  

外に牧野・搾肇地は－東北・毅古・シンナアン・チベッ  

トは別として一拍どないが，その耕地の穀物作付率（作  

付延両帝に対する敷物作付率）は平均して70％程度であ  

る。「穀物作付80％以上」と「穀物作付60％未満」のカ  

テゴリーに該当する地区ほ32地区と34地区である。穀物   
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［営農溝遺］   

東綾鮒寸80‰以上  

摘然条件〕   

高根   

総研災農家密度10来朝  

総商機耕地比20％未満  
山月－4やC以下酬  

作物生長El致230日米綿  

麦類が嘉体30％以上  

他線作物の作付5％虹iこ  
水師乍莱lヨ数150日剰渾巨  
ほ場数15以上脚＝…N仙W一皿…叫＝仙  

タバコ，礼 ケシ，さとうきびの作付5％以上  

球鼠 根賽燦の作付5％以上仰肌刷仰血  
十アールあたりの大豆収数i，0キンダル未洞山  
分税比誉牽篭望り％以上仙川川雨脚刷】】劇  

販充用ぷ墜巌物が豆横 山州川酬血酬】  

年間蕊500mm来朝  

山地谷地盆地叫  

…・月 4¢C以上血血脚  

作物生長‡ヨ放300‡ヨ以上  

各年鞘濃密皮指数25％束消  
災宵による逃荒者10％以上  

三年に1同胞止欠水Ⅶ血仙  

土壌pH7．4来朝 肋  

土崩の餞腰水稲土岬  

水‡玉比率50％以上血  

年開放1500nm以上  

箪災の療肢4国衆滴  

永災の頻度4鳳来満  

零細農場 多  
植生塵家詔戯家比率30％以上洲一  

過去爪l一年間施肥鼠減少20％以wl二一  

版充用厳疲簡がタバコ・アヘン冊  

脱党用過渡物が細線作物血脚  
小米・きびの作付10％以上酬仙  

如比率50％以上∵血仙  
各年欄盈密度指数25％以H上  

小変作業日数70甘未澗い皿刷酬一皿一山血酬J  土壌p‡ヰ7．4以上 棚  

土壌の橡魯盈土酬  濠鰯官撃付10％以上  

生産家簡潔職場0．5以上棚脚】】一柳州 仰1  
ほ域までの踵灘三l如1以上胴血州一肌洲叫叫－ J 刷  

版死用戯産物が裸瀾」さとうきび 刷仙…＝仙…′州 ＼∴∴－－－－－－ ∴ －  

‥●－． 
． 

＼∴∴／ニニ●＼ニーニー ーーーー  

敷物作付60％未潮岬一肌一脚【血泄血酬血 1  

平原  

紙筒i税耕地40％以上仙  

給面機厳密密度50以上  

Fi凱ト1DendrogrumofCategoriesinNaturalConditions  

水稲が主体（都－50％）酬仰肌  

ノト寵作業i≡l数100蔓ヨ以上  

特報，化学肥料の使用  
火水なし脚】山血仙川酬－仙  

過去十年岡地肥鼠増加20％以．t二〉川血脚一  

十ア…ルあたり水稲収漁3．0キンダル以上  

水稲∃三体（50％以上〉刷  

版充用戯磯物が米脚肌】  

水稲作楽【ヨ数200日以上  

かんがい作物1宿根比50％以上  
販売用農産物が変額洲仰山前脚一山ーーー肌M  

販死相遇蔵物が棉．鋪，廉∴刷榊…血＝血血  

絨粗比率20％以上－－m…血酬】肌－】＝…  

かんがい作物面梢比50％未満刷  

：∴：∴：：∴ ∴：：  
災審による肌肌着10％以上酬仙川血…仰山＝山止血＜刷」  

小乳 濁私 とうもろこし作究【ヨ致100［i以上m血仙馴叩－………  
－・ 

：∴：∴．．．．．．い．・  
粟臥 そ米独作付59≦以上仙脚－－一山血酬＝……＝… 「  

棉 」1 
深長芸遠冨竺竺竺＝＝コ碑  
眼光用厳渡絢が小米，打払とうもろこし肌血血潮仙岬」  
－● 
．∴ －：、－・：：J：∴∵ 

生死家磯潤用摘如．3以下  
鯉生産家畜農家比率錐％莱澗“血仙洲酬岬－  

ヤア山ルあたり大豆収恩1．0キンダル以上…血“  

小私 蔵三軋 とうもろこし作楽日数70軒東湖  

Fig，ト2 DendrogruIⅥOfCategoriesinFaming－Structure   
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〔乱発鱗遺ユ   

家族労働力成人タラ子60％以上  

家族労磯力成人女子25％以上  

t綻一別齢劉   

幾場塵出蛍2月．2キンダル来髄〟関山叫酬  
労働免麗性11、4キンダル来宅鍔上川血判  

家族1人あたりの生産蒐3．6キンタル未瀾  農作業児戯5％以上…00ーーー一顧  
成人男子戯作米パ仙トタイム50％以上  
家族労働力与巳臆15％以上鵬仙岬仙血㌦  

土地生渡倒ぷ．3キンダル東浦  
労働力規模1．8入来瀾血仙一  
役畜労轍比率53％末書潤一一一  

億家鋸昔員数8．0入来潤紳  

士地利用度ユ60％以上山仙  
農外所得依存率17％以上－－－－一  

作付所載1．7ヘクタ…ル莱澗  
巌鳩規模1．1ヘクタール未刊  

馴乍地比率77％以上∵仙血泄肌  

衆梁影色裡当恕成人女子i5％以上血脚肌仙一山岬仙】】 
「  家内工莱従事者がいる戊家20％以上 仙川川棚】仰山  

雑業従郭抱当番児戯5％以上肌叩仙〃皿棚減仙㈱血…  

一●・ 
・  

． 

成人男子農作紫フルタイム40％以上  
教員・兵士・官吏がいる燵家5％以上  

触感凝従郭潜がいる農家15％以上…肌  
賂作楽成人男子＄0％以上叫仙m一明  

農薬従都督（M】ミ）2．0入来溝仙血…  
既発従護きi者0、5入以上〟00－－酬  

農薬従姉者（ME）家族1．8人凍潮 嘲  

－：・∴・；∴∴  
作付蘭硝あたり  

耕地而蘭あたり   
－ －・：－  

∴  
甘作地比率63％末梢仙血州  

土地利用疲】40％未潤刷  

上地孝別離餌40－1＄0％州  
役畜労働比率72％以上劇m仙  

農外所得倦署竣11％未消酬  

膿磯療山嵐d2．4キンタル以上  

二まこ地盤敵性29－7キンダル以上  

労鱒当三並性16．0キンダル以上  
賊造土地生産機プラスm仙肌〝棚  

減差労教生敵性プラスー一冊  
域差威喝薇揖螢プラス＝＝…＝㌦酬  

家族労働力の拙句農作楽70％以上岬血…仙棚脚－一肌仰山 
w  

北米従判担当者成人男子80％以上血一一叫ノ仙川00…山肌肌仙＝－－－一肌u仙  

／ご一二∴－■．．モー・1－．－∴  
児蔑を準屈する農家59あ以上仙岨㌦仙川ー山一′刷血 

「 農業投射者（ME）聯用0．4人肌iこ一一一仰仙叫伽m州側」仙  
】仰】棚」  

剛仙HⅧ 」  【ヨ叡駿莱労働貸金（食卵含む）  

卒研ぷ込莱労働貸金（食解合む）  …占芸霊悪書讐」泄  
年賦労鱒力を所有する農家15％以上  

家族労蘭力の肘椚た楽30％以上－－－州  

農作業成人女子15％以」ニ酬仙w  

慮牽著毅郎者（ME）2．0人以上 仙山一山  

農業従姉者（ME）家族】．8人以上血  

家族ユ人あたりの生虚像5．5キンクル以上酬酬L血」  
・ 
－■∴ 

作付面積あたりの肥料牧人蕊9．  

排他面碩あたりの肥料投入鼠14  
作付面相あたりの労欒魔人鼠1．ア人以上  

排地面磯あたりの労餞投入鼠2．6人以上  
Fig，ト3 DendrogmmofCategoriesinEmploymenト  

Structure  
賎差農機渡損袋マイナス 〉一′－  

柁差土地生療性マイナス〉〉・Vh  

残差労働生魔性マイナス㌦  ≡］  
【生活構造］   

えlミ鹿角椿をもつ農家15％以上仙  

負惜をもつ農家の負債愈難＄0元以上  

珍掩観取1t：！5グラム以上仙  
婿のための特別覚り‖20元以ヒー－叫  

残差家族1人あたりの′l乙在螢マイナス  

機義家放1人あたりの生産数プラス岬  
農家紗i一字員数7．3入以上仙仰－－－  

労働力粗模2．3人以上榊仙山肌刷  
作付而椅3．4ヘクタール以上血肌M仙山  

農機親授2．6ヘクタ…ル以】ニー】－棚   
非のための特別支出90元以上  

嫁のための特別支出80元以上  

被服桝宰r5ノ浅以上仙…仙血…㌦  

農癒纏の貸付がある農家仙加  

数琴短音染カロリ叫猥取2％以．l二  

枚場所粛l－2広一柚椚  

Fig，ト5 Dendro許umOfCategoriesonFarm－Management   

血山肌‖仙 
1血叩仰血 巨  圭  

琵諾霊芝宝三笠芸諾畏諾志蒜こ＝＝コ  
農産物汐欄削鳴る農家血＜…山一－】】州刷血仙血肌W棚血仙血  

住居農令弟】l溜紳浦元以上  
槻負債をもつ農家35‰以上酬…槻¶ 

「←  
収入勇二習渠〕甑カロリー3000カロリ…以上血   J  

ニー・．・：‥：－ミ∴：－い ：、  
患箋鞄によるカロリー抑悦90％以上  

認諾㌔孟窪冒芸諾でチ讐認㌘㌫㌃：＝：：コし仙血 半解蜘こよるか 

コリ岬掛】叉5％以上…㌦－－－一山－¶扉……叫00  

Fig，ト1DerldrogrumofCategoriesinLiving－Structure  



森川 茂率・浦城 晋叫・木簡  額  34  

［自然と営農】  

ヤアールあたり収穫蕊小数＝沖ングル未満  
総添i音義農家密度10斉潮岬椚  

ほ機までの距離1km以上山  
生産家畜上田嘉数0．5以上 冊  

や大農域が多い…仙岬馴m▲▲一日－】－〃－－＝仰＝血…脚－′－  

版う闘服鍼済鰻沌トさとうきび 伸一世山一】＝シー皿肌  

タバコ・茶・ケシ・きとうきび作付5％以上〝－－  
．、1ミニ什ト一＝lrJl巨  

≡  トアールあたり収穣凝小計＝撞ンクル未満■－叫叫肌舶正一  

結構∫礫勝地比20％朱溝  
一月平均㌦・4¢C以下・仙川  

作物生段目致2301ヨ莱儲上潮仙  

J】咽j放500】Ⅷ11米酒ハ血〃…  

災動こよる飢机者10％以上－  

～きり曲別ぬ鹿地〟仰山M肌洲冊  

水稲が宜体く30－50％）脚  
・り1■Jご．I・lてハl■．  

1－：ト：’．艮‖㍍誹1＝け1卜  
販究J】潤捌勿来一山…輌紳……仙  

土壌の竣緻水稲こ～ニー仰山小皿  

かんがい作物甫煉比50％以上  

十アールあたl）収穫濃霧某】．0キンクル朱浦上刷…加  
桑t棉・麻作付5％以上～血州岬仰－叫一山＝u血皿一  

版究用戯腰蘭小糸・商閲いとうもろこし一血】輌  
十アールあたり版橡蒐′ト変1．0キンダル以上州…W  

作物作賞＝数小輩一商魂・とうもろこし7鋸摘揃ぃ  
果樹・そ賽戦隊付5％以上－】仙W仰岬‰  

十アールあたり礪曙巌小乳＝津ンタル以上  
十アールあたり収桟凝商機】．0キンダル以上  

十アールあたり収桟袋火射．0キンダル以jこ  

二二二＝コ  

Fig，l－（；DendrogrumofCategoriesonNaturalCondition  
andFamling－Structure   

各咋絹jiと密度掩数25％未満劇W〟脚血＝血＜加レー山  

上壊pH7．4未満 仙肌＝脚一冊〃M仙川山肌  

無手tこ鹿家番農家上覧茅孝芸慧臼％東湖叫…｝叩山一肘一  

十ア…ルあたれ水捕鯨隙級．0年ンタル来手循  

∴：’：‡1・jバ（1㌔L＝・．  

十年閏施肥慮瀾髄なし20％以上  

作物作塞‖敢ノト変IOOlヨ以上伽  

ほ場数15以′じ一劇仙＜  

水災の横峻4！軋東湖  

水‡1‡比率50％以上  

水享爵が主体（50％以上）……  

作物作楽日汲水稲200日以上  
穀物作付㈹％塞灘巨u血叫｝－】…肌m泄冊一世旧小  

麦難が生体30％以上－＝血刷肌脚…仙川  

十アwルあたり夷鼠橡農大東1．0キンダル未溝  

酢動一言遜薫物滋耕酬～】…M脚  
災芋蔓苧による逃荒沓10％以上ニ血  

級充用偽敵紛油隠作物両脚一  
級充用戯組物タバコ・アヘン  
三準に1固以止欠水 酬【  

分親比夏季三望¢％以上仙＝仙  

純真三度家畜農家比率30％以上  

零細儀磯が多いィ仰山肌血  
窺醗誉象付10％以上 ～－】－J  

作物作牒汗！数小麦70日新約  

卜研iii施肥料減少郡％以上  

火水なし－－＝】仙血加w  
十勾明地肥料11抽【王20％以上  

ほ堵数5未満…仰  
とうもろこし作付10％以上  

鮎獅網棚成鰍．3以下  
利射摘磯射榔齢紅山肌  
販売用厳姦綺小変大変－－  

補綴綾掛作付5％以上〟劇  
作物件楽劇勲功瀦150壬ヨ朱i酋  

球叢・根菜餓作付5％以上  
総紺夜露家密度50以」二Ⅳ門一  

ナア仙ルあたり服糠袋刺齢一0キンクル未満  
相好i化学肥料の鮫川  

畑比撃50％以上－－＝か  

餓租比率20％以上〉 

温㌫蒜㌫ニ＝＝ニ＝ニト酬－山－」                      巨」 吸盤用厳教綾撞 ・碗㌧琳岬明直一ハ‖・‖、‖一－－】u＝仙劇症  

… γ畑量15八）：1川lハト                        1  
作物作衆目勃ノト米・落就・とうもろこし100‡ヨ以上  
計咋間数密度指数25％以上一皿…血′…叫岬u＝山  

川モド‖∴、＝、＝一．  

ニヒ域の棟餓斯けじ】＝仙酬…M仙‘岬…州〃－－－－hノノ‖＜J  

かんがい作物面相北ぷ闇牒潤ぃ州  
小肇ぃきび作付10％以1こ仙ゾ〝  
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【緑営とIM別   

段堵メ勘】i羞吏24，2キンダル莱瀦巨M血血仙洲仙伸叫－一世－ハ■‖一－一山仙・  作付面相あたりの肥料投入数9．6トン以上  

耕地面相あたりの肥料投入j浩14．5トン以上  労働生産性1l．4キンダル米桝血  
商原…仙】叫…山肌皿】】  

総面相農家暦度10朱潤  

」こ地利Jm如40％未洞  
■■、一月平均－4℃以下  

家族1入虜点りの生劇摘雛．6キンタ  
労働力規模l．8入来満  
水災鞘嘩磯」匡悌溜  

作付而穐1．7ヘクタール兼澗  
職域規模1．1ヘクタール未澗  
役畜労働比率㍊％東浦∴一世〃｝  

自作地比率77％以上∵－－一山】＝＝－  

ぷ亀外所神位存率11％束i渾5刷  

農家1椚昔員数6．0入来洒酬榊  

箪災の頻度4桓煉洞仙仙仙  

農外所得依存率17％以上仙  

土地利ノ羽度160％以上叫ル  

ニヒ廣の橡質量永稲土仙  
各年相貌密度逐除数25％未満  

作蝮生食【ヨ数230El来澗  

牢網澄500mm米朝＝叫  

残産衣族1人あたりの生産鹿マイナス  

労敏弘鹿挽16．0キンダル以上  

残姦農場應損鼠プラス＜＜山肌′Mh  
戟差肇蘭座適性プラス＝一岬一岬  

残差土地生産他プラス郁刷山肌肌′仙＝血  

家族1人あたりの生都濃5．5キンタル以」二  
猥喝舷出盛42、′iキンクル以上ル仙血仙川】血  

Fig・，ト7 Dendro許umOfCategoriesinFam－Management  
andNaturalConditioTIS   

i二痍pIi7．4未満  
仙】一月平均4℃以上岬  

作物生茂1ヨ数300＝以上  

畑比率50％以上一叫一  
別乍地比率63％未満M仙  

役畜労働比率72％以上  

作付面相あたりの肥料投入放5．6トン未満  

耕地蘭鞠あたりの肥料投入汲7．9トン未満  
平原－－－岬山一一〃－仙〃叫〃〃〃酬－－脚－－－一一－－－・■■  

キこ帥iFl廿F・地比W㌦uJ  

作付簡i穐あたり  

耕地而撒あたり  

、－  

：．‥：・：∴   、  
山地谷地盆地Ⅷ…】肌仙…】ル  

土地利用舷140－160％刷  

土地生魔性29，7キンダル以上  

水Ⅰ雪上ヒ率50％以上仙血  

総面積農家密度50以上  

作付而桔あたりの労働投入j汝1．7人以上  

排他†沼機あたりの労働投入漁2．6人以上  
総面積耕地比錮％東湖一－－一－一山－－－－－一山ルー－】ルーー－  

■r＝jFll，】5即日mll上  

土地生産性20．3キンダル東灘巨仙仙仙仙  
各彗り明澄密度指数25％以上Ⅵ山…岬山仙】叫一肌一  

工場p‖丁．1＝－＝■．  

土壌の橡鸞潤土  
械避家族l人あたりの生産蒐プラス  

労働力規模2．3人以上仙血  

農家世弔宇員数7．3人以上岬  

農場規模2．6ヘクタール以上  

作付盲ぎ汚箱3．4ヘクタール以上  

桟差農場塵揖慈マイナス山－  

ダ菜差土地生舵性マイナス血  

柁差労働生産性マイナス仙  
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［緩常と営磯］   

教職厳暑】う鼠21l．2やングル水滴  射き近家畜単位数0．3以下′－  

敗発用麓魔物小米・■馬某・とうもろこし  
作付†附則ノヘクタ…ル東湖一一一叫－－  

収場規膜1」ヘクタ…ル東湖 一一一－－－一  
散発川厳寒物栄 山ん叫－叫叫叫一  

災動こよる飢脈者】0％以lこ一山】叫仙山一   

労働生威張11．小キンダル東浦 ゾ  

家族l人あたりの憮滴ほ拍パキンダル朱瀾  

二じ他生β別姓20．3キンダル来室鏑∨∨〝ツ†′†  

かんがい作物獅梢北胤憫才識  
トアドルあたり小安収荻1．0キンダル東湖  
土地生産櫻都り牒ンクル以．！こ〟…川血………m……血  傍纏考察某日敗小米・稀東・とうもろこし70‖頚モi菌  

中大殿磯が多い′小山山一山山  
麓餞髄鞘2．Gヘクタール親王二  
綴瘍磯雄‖即別姓上－ハ、h、一一皿  

作物作塞闇蟄水矧狛川以‡二  
整磯魚種憫16．0キンダル以小lこ  

－ 
． 

城芸至家志気】人あたり生就慮マイナス  
相蘭巨化学偲料の使川叫刷皿  
作物作某仁i放水描15（川朱i苗一岬  

役畜労駒比率72％以上肌山一山山一皿－〉－…  

…  一 
1h  

梢差放物塵？ji鼠プラスーツワ  

賎差労幼生塵性プラス M…  

根差土地生敵lてi三プラスー  

家抜】人あたり紆乳酪隠．  

〝冊一一一一山山一一山ルー＝コ■1  

！     ．   

闘牛地比率63ヲ名東湖  

穀物作付80％以上  

欠水なし 一一－－－  
ヤアールあたi川、米収鼠l・0キングル菜摘∴………皿1  

十アールあたり端妙技嚢l．0；やンクル粛鞠岬仙刷」  
十年ー；il施肥鼠増加20％以lニ   

恕物件付机％東湖腔－〟〟▼  

肢桑川‖翫掛物タバコlγヘン  

水稲が嘉休（罰－5ひ射山血  琵芸芸霊芝監護‡‡‡芸二二＝二＝コー≒  一山叫  
叛鋸他動紺マイナスー肌皿皿……皿仙……」－††γ†  

持亭・似某V州斗＝∵】1、＝1  巨……H血恒血H血血′血血  

一に別・そ：∴∵斗Jさ■】1、1卜  
1■ト．、∴～Jlこ・二；・い、51■1巨  

廿り両用∴ト＼ン■－一■Llt▲しl■  

三 トアMルあたり小利叉蒐川キン錮胤卜血洲∵」 十ア 
岬ルあたり南東収混1．0ヰ▲ンクル以lニ仙√り′♪∧帝」  

儀表轟藤山射2バキンダル以l二WⅣ〝∧㌦′〝洲㌦′YWW冊ゾmW 
か麻▲稀桝テ5％以卜晶八…∧八〟〟〟晶′…一Wゾ仙〝、W…∨一肌W冊〟 

十ア山ルあたり大洲叉鼠1．0キンクル以上   

ヤアールあたり水矧次数3．0キンダル未満  

十隼囲施肥兼用鍼應し50ヲ£以上仙＜仙  
三咋に1岡以1＝火水血＜′…… 血仙  
農外所酬長春率11％東胡州血刷血血仙山肌＝血  

土榔紬W別冊慢宋瀾  
ヌ蝿鮎餐密封農家比率30％以上  

十年問施腰儲瀦少20％以【二…  

零紺超域が多い血……血  
土地利用度刃0岬1609石  
版死用厳療磯闇溜 一……〟晶  
災粥による逃荒者10％1‰】こ刷〟品…晶…〟〟〟山〟  

分親比率20％以」二皿… 蹴爪八ル〟品山一  

ほ場数5未潤一一皿皿山肌）山人仙人〟一一、′－¶  

激難が三‡三体30％以1こ山肌仙岬仙叫′  

－1一ア…ルあたり大洲叉鼠1，0キンクル未満  

いさ・廿脾’Jl、1l・．  

小米・きび作付10％以上－－叫州－－－〃－ハ・■ハ■  

Fig，ト8 DendrogrumofCategoriesinFarm－Marlagement  
andFarming－Structure   

糾乍地比率77％以ハJ■  

段外桝禅依存率17％以上  
－－  

十∴ ∴     、  
土地利ノl慄160ヲ忘以」ニー叩ツ岬－㌍▼WヤW一¶…照一  

かんがい作物獅梢1ヒ50％以じ【－¶†▼」一一 

作物作某‖級小米・i斑粟・とうもろこし】00lハ！以】二  

作付面梯あたりの肥料投入鼠5．（＝、ン朱澗  

拷磯済銅勘あたりの肥料投入鼠7．9トン莱澗  
役潜労働比率53％末梢 † †¶†Y…〟…  

販死目鷹魔磯磯い郎・風雨酬冊¶㌣¶照′〟肌  

豊艶窮乙皇ヒ率20％以上－†¶▼岬†WW冊〟晶 
販発川膿凝等恕讐凝科作物∨∨▼W〟肌〝〟八拙  

作付而楯あたりの虜僧職入射，2入来溝m  

「
ト
L
r
．
ン
ト
L
 
 

紺地洩瀾あたりの労働投入放1．S人未瀾仙川……血仙  
絨差別矢1人あたi）のさj掘硫プラス…仙仙＝M…血「  
ヴチ倒力鋭手袋2．3人以上叩仙…M…血＝晶〟〟肌八八∧仙」  

しげ   
畏饗鋸；官爵数7．3人以上刷〟  

ほ域までの距桝；1如侶以上  
ト」ト仙川…〟…  

とうもろこし作付10％以上肋…M…M………＝満 州……1  

作付渦硝あたi）の肥料投入言；拍．6トン以1こ高肌…皿肌刷仙M  
．
事
一
一
l
∃
§
 
 
 」

 
 
 

「
 
 

用地面相満たi＝別阻拷狩人射∠l．5トン以上  

作付商用あた両用摘故人凱．7人臥上仙…一品一品品∧晶〟〟  

紺地面梢あたりの労働投入貌2．6人以】二晶一皿仙人〟品ん晶 

1＝け廿†＝！七トい伸‖‖ト  
ほ切放15辺し1二伽血血血m…＝……m…品……皿“ん－Ⅶ仙山  

fi」言棚作物作付5％以上 八八肌八肌晶〟刷一品皿ム†皿一  

夕パコ・茶・ケシ・さとうきび5％以羞：山肌山  

販売用収蔵物果樹・さとうきび∴…肌一W  
十アールあたりノト弓削叉凱．0キンダル以lこ  
労働力規模ユ．各人東湖刷 仙人〟品〟〟∧品∧ 皿  

纏鮎史家蓄蔵米比率20‰未満…肌肌  
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【経常と紅葉〕   

農場歳出鼠24，2キンクル東浦  

労働生産性11．4キンダル来洒  
さ・・．・二・∴－－∴・．．・  

家族1人あたりの生敵妄泣3．6キンタル未満  

労働力規模1．8人米酒仙…仙仙  
作付面撥あたりの肥料投入蕊9．6トン以上  

作付裾椒あたりの労働投入鼠l．7人以上血  

排他郵税あたりの肥料投入蕊14．5トン以上  

耕地間梢あたりの労働投入j琵2．6人以上血祓  

成業従御者（ME）2．0入来溝  
雅楽従駆者0．5人以上仙＝仙肌一一－－－－－－－－－一皿－－－－－－】－－一  

遇家H㍍行員数6．0人未満∴仙州刷血伽仙仙…W  

【ヨ都農粟労東貸金（食準含む）0．45元以上州  
軍縮農業労働貸金（食都合む）80元以上…u叩  

種差農場産出螢マイナス  
械産土他生麗性マイナス  
槻差労働生産性マイナス  

∴－、－ 

・．・．．  
作付面種3．4ヘクタ…ル以上仙仙山叫－……1  
鷹犠鋭職2．6ヘクタール以上〉仙…m仙皿仙岬仙」酬  

打作地比率63％栄潮  

Fig，ト9 DendrogmmofCategoriesinFam－Management  
andEmployment－StruCture   

教員一兵士・官吏がいる農家5％以上】岬－脚岬 J  

妻∃作地比率77％以上岬酬一酬肌仙仙－  

兼業従j銅里当者児索5％以上M  
兼莱従郡担当者成人女子】5％以L  
家P可コこ楽従都督がいる及家20％以上刷一仙」  
他家戯作業従軍啓がいる戯家15％以上  

他産業従姉者がいる農家i5％以上  

iこ地利用度160％以上 仙血仙 

家族労働力成人女子60％以上  
農作業児盈5％以上  
壬ヨ横磯某労働欝金（食軍手含む）0．服元来瀾  

卒衛農業労働貸金（食都合む）釦元兼職巨  

成人男子戯作磯パ叩卜タイム50％以上洲  
」 

至慧芸者警羞；慧だ…認諾二二＝＝＝＝＝＝＝＝  
農外所得依存率17％以上仙血】…胤＝  

商莱従事者がいる戯家15％£＝二  

家族労働力の性向兼業30％以上り  

偽薬従軍者（M王；〉家族1t8人未満  

劇乍莱成人男子80％以上  
家族撃景教力の性向戯灘磯70％以上刷血血  
土地利月】度140％来朝 仙…－一山仙】－】一  

作付而魯あたりの肥料牧人螢5．6トン未瀾  

排他而概あたりの肥料投入俊一79トン東湖  
作付i指檎あたりの労触投入i孜1．2入来瀾Ⅵ叩  

排他汚i櫓あたりの労畿投入盈1．8人末梢血  

家族労働力成人タき子60％以J二仙仙仙刷洲皿  
役薔労働比率72％以上血uu－ルーーーーーーー酬仙  

堤外所得依存率‖％未満・仙…m川棚仙叫棚  
儀祭総研省（ME）2．0人以上一仙皿恒  

児蛮を年涌ける農家5％以】】：  

隕隠労働力を所有する遇家ほ％以上山  
楽凝着迫j糾墨当省成人タき子80％以上仙  

膿作楽成人女子15％以上仙＝＝川】肌仙叫  

偽薬従部署（ME）家族】．8人以上 m  

作付面欄1．7ヘクタ…ル未瀾  

腿切規模1．1ヘクタール東浦m血  

土地生敵性20．3キンダル東灘卜肌  

成業従都督（ME）聯用0ノl人以上  
土地生産性29．アキンタル以上……m  

労働生産性16．0キンダル以上珊  
残差ニ！こ地盤魔性プラス  

桟道労働生魔性プラス  
柁差鹿簸療班螢プラス血仙川〉酬仙  

城差家族1人あたりの生産蕊マイナス  

残養家族1人あたりのタj三度鼠プラス  

労働力規才張2．3人以上酬仙嘲  

農家世帯員数ア．3人以J∴…－嘲仙 

二＝＝＝コ皿1  
M棚 」  
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［経常と生活j   

農機産出臆24．2キンクル末梢肌刷mm咽〟＝…刷一  

．  

芸慧竿票慧崇・デ芸孟孟芸ぎ〒濫言蒜㌫：＝＝〕  

上級鮎勘根0．3キンダル未満刷一m冊一世〃－－叫′柳川血h  

應封湯救出鼠42．司キンダル以上  

家族l人あたりの裏ミ塵鼠5，5キンダル以卜二椚世山〃山」  

被服所有i－2点山M＝…血伽肌＝血m－一〃叫  
根差家族1人あたりの生庇蕊プラス】－－－〕＝－〟冊  

労働力規模2．3人以上w岬－－－－…′冊′仙〉  
農家紋帯員数7．3人以上一…－－－…叫－………W肌血‘  

作付翫構あたりの肥料投入鼠～）．6トン以上  

耕地職種あたりの肥料投入乳汁5トン以上  

作付面梢あたりの優駿投入鼠1．7人以上肌肌  

耕地面相あたりの労働投入敬2．6人以上…  

労働力脱ヰ莫1．8人米朝w  
農家頗韓員数6．0入来瀾  

役畜労働比率53％束潤脚  

農外祈祷依存率17％以上∵血伸一  

成人男子損岨3000カロリー米酒  

作付面弔絶たりの肥料投入き遣5・6トン未洞仙仙刷叫 叫川．  

耕地面職あたりの月巴納受入漁ア．9トン東灘血刷」 

作付鯛あたりの弾劾翫臥2人波∴脚膏 1二竺讐二二l二J 

、：・． ・‥ ・、  

音交番撃妾簡ま七率72％以上肌肌m肌叫血叫－－－＝山′ふ′脚…血仙脚… 

；こ－、  

・．∴  

－J－－ニー一ー・  
縫物規模2．6ヘクダ…ル以上血仙…＝－山－一世岬〃叫仙血仙仙仲…岬」  

残差家族1人あたりの外用凱隠マイナス・＝＝か脚一仙……刷……MJ  

Fig，1－10 DendrogrumofCategoriesinFaml－Management  

a】1dLivillg・Structure   

農外所稗依存率11％米潤一叫－＝＝脚…  

負債をもつ遇魔の乳概念歓紬元以上M  

砂磯瀞雄＝！ヨ 5g以上叫肌刷  

婿のための特別成瀬120元以上棚冊  

嫁のための特別支出SO元劇J∴仙w¶一  
級服所有5点闇J∵血仙酬削血一一】叫一山山  

非のための特別支出90元以上∵－】ルか岬  

土地利／柁庇i80％以上岬・■■＝＝＝“仲山仙  

生産負概をもつ農家15％以ヒ¶……  

貸付金をもつ農家ほ％以上山一叫血…仰＝－h  

貸付金をもつ農家の貸付彪簡200元以上  
麓濾物の貸付がある彪家冊脚M…叫泄  

象物によるカロリ叩欄朋翫甘‰以上∵】】】肌－＝Ⅳ  

≧  
】叩＿劇脚｝＿山」  

住屠磯援用錮鋸00蒐以上  
農産物の備蓄のある縫家  

土地利メ11度】40％束；洋室脚  

土地利用度140－160％一〉  
校屠腿食価格300元来潮岬叫W冊－－ 

池欄作物によるカロリー摂取5％以上  
複綺よるカロリー努塁釈80％東浦皿  

華鸞鰯によるカロリー観取5％以上…  
ニーこ地生産性29．アキングル以上れm血仙  

労教生魔性18．0キンタル以上～岬…W  
域霧磁場麗朝慮プラス脚……冊¶－【一－  

琵霊芸濃芸慧：琵…‡芸…芸二＝＝＝＝＝＝＝」  

作付而概1義7ヘクタ…ル未洒仁叫  

農牧規模1．lヘクタール末i飛叫  
械差農場射1i駿マイナス＝血叫Ⅳ  

域差土地生敵性マイナス…脚…  

桟簸労働生産性マイナス w＜へ  

成人男了・脚釈3000かコリー以上  
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［金  棒】   

餞箪鷹山盈小く24．2キンタル末梢）…鼎－－叫M叫…＝血肌・…  

土地染渡性小（20Jキンダル封摘射劇……胤肌＝冊…血咽脚も 血  
かんがい作物i掛取面撤比小（50％未満）仙】h∧冊…血…血山J  

卜り、ミl洞丁．■け1上  

小水・霧嬢・とうもろこし作牒汗l放火（100rヨ以上）…  
労働生産挽大律＝沌ンクル以」こ仁一一山山肌肌・椚皿w？  

十アールあたり収確蕊大（Ⅰ．0キンダル以上卜血」m  

裏…l比率50％以上  

家族労約力氾敢15％以上一品品…W〝∧…八  

∴ ∴111と卜  

舷策従姉者磯凝1．S人以憂二 〟刷…h‰′冊  

如那机潮lⅣn未満旨刷  

裸鉄労俄ノル珊欄膵用湖沼橘以丑∵  
永鮒比貌錮％以iこ  

L域pl17．月末溝M   
学監叢農機凝～ま与呈；とマイナス  

妹線上触‡ミ敵性マイナス  
賊叢肇磯頚髄堅ロイナス  
都税   

貸付金をもつ農家15％臥j二… 

阻薮彪金価格600元以上刷……ⅣW  
針寸金をもつ農家の横付憾磯路油元以J  
総滑稽済寓語庇50以上一叫山川山山山…州  

域差恩機嫌山鹿プラス伽棚叫一明仙山  
桃叢労働生産性プラス叫叩－－－一山血願ぃ  

残姦ニ！こ他生鹿性プラスー¶－〃岬叫一－一肌＝…M肌  
総面相職虜儲鳩10未満〟一品∧∧∧∧一品∧∧∧∧八血 

級E蚕室梯腑ぬ比20％未満 ∧八∧∧∧一品∧∧∧八∧∧∧品へ…MW∧晶∧∧  

肛酪紆臥ij．校：致0，51Jし】こ…∧〟…血w∧……、  

芋賭卸県よるカl㍗牛ふ洪取5％歳＝二…州  

柳地擬魔あ且巧打瀾雄膵人数太く‖．5トン以」こ）  

労働力規模小（Ⅰ，8人菜摘）  

農機吸音鷺gト（1．1ヘクタール未；角）酬仙川】－j 巨  

l…箋作地比率欠け7％以上）一血＝山〟＝＜刷州伸一一世一山”皿 「  lヨ都農寮労働旅金く食誉匪含む）0．45元来溝 弼資負債をもつ農家35％以1二¶W】M…勅  
役畜労磯比率大（72％以上）仙仙血仙脚…u血〃  「  

ヨ ヒ軌別人（2～冊ンタル以－リ‖…mW一山叫…  
肇灘拍一組肘ト＝レ洒ンクル朱†齢…w一叫 二言  
す‡瀾荻1500】l】Ill以上岬…肌血伸岬WWW州一触…  
揮酬削放射箭150t＝愉‡笥……血晶－叫h－叫」肌理  
・l巨上り■l〔＝ド  

偉綾汚染‖微小鎗和＝赤i胸…両町〟∨州〟′－  

十アールあたり小米嶋章繁還ご1．0年ンタル以上  

十アールあたり一喝続舅夏雲亀駿Ⅰ．0キンダル以上  

販究川彪療等恕′屋、米・斑粥・とうもろこし山  

路牽従姉冴隠朴ル人以上∴   
作物件兼職斜小米・端境いとうもろこしw  

ドア…ルあたり大軋朕攫慮1．0みンクル以上  
膿場塵机凝大り2．∫iキンダル以上仁一－〝研一、  

新働功闇捕㍑J人以上  

「
コ
」
．
 
 

十年l】！l施肥料増加ほ0％以上  

婿のための杵別受注‖20元以上血血一岬山一止血」  
⊆ g    蔓  

－●－  －  
ヽ －  

、
 
 
 
■
 
 
■
 
、
 
 

…  
以   ト…  

鷹j鳥屋級尊敬大（2，6ヘクタ  

股家世澤員蟄沃ン7．3人   

Fig，ト11DendrogrumofTotalCategories   

jこ地利ノ胃庶大（】60％以上）  

・一り・ドJlトiC川l・．   ．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
l
l
 
 

■
 
 

脱党J円農廠聴衆皿酬－－－】血血血…レ＝川…MM血仙  

動物性カロリ…碑Ⅸ2％以上叫】m刷－＝u…  
作付紆君主あたi川巴料投入蕊小（ふ6トン組織巨  

作付耐欄あたり労働投入最小（1．2入来溝）一仙仙  

緻凝従姉接頭者成人男子80％以上叫－仙一＝M脚  

成人男子漬取カロリ岬太く開削功ロリ…以上）  
勾；j露労働力を所有する農家15％以l二刷  
版免用段魔物絢・曲・麻山一仰山】…刷′血血′血  
絨親比率20％以上仰山脚－ハー′▲－－－－一山仙…M…  

γ甑  

総面激耕地ま七大（尋0％以上）仙一－一山＝＝血血脚仙  

作付蘭珊あか）労働投入及大（】，7人以上）脚〃  

作糖持薬倍数小変火（108i小】以上〉脚  
十ア…ルあたり根城蕊（水稲3．0キンダル以lニ）  

作物作威服粛水稲火（200日以上〉 川棚M  
相貌化学月巴糾の使用  】 仰〟刷一肌一肌m刷  

土地利用度小（140％未満）仙岬洲叫－－一肌－州  
販死用農死物東野i州】伽紳助州  
十年㈹施肥麓減少錮％以上  

分組比率209≦以上州仰  
災寺蜂による逓荒潜10％以上  

警警；誓警悪霊三宝芸ごHこニ＝：：：：＝：：コ  

－－ 
．∴∴． 一  
尉乍莱成人男子80％以上紳一一山一皿   叫  

儀磯随瑠堵家族l．8人未満〟血測榊  
巌℃1■∫こ中れ）．5■、Jt1∴  

家族労働力のイ」：陶勇軽米30％以1ニー肘－－－＝＝鵬M軸酬  
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の内容としては水稲が際立って発覚であり，ついで小  

変・大変を含めた衣類であり，ほか小米・番・商魂・と  

うもろこしが濃紫敷物である。「水稲主体（50％以上）」  

のカテゴリーに該当する地ぼは31地区，「水稲主体（30  

－50％）」のカテゴ】j一に属する地区は35地！夏である。  

華北には水稲主体は殆どないが，華中・華南でも水稲－－→  

色というわけではなく，水稲が圧倒的な温みをもつのほ  

広東・福建・広西の2j研作（爾後区）あたりであって，  

揚予習二北岸から准河流城へかけての一画や四川では水稲  

は投法繋作物であっても相対的な蔑みである。「変頼義  

体（30％以上）」のカテゴリーに該当する地区は39地区  

であって，華北から華中へかけて数多い。「小米・寮  

10％以上」のカテゴリーに該当する地‡裳は輝北西部をriコ  

心に34地区であり，「高梁10％以上」のカテゴリーに該  

当する地区はこれより東部にずれて17地区である。「と  

うもろこし10％以上」に該当する地区は14地区である。  

以上が穀物の作付であるが，ほかの農産物の中では豆類  

（大豆・そら豆・娩豆など）が多い。「豆類作付10％以  

上」のカテゴリーに該当する地区は32地区あり，準北・  

華中に広く分布している。ほか，「油桟作物作付5％以  

上」（薬種・ごま・落花生など）が18地区，「球茎・根葉  

頬作付5％以上」（さつまいも・馬鈴薯・大根など）が  

23地軋「果樹・そ莱甥作付5％以上」が9地区，「桑・  

麻・珊作付5％以上」が14地区，「たばこ・ケシ・茶・  

さとうきび作付5％以上」が15地区において該当の反応  

を示している（Table3－2）。   

作付されている農作物の作付両礫あたり収螢ほ次のと  

おりである。水稲についてほ10アールあたり0．3キンタ  

ル，小安りj、米・高梁・大豆については10アールあたり  

LOキンタルを目安とした（1キンタル＝100kg）。「水  

稲3．0キンダル以上」のカテゴリーに該当する地区は12  

地区，「水稲3，0キンタル未溝」のカテゴリーに該当する  

地区は3直也区である。四川・峯南・資州などで高く，新  

江・安徹・江酉・湖南・広兼などで低い地区が多い。  

「小安＝沖ンタル以上」のカテゴリーに絃当する地区は  

32矧乳「／ト変1．0キンタル未満」のカテゴリーに該当す  

る地区は55地区である。華北と華中・華南とでは，劉ヒ  

で低く，華中・華商では高くなる傾向がある。「小米1．0  

キンタル以上」のカテゴリーに該当する地区は21地区，  

「小米1．0キンダル未納」のカテゴリーに該当する地区は  

24地区である。また，「商東1．0キンタル以上」のカテゴ  

リーに該当する地区は23地区，「高梁1．0キンタル未満」  

のカテゴリーに該当する地区は21地区である。ともに準  

北でも，甘粛・桃西・山酉など西部では低く，河北・河  

南・山東など東部で高い。「大豆1．0キンタル以上」のカ  

テゴリーに該当する地区は10地区，大慮1．0キンタル末  

溝」のカテゴリーに該当する地区は41地区である。大豆  

では生産が華北だけでなく華中・華南にひろく拡がっで  

いるが，収蒐の商いのほ′ト米・高梁と同じく輝北東都で  

ある。   

作付や作付両種あたり収厳に対して収穫物の販売はど  

うなっているのであろうか。濃紫販発農産物として  

「米」というカテゴリーに該当する地区ほ射地Ig一水稲  

作付30％以上の地区は67地区仙である。それが「変」と  

いうカテゴリーに該当する地区は57地区一変減作付30％  

以」二の地区は39地区－である。「／ト米・高梁・とうもろ  

こし」を濃紫販発農産物とするカテゴリーに該当する地  

区は9地区－これらの作物の作付比率30％以上の地区は  

約30地区－である。穀物のうち自給戯作物ほ小米・ 商  

粟・とうもろこしであり，卦ま換金膿作物であり，米は  

自給戯作物であるとともに換金農作物である。「豆頗」  

を蕊嬰販売腿廠鞠とするカテゴリーに属する地区ほ33地  

区で，これも馴合兼販売農作物である。なたね・ごま・  

落花優など「納税作物」が盈粟な販究鹿渡物となってい  

る地区は49地区であり，これは中国脳髄を特徴づける換  

金作物である。「たばこ・アヘン」盈粟販磯偶感物とす  

るカテゴリーに該当する地区は31地区であって，これも  

…たばこは準北・華qlに，アヘンは甘射・駅西・四川・  

賞南・楽州など西部辺地…に多い。「棉・麻・養蚕」の  

繊維作物も蕊黎販売農産物であって，そのカテゴリーに  

該当する地区は55地区であり，河北・何滴・山東・安  

徽・江鮮・網江・四川・広東・革爾に多い。なし・なつ  

め・かんきつなど双樹やさとうきびなどを蕊祭服究農産  

物とする地区は24地区で，華北では山嵐 華南では広  

東t補鰍こ多い。   

中閻鷹薬でほ畜産は盈婁ではないが，中／ト家畜鰍豚・  

羊・鶏など鵬は広く飼われている。その飼われ方ほ駅西  

省盤辺などを例外として，豚ならば1頭を約半数の戯家  

が飼っていて，半ならば3～4頭を10％の農家が飼って  

いる。家禽はほとんどの戯家が飼っているが，2～3羽  

である，といった飼われ方である。生産家畜飼育が1戸  

あたり「0．5家畜単位以上」のカテゴリーに該当する地   
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区ほ14地臥「0．3家取払位未満」のカテゴリーに属する  

地区は76地区である。華北・華南の酉郵において比較的  

多く飼われている。「醜生産家畜般家20％未澗」に該当  

する地区は77地区であり，「30％以上」に該当する地区  

は3a地‡gである。   

以上の農作物の作付・10アールあたり収穫戯・戯産物  

の販売・生産家畜の飼育状況に関連して骨髄上のいくつ  

かの特徴を示しておこう。ただし，経常農地の自作地比  

率・ダブルクロッピングの程度・農家の労働配分と兼業  

率偶・自然条件との関連はあとで分析する。  

α 経営地が小作地であるとき，小作料ほ現物産額（敵  

組）である場合が中国どこでも通常であるが，鋭租や分  

租－Sharecropping－もないわけではない。銭租は  

償戯が市場経済的打算において行われている色彩の漉さ  

を示す一つの指擁となりうるかもしれないし，逆に分楓  

はノト作人が地主に練属している色彩の独さを示す一山つの  

指礫となりうるかもしれない。本稿での調査地区は‡∃作  

農が多く，経済状腰は良い方へ偏っているきらいがある  

が，「銘観比率が20％以上」のカテゴリーに該当する地  

区は56地区であり，「分税比率20％以上」のカテゴリー  

に該当する地区は36地区である。級租・分租とも甘粛・  

緩速・隣西・山西・河北・河南・出来など華北と因州・  

蛋滴・資州・広酉・広東など西縮郎に多い。また，鋲租  

が多い地区ほ分租も多い。こうした点から，中国での銭  

税・分租ほ単純に先進・後進の目安とはならない。  

β かんがいの施設の有鮎ま中国過ち酎ことって決定的に  

鉱業である。華中・肇魔の華北に対する生産力の優越は  

気象とともにかんがいの施設によるところが大である。  

華北の費土ほこれにかんがいの施設を結合させることに  

より，内部に含まれる栄番塩を有効化させることができ，  

華北におけるかんがい区と非かんがい区における小変・  

小米・商染などの収機差ほ2倍近くに達する場合が少な  

からずある。「かんがい作物両種比50％未瀾」のカテゴ  

リーに該当する地区は56地区であり，「潅漑作物耐秩比  

50％以上」のカテゴリーに該当する地区ほ61地区である。  

準中・華南の水田地帯にかんがいが多く，華北の畑地常  

に少ないのは当然であるが，準北でも畑地かんがいを  

行っている地区は多く，華中・華南でも一雄地は天然の  

降網だけで栽培されていて一畑地の多い所では非かんが  

い地が多い。関連して，水不足の躯惰を「欠水なし」・  

「3年に1‡司欠水」というカテゴリーに対する該当地区   

は「欠水なし」が33地区，「3年に山回ほ欠水」が36地  

区である。両者の比率は華北・準中・準南においても大  

差ない。水多用の骨張を行っている池澤でも，それなり  

に水の潤沢と不足が同じようにある。さらに関連して，  

災寮は翠災と水災が結合したときに激甚となる。「災審  

による逃荒者10％以上」暮「災寮による飢蛾者10％以上」  

という災審の極限的な状態を綬験した地区数ほ，「逃荒  

者10％以上」のカテゴリーの該当地‡まが33地区，「飢肌  

着10％以上」のカテゴリーの該当地‡貢が15地区である。  

これらの地区は甘粛・陳酉・山西・河北・河南・【jwl莱に，  

そして賞商・嚢州に多い。  

γ 地区の農家の経営観模構成ほ大部分の場合一小農椎  

骨の大枠のなかで…雰紺・小規模瀾が相対的に多く，  

中・大規模層が相対的に少なくなるという偏怜のかかっ  

た正規分布（対数正規分布）の色彩が大であるが，そう  

した規模練成から外れて，零細・ノト規模層のみが密集し  

ている場合も，逆に中規模t大規模の軽骨が揃っている  

場合もある。本稿での調査地‡夏で「零細農場が多い」地  

区ほ27地区，「中大農場が多い」地区は6地区である。  

こうしたケースが骨髄にどのように係わっているかはあ  

らかじめは分からない。また，地区の鹿家の練習ほ場が  

紳分され散在されているか，あるいは比較的まとまって  

いるか，が営農にどのように関連しているかもあらかじ  

めは分からない。遇家のほ場数ほ10程度が平均的である  

が，「5末浦」というカテゴリーには23地区が，「15以  

上」というカテゴリーには26地区が該当している。「ほ  

場までの距椎1bⅥ以上」というカテゴリーには18地区  

が該当している。  

∂ 肥料ほ中国腿莱の特徴として多用されているが，な  

お一層の施肥増加の効果を認めながらも，材料の不足や  

資金の不足で増加させることができない場合が多い。ま  

た，施肥の減少は営鹿が疲弊して地力収奪的となってい  

るj扇面を示すものと考えられる。さらに粕類や化学肥料  

の使用はこの時代の中国遊楽としてはまだ少なく，常麓  

の先進性を窺う…㌦つの目安と考えてよい。調査地区では  

「過去10年間で施肥敦増加」のカテゴリーに該当する地  

区は40地区，「過去10年間で施肥蕊減少」のカテゴリー  

に該当する地‡互は27地区，「過去10年間施肥激増滅なし」  

のカテゴリーに該当する地区は34地！乳 r髄磯・化学肥  

料の使用」のカテゴリーに該当する地l夏は23地区である。  

華北において施肥兇の減少を示す地区が多く，華ヰ・畢   
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商において施肥駿の増加を示す地区や金肥の使用を示す  

地区が多い。  

（作付1ヘクタールあたり作米‡ヨ数の大小には緋堆肥  

培の過種が充分な精度をもって行われているか暫かの側  

面と作業の能率が大であるか小であるかの側面がある。  

両者の含蓄のいずれが優勢であるかば，あらかじめは分  

からない。小変は華北にも華中・難儀にも共通する蒐婁  

作物であるが，「作業日数小変70日未満」のカテゴリー  

に該当する地‡貢が30地区，「作楽員数ノト変100日以上」に  

該当する地区が28地区，前者は華北に多く，後者は準  

中・華南に多い。水稲は華中・華南の作物であるが，  

「作某日数水稲150日未満」のカテゴリーに該当する地！哀  

ほ22地区で華中に多く，「作業‡ヨ致200日以上」のカテゴ  

リーに該当する地区は23地区で広東・広機・賛州・賞緒  

方面に多い。′ト変・高来・とうもろこしは華北に多い作  

物であるが，「作某日数小米・高梁・とうもろこし70日  

米朝」のカテゴリーに落当する地区は7地臥「作業日  

数ノj、米・高梁・とうもろこし100日以上」のカテゴリー  

に該当する地区は42地区である。  

② 以上の常虚構造に関する各カテゴリーの反応を数螢  

化理論I∬顆によって盤肇捜すれば次のようである。   

得られた固有ベクトルは2佃である。節1のそれは相  

聞係数0．57一関有侶0．33・寄与率12．2％・第2のそれほ  

相関係数0．42・固有偽0．17・寄与率6．5％である。節3  

の固有ベクトルはそれに対するカテゴリー・ウェイトか  

ら怒昧のある性格を視み取ることができなかった。第1  

園子と節21封子の説明力は商いとはいえないが，それぞ  

れが娘約している含蓄は次のようである（′rable4－2）。   

第1因子は水田常脳と畑地常磯を集約する園子である。  

ネガティビイティの方向には「かんがい作物而根比50％  

以上」と「欠水なし」といった水利施設の基盤の上に  

「水稲主体（50％以上）」または「水稲主体（30…50％）」  

の「穀物作付80％以上」があり，十アールあたり収穫螢  

では「水稲3．0キンタル以上」と「水稲3．0未満」の双方  

を包括し，1ヘクタールあたり作業日数でも「水稲200  

日以」こ」と「水稲150日未納」の双方を包括しており，  

盈黎販売鹿渡物は「米」といったカテゴリーが配殴され  

ている。水稲以外の作物としてはなたねなど「油欄作物  

作付5％以上」といも類など「球茎・根菜類作付5％以  

上」が関与しているが，弱い程度においてである。変は  

多くほないが，「十アールあたり収機螢1．0キンタル以  

上」であり，販充用農塵物としても来賓である。生産家  

畜については「無生産家禽農家比率20％未満」と「生産  

家畜単位数0．3以下」であって飼っていない農家は少な  

いが飼育数はごく機かである。ほ功ほ細分化されておを），  

「鹿家のほ場数15以上」のカテゴリーが関与している。  

施肥は「過去10年問で施肥鼠増加」または「増減なし」  

と「用瀬・化学肥料の使用」のカテゴリーが関与してい  

る。   

ポジティビイチイの方向には「かんがい作物両種比  

50％東湖」であり，作付主賽作物は「変野‡主体（30％以  

」こ）」で「／ト米・きび10％以上」・「商旅10％以上」・「豆  

類10％以上」が閲与し，十アールあたり収穫蕊では「ノト  

安1．0キンタル宋洞」と「小米1．0キンタル束溝」・「′ト米  

1．0キンタル以上」・「商殊1．0キンタル未満」・「商魂1．0  

キンタル以上」・「大豆1．0キンタル未満」が関与し，1  

ヘクタールあたり揮発目数では「小安70El末梢」・「ノト  

米・とうもろこし100iヨ以上」が関与している。販売用  

農産物は大豆暮そらまめ・えんどうなど覚ヨ乳 なたね，  

落花生など油楳作物，棉・麻など繊維作物が関わるが，  

強い関わり方ではない。生産家畜については「無生産家  

畜戯家比率30％以上」と「生産家畜単位数0．5以上」で  

あって，飼っていない農家は少くないが飼育数は比較的  

多い。ほ場数は比較的まとめて持っており，「農家のほ  

場数5莱瀾」のカテゴリーが関わっている。施肥は「過  

去10年間で施肥蕊減少」が関与しており骨膿の粕度の劣  

化がみられる。なお，「災番による逃荒者10％以上」や  

「災審による飢幼者10％以上」のカテゴリーもこの方向  

で関与している。「践税比率20％以上」・「分租比率20％  

以上」といったカテゴリーもこの方向に関与している。   

以上から窺われるように，第1‡義子のネガティピイ  

チイの度合いほ水田骨髄に′還●農の梢度が大であることが  

結合したパターンの色彩の漉さを現しており，ポジイ  

ティビイティの度合いは畑地営農に骨戯の済傾が′トであ  

ることが結合したパターンの色彩の漉さを示している。  

第1園子一解析軸一に対する地区の得点は華北一常梅・  

績遼・甘粛・鋏西・山西・河北・山束－の各地区にプラ  

スの得点が，華中・黎南…江鮮・研江・安徽・江酉・湖  

北バ晰覇㍉阻川・相磯・広東・広西・薯州・賽南－の各  

地区にマイナスの得点という関係がきわめてはっきりし  

ている。   

節2国子におけるネガティビイチイとポジイチイビイ   
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「災動こよる逃荒者10％以上J・「災割こよる飢餓潜10％  

以上」といったカテゴリーもこのプぎ糾こある。饗するに  

どちらかといえば水損作覿で，零細腿家が密基していて  

営農の用度ほ低く，低位生産で災審の危l鋸こさらされて  

いるというのがネガティビイティのパターンである。ポ  

ジイチイビィティの方向に得点のある地区を翻プブまたは  

西方からとり囲むように，ネガティビイティのパターン  

の分布がある。  

（》以上2つの解析軸での空間の中で，各カテゴリーの  

位檻する点と点の祁互距維を用いたクラスター分析の結  

果ほデンドログラムに示すとおりである（Fjg．ト2）。   

まず「零細農家が多い」，1ヘクタール目数「水稲150  

‡ヨ来洞」・「′ト麦70日未満」・「膿家のほ場数15以上」・「ほ  

場までの距離1．Okm以上」・「過去10年間で施肥監減少  

20％以上」，「3年に1園欠水」・「災審による逃荒肴10％  

以上」・「分粗比率20％以上」，「油穣作物作付5％以  

上」・「販売用農作物油鰻作物」・「豆類作付10％以上」・  

「販売用農産物豆規」・「球茎・根箕郷作付5％以上」・  

「タバコ・ケシ・さとうきび作付5％以上」・「仮死用膿  

産物タバコ・アヘン」，「鯉染渡家畜農家比率30％以  

上」・「生産家畜単位数0．5以上」などを包括するグルー  

プがある。これらのカテゴリーは水田作・畑作を問わず，  

営農が疲弊して純度を低下させている1つの帰耐を示し  

ている。このグループの中に作付比率「小米・きび10％  

以上」といったカテゴリーがはさみこまれているが，こ  

れは華北西北部の疲弊地帯に淑当が多いためであろう。  

また，このグループに接して「農家のほ場数5未満」・  

「とうもろこし作付10％以上」といったカテゴリーが位  

粧し，さらに接して「十アールあたり収穫畿小安1．0キ  

ンダル未溝」・「十アールあたり収穫温水稲3．0キンタル  

東浦」・「過去10年間で施肥濃Ⅰ馴我なし」といった生産力  

を増大しえないでいることを示すカテゴリーが位蘭して  

いる。   

上記に接して，作付が「水稲主体（50％以上）」・「水  

稲主体（30－50％）」，1ヘクタールあたり作茶目数「水  

稲200日以上」・「′j、変100日以上」，「過去10年‡榔粗肥澄帽  

加20％以上」・「粕頬・化学肥料をイ動乱ム「かんがい作物  

御室モ比50％以上」・「欠水なし」，「十アールあたり収穫濠  

水稲3．0キンタル以上」・「販売農産物米」といった一水  

田営農を根底においた骨農の純度の高位を含蓄するよう  

な脚力テゴリーのグループがかたまっている。   

ティの対抗関係は第11義子のように単純なプレ“ズで規  

定することが困経である。このl温子はポジイチイビイ  

ティの方向から示そう。圧倒的な水闘主体ではなく，反  

対に水際常遇を排除しているものでもない。「水稲主体  

（30～50％）」・「商梁10％以上」も関与するが，それ以上  

に「桑・麻・稲作付5％以上」の関与が貌繋で，「穀物  

作付60％栄職」がかかわっている。作付よりも十アール  

あたり収鹿が「水稲3．0キンタル以上」・「／ト安1．0キンタ  

ル以上」・「小米1．0キンタル以上J・「高梁1．0キンタル以  

上」・「大豆1．0キンダル以上」と商位収厳カテゴリーが  

関与しでいる。仮死慮魔物としてほ「棉・廉・繭」と  

「変」・「霜集」が鹿賀である。「無生産家畜戯家比率20％  

未満」で「過去10年問施肥澄増加」であり，「粕蛾・化  

学肥料の使用」がある。1ヘクタールあたり作物作葉月  

数は「′ト麦100日以上」・「ノト米・商魂・とうもろこし100  

日以上」である。かんがいは不充分だが「欠水なし」で  

ある。「中大農場」が多く「銭租比率20％以上」である。  

地区としては河南・河北・江蘇・安徽といったところで  

この方向に得点のある地区が多い。どちらかといえば畑  

作聖で，規模の大な脇家が営農の粕皮を商く保って商位  

収楼をあげ，輔作など商品作物の導入もよく行われてい  

るというのが，ポジイチイビイチイのパターンである。   

ネガティビイチイの方向は葉するに上紀に対する反対  

である。作付ほ「水稲主体50％以上J■「変頬主体（30％  

以上）」・「油楳作物作付5％以上」・「球茎・梗塞爛作付  

5％以上」であって，「穀物作付80％以上」でもある。  

十アールあたり収盛は「水稲3．0キンダル未満」・「小変  

1．0キンダル未満」・「高雄1．0キンダル米滴」・「小米i．0  

キンタル未硝」であって山様に低い。販売脇座物として  

は「米」・「豆密書」・「油樋作物」が亜婁である。「無色踵  

家畜農家30％以上」であるが，「生産家畜単位数0．5以  

上」であって，飼っていない鹿家ほ少ないが飼っている  

生産家畜は比較的多い。「かんがい作物面相比50％以上」  

のカテゴリーが関与しているが，剛寺に「3年に1回ほ  

火水」のカテゴリーも関与している。施肥では「過去10  

年間で施肥蕊減少20％以上」と「施肥螢増減なし50％以  

上」がかかわるとともに，作付iヘクタールあたり作業  

目数でほ「水稲100針未満」と「小米・高梁・とうもろ  

こし70日未満」がかかわっている。「零細農場が多い」  

けれども，膿地は都】分・分散の程度が著しく「農家のほ  

場数15以」こ」で，「ほ城までの距離1km以上」である。  
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樵比50％以上」であり，「欠水なし」であり，「水災の頻  

度は大」であるが，「単災の頻度ほ小」である。災客に  

よる逃荒や飢飢は少ない。「零細戯場が多く」，「農家の  

ほ場数15以上」で「ほ場までの距緋1km以上」である。  

「過去1掴Ⅷiで施肥愛機朝」またほ「土削成なし」であり，  

「粕類・化学肥料を使用」している。：トヘクタール作物  

作業日数は，水稲では「200日以上」も「150針未満」も  

ともに関与し，小変では「100日以上」が関与している。   

ポジイチイビイチイの方向ほ「高原」と「平拐㍉であ  

り，気温ほ「1月平均－40c以下」であり，「作物生成  

目数230日米綿軋であり，降閣ほ「卑称敬500mm末梢」  

であり，土壌は「p‡Ⅰ7．4以上」であり，「黄土」で，  

「畑地比率50％以上」である。作付は「愛頬主体（30％  

以上）」で，「小米・きび10％以上」・「高射0％以上」・  

「とうもろこし10％以上」・「豆類10％以上」であり，10  

アールあたり収穫鹿ほ「／卜変1．0キンタル東浦」・「小米  

1．0キンタル以上と以下」・「商魂1．0キンタル以上と以  

下」・「大豆1義0キンダル以上」であり，販売用飽産物ほ  

「小米・商染・とうもろこし」・Ⅶ巨繭・麻」、「豆矩i」  

である。生産豪商は「撫生産家畜農家比率30％以上」で  

あるが，1戸あたりの「生産家畜単位数0．5以上」であ  

る。毅租のほか，「鉄瓶比率20％以上」・「分租比率20％  

以」1である。「かんがい作物両種比50％米桝」であり，  

しかも r3年に1回以上欠水」があり，「水災の頻度は  

小」であるが，「準災の頻度は大」である。災番による  

「逃荒者10％以上」・「飢軌者10％以上」といった経験も  

ある。「中大農場が多い」が「農家のほ場数は5未開」  

である。「過去10年間で施肥螢減少」であり，1ヘク  

タールあたり作物作楽日数は「小変70日未満」であるが，  

／j、糞・高来・とうもろこしでは「70fヨ未満」も「100日  

以上」もともに閲与している。   

以上のように，節1園子鶴泊麿条件だけで抽出された  

第1園子と営農構造だけで抽出された第1園子をそのま  

まつぎあわせた色彩の園子である。地区のこの園子「髄  

析軸」への得点の分布も別々に測定された得点の分布と  

血致している。骨戯に対する風土の親愛そのものである。   

解2園子の性格を問うとき，－固有のベクトルの各カ  

テゴリーの閲与のなされ方を問うまえに一各地】真にあた  

えているネガティビイチイとポジイティビイチイの得点  

がどのように分布をなしているかをあらかじめ示してお  

くのがよい。督海・緩速・骨磯・軌酋・ll腰にわたる－   

さらにこれに接して「かんがい作物而機比50％未納」，  

「販充用農産物′ト愛犬変」・「販発用遊麗物輔・商い廉」，  

「銭税比率20％以上」といった畑地骨農で商品生産の活  

発性を示すカテゴリーが位徹している。これに接して十  

アールあたり収穫蒐「′ト米1．0キンタル未満」「落果1．0  

キンタル未満」と「災審による飢肌者10％以上」といっ  

た畑地′琶磯の疲弊を示すカテゴリーが位一隊し，続いてそ  

の反対の性質をもつカテゴリー「中大遇墟が多い」，作  

付「高梁10％以」1・「／j、米・きび10％以上」・「桑・麻・  

柵5％以上」，十アールあたり収穫畿「高梁1．0キンタル  

以上」・「小米1．0キンタル以上」・「小変1．0キンタル以  

上」・「大豆1，0キンタルぶLヒム1ヘクタールあたり作莱  

Iヨ数「ノト米・商魂・とうもろこし100日以上」，販売農産  

物「小米・商東・とうもろこし」といった畑地営農の精  

度の高さを示すカテゴリーが位擬している。  

3．自然条件プラス営農構造の分析  

① 自然条件と営農柵遊を〟緒にしたカテゴリー群を用  

いて数億化髄液棋瑠で分析する。紙擬は以下のとおりで  

ある（Table4－6）。   

節1園子は相関棟数0，6い固有催0．38・霹与率16．6％，  

節2園子恨相関係数0．40・固有侶0．16・寄与率7－0％，  

解3園子は璃賢欒係数0．35・i司有伐0．12・鮮与率5．4％で  

ある。   

節…園子の性格を各カテゴリーの関与を示す固有ベク  

トルから統み取った紙灘は次のとおりである。ネガティ  

ビイティの方向は「山地谷地盆地．Jであり，気温は「1  

月平均40c以上」であり，「作物生皮日数300日以」二」  

であり，降雨闇「年商畿1500mm以上」であり，偏り  

は「各年補数蜜皮相救貧％未満」であり，土塊は「pH  

7．4未満」であり，「水稲士」で「水田比率50％以上」  

である。そして「穀物作付80％以上」であり，「水稲主  

体（50％以上）」・「水稲主体く劉～50％）」であり，「紬  

楳作物作付5％以上」・「球茎・根菜類作付5％以上」・  

「果樹・野薬類作付5％以上」である。ヤアールあたり  

収機敏は「水稲3．0キンタル以上」・「水稲3．0キンクル未  

納」であるが，畑作物については関与がわからない。販  

売脳波鞠は「米」と「小変・大変」である。生成家畜は  

「無生産家畜農家比率20％未満」であるが，l戸あたり  

の「生産家畜馴立数0．3以下」である。餓租や分観が関  

与しないところから敷租のみである。「かんがい作物耐  
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「柵頬・化学脚斗を使月山である。1ヘクタールあたり  

作楽日数は「水稲150日末覇」一「小変701ヨ未満」である  

が，「小米・高梁・とうもろこし100日以上」であり，  

「銭租比率20％以上」である。   

ポジイチイビイティの方向ほ「抑ナていないところ」  

にアクセントがある。地勢的には「高原」となっている  

が，「山地谷地盆地」の非′馴こ広い部分がこの方向に属  

している。「1月平均－40c以下」・「作物生育目数莞0  

日未満」・「年補数500mm未満」は御ヒ西部に際立って  

いるため，また「1月平均40c以上」・「作物生育目数  

300日以ム・「勾摘戯1500mnl以上」iま華南ゼ摘i；に際  

立っているため，この方向に共にカテゴリーの該当があ  

る。閏朝l比率は商都が効いて「水削ヒ率50％以上」に該  

当があるが，土壌の酸度は北部が効いて「pH7．4以上」  

に該当している。このように自然条件ほ両極端が捌こあ  

るいは入り混じって現れているが，「総面穐耕地比率  

20％末溝」と「総面相磯家動変10未満」はこの方向に即  

したカテゴリーである。作付においても「敷物附寸80％  

以」1のほか「水稲主体（50％以上）」と「小米作付  

10％以上」が出ているが，商都と北部の際立った特徴を  

示すものである。「タバコ・ケシ・茶・さとうきび5％  

以上」はこの方向での作付上の特性である。十アールあ  

たりの収穫盈では「水稲3．0キンタル以ム（滴部）と  

「小利．0キンタル未満」（北部）が関与している。販発  

用戯痍物は「米」（滴部）と「タバコ・アヘン」快  

適卜「栄樹・さとうきび」（共通）である。生産家畜で  

は「無生産家畜農家比率30％以上」であるが．1戸の  

「生産家畜単位数0．5以上」である。「かんがい作物面積  

比50％以上」であるが，これは商都についての反応が北  

部の反応より大であるからである。災熟ま「水災の頻度  

射靴崗軋・「箪災の頻度4匝‡未満」であるが，反面「災  

害による飢敗者10％以上」である。磯城規模は大でない  

が，ほ場ほ細分化され散在しており「農家のほ簸数15以  

上」で「ほ噛までの距離1km」以上である。施肥は過  

去1岬間に施肥蕊減少20％以上」・「増減なし50％」であ  

るが，その叫方で1ヘクタールあたり作物作業‡ヨ数「水  

稲200日以上」・「小変100日以ムである。こうしたカテ  

ゴリーの関与にも南部と北部の箪憎がそれぞれ色彩の漉  

さとして反映されでいる。   

以上のように節2園子ほ「拓けたところ」と「紬ナて  

いないところ」を対照させたとき，‡射粗条件と′数段にお   

バックなどが審安区・冬安′ト米区として類別している一  

区域と室蘭・歎州・広酉・広東・福建・潮純一バックな  

どが西南水稲区・水稲両種区・水稲茶区（十劇）として  

類別している山懐墟がポジイティビイティの方向に縛適  

をもつ。他方，河北・河南・山楽・江妹暮安徽・湘江・  

江西・湖北・凶川－バックなどが冬変高梁区・梯子水稲  

′ト麦区・水稲茶区（山部）・匹り【【水稲区として類別して  

いる一区城がネガティビィティの方向に得点をもつ。こ  

の地l差分布から麗放されるように節2園子の仕訳「拓け  

たところ」対「掛ナていないところ」の差にあり，華北  

と華中・華磯の風土義一第1園子はそうである－といっ  

た要因に基づくのではない。   

ネガティビイチイの方向は地勢的には「平原」・「山地  

谷地盆地」であるが，平原には北支大平原・揚子江准河  

下流平原が入るとしても，「山地谷地盆地」は単に相対  

的な色彩の浪さの問題である。気象や土壌のカテゴリー  

への該当がネガティピイチイの方向へはないが，これも  

上紀の「拓けたところ」対「拓けていないところ」それ  

ぞれにおいて対照的に輿なった気象や土壌が存在してい  

て，その相対的色彩の漉さが足らないためである。「畑  

地比率50％以上」が閲蔓・しているが，これも「水田比率  

50％以上」よりも相対的色彩において優越しているから  

である。「紙面樵料地比率40％以上」と「紙面機鹿家密  

度50以上」はこれこそネガティビイチイの方向を示すカ  

テゴリーである。作付も相対的色彩としてみていかなけ  

ればならないが，「水稲主体（30－50％）」・「変頼義体  

（30％以上）」・「高梁10％以上」・「とうもろこし10％以  

上」・「豆類10％以上」・「油楳作物5％以上」・「球茎・根  

菜類5％以ム・「繭・麻・棉5％以上」の関与があり，  

「穀物作付60％未満」が関与している。十アールあたり  

収穫螢では，水稲の場合はっきりしないが，畑作物は  

「′ト変1．0キンタル以上」－「小利．0キンダル以上」・「高  

雄l．0キンタル以上と東浦」・「大豆1．0キンタル以上と未  

満」であって商い。販売用農産物では「／ト変・大変」，  

「小米・高梁・とうもろこし．J・「豆類」・「棉・雁・蘭」  

が相対的優位にある。生産家畜は「無d三鹿家畜戯家20％  

未満」であるが，1戸の「生産家畜脚立数0．3以下」で  

ある。「かんがい作物面樽比50％未満」であるが，洪水  

などの災審は少なくなく，「災脊による逃荒者10％以」1  

である。「中大遊場が多い」が「膿家のほ場数5未満」  

である。「過去10年間に施肥蕊増加20％以」こ」であり，  
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10％以上」で，作来日数は「水稲150冒未満」・「小安70  

針未洞」・「小米・高梁・とうもろこし70日未満」といっ  

たカテゴリーが関与している。   

ポジイティビイチイの方向にほ，地勢は「高域し，土  

壌や地目は「pH7．4求刑」・「水閏比率50％以ムなど  

で憮商水稲区の性質が関与しており．他方究像は「年間  

生育目数230日未満」・「年絹数500mm未満」，‡開発は  

「総商機耕地比率40％以上」などで，冬麦高梁区の性質  

が関与している。作付にもこうした該当する地区の特性  

に引っ張られたカテゴリーの関与が大であり，「水稲主  

体（50％以上）」・「小米・きび10％以上」・「「高梁10％以  

上」・「果樹・そ薬類5％以上」・「桑・麻・柵5％以上」  

などのカテゴリーが閲与している。販充用農産物では  

「小変・大変」・「ノト米・高来・とうもろこし」・「補い  

廉・繭」・「果樹・さとうきび」などが関与している。十  

アールあたり収稚魚は「水稲3．0キンタル以上」・「／ト資  

1．0キンタル以上」・「小米1．0キンタル以上」・「嵩染1．0  

キンタル以上」・「大豆1．0キンタル以上」である。生産  

家畜では「無差i三度家畜鹿家比率20％未溝」で「生産家畜  

単位数0．5以上」である。「銭楓比率20％以上」が関与し  

ている。「かんがい作物而棟比50％以上」で「欠水なし」  

であり，「串災の頻度3匝l未聯」である。「過去10年間で  

施肥激増加20％以上」・「粕甑・化学肥料を催用」と1ヘ  

クタールあたり作某日数「水稲200EI以上」・「′ト麦100日  

以上」・「小米・高梁・とうもろこし100日以上」などの  

カテゴリーが関与している。   

以上のように，節3因子ほ′き当■農の精度が粗であって低  

位生産に洛ち込んでいるパターンと，営腿の摘皮が密で  

あって高位生産を実現しているパターンの対抗関係を示  

している。骨農構造だけで分析したときの節21月子に似  

たパターンの対抗関係が検出され，自然灸件や作物のア  

クセントはこれに従って生理した色彩が大である。  

③ 以上3つの解析軸で張られた空間の申で，各カテゴ  

リーの位置する点と点の相互距灘をf恥－たクラスター分  

析の結果はデンドログラムに示すとおりである（Fig．ト  

6）。   

まず，「高原」・「総面積ガ亀家密度10栄摘」・「ほ場まで  

の距離1km以上」・「生産家畜射立致0∴き以下」・「総面  

積耕地比率20％末溝」といったグループがある。鵜原の  

山般的性質を示すカテゴリー・グループである。これに  

接して「1月の平均気温－40c以下」・「作物生育目数   

いてどのような対照煙があるかを示している。骨虚構遊  

だけで分析したときの節2国子のネガティビイチイとポ  

ジイチイビイティの対抗閤係とは全く輿なった対抗閥係  

が得られた。自然条件だけで分析したときの節2園子の  

ネガティビイチイとポジイティビイティの対抗閤係に即  

して営農構造をも鷹朔もしたという色彩が大である。   

節3因子の性格を吟味する場合も，各地区に与えてい  

るネガティビティとポジイティビイティの得点の分布が  

どのようになっているかをあらかじめみてみる。第2園  

子のようにはっきりした分布はなく，舶対的な色彩の液  

淡にすぎないが，次のような斜交的対抗関係がある。ポ  

ジイチイビイチイの方和こ得点の多いのは董商・数州か  

ら四川をはさんで河南・河北・LL磯・江維に至る経であ  

り，ネガティビイチイの方向に得点が多いのほ福建・新  

法・江西・制覇・広東から甘躯・隣蘭・山背・潜渦に至  

る線である。このことをふまえた上でカテゴリーの節3  

園子への関与陽遷係をみると，十アールあたり収穫澄や施  

肥・作業日数などに示される営戯の精度の小（ネガティ  

ビイチイ）と大（ポジイチイビイチイ）が仕訳の根幹に  

なっているように判断される。‡当然粂件に関するカテゴ  

リーは分裂して関与している。   

ネガティビイチイの方向にほ地勢的に「山地谷地盆  

地」，気象では「作物生育日数300日以上」・「年爾螢  

1500mm以上」で，水稲茶区の性繋が関与しており，  

土壌ほ「pH7．4以上」，地目は「畑地比率50％以上」・  

「総面根排他比率20％末梢」で，春変区の性質が関与し  

ているが，これらは該当の地区の特性がもたらしたもの  

である。作付では「米主体（30～50％）」・「変磐は体  

（30％以上）」・「とうもろこし10％以上」・「豆類10％以  

上」・「油梯作物5％以上」・「球茎・根薬類5％以上」・  

「タバコ・ケシ・茶・サトウキビ5％以上」などのカテ  

ゴリーがl関与している。販充用戯魔物ほ「豆類」・「油耀  

作物」・「タバコ・アヘン」である。十アールあたり収穫  

蕊は「水稲3．0キンクル未満」・「小変1．0キンタル末  

溝」・「高梁1．0キンタル未満」・「大豆1，0キンタル未溜」  

が関与している。壬】三度家畜は「無色産家畜髄家比率30％  

以上」で1声の「生産家畜単位数0．3未満」であり，「分  

税比率20％以上」が関与している。「かんがい作物面積  

比50％東浦」で「3年に1回欠水」がある。反面「水災  

の頻度3圃未満」である。「災審による逃先番10％以上」  

である。「零細農家が多い」。「過去10年間で施肥威減少  
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2：∋0日朱軌・「句澗蕊500111m未満」・「災脊による飢飢  

者10％以上」のグループがある。これは華北軌化部の高  

原の性質を示している。   

次に，「山地谷地盆地」・「水稲主体（30…50％）」・「1  

月の平均気温40c以」こ」・「作物生育日数：iOO目以上」▼  

「販発用段産物米」・「水稲土」・「かんがい作物面鞠比  

50％以上」・「各年軍i尋螢軌変指数25％米朝」・「土塊pt‡  

7．4未浦」・「鍵盤産家畜農家比率20％未満」・蓼“十アール  

あたり収穫米3．0キンダル未満」・「凝物作付80％以」こ」・  

「過去10年間で施肥蕊増減なし50％以上」・「作物作業員  

数小変100日以上」・「農家のほ場数15以上」・「水災の頻  

度4固束粥」・「水Ⅲ比率50％以上」・「水稲主体（50％以  

上）」・「作物作楽日数水稲200日以上」といったグループ  

がある。加地谷地盆地は華北にもあるが，華中・繁簡に  

多い。この華中・紫蘭の山地谷地盆地の自然的骨戯的慄  

質を基約したのが上紀カテゴリーである。水沼池澤ほ揚  

子供南平原や珠江下流デルタなどの平原にも，また素食  

高原など商原にも広く存在し，上紀カテゴリーの大部分  

ほそこにも適用される。しかし，中国水田農業の中心は  

上紀のようである。   

これに接して「穀物附寸60％米溝」・「麦類主体（30％  

以上）」・「十アールあたり収稚魚大豆1．0キンタル未  

満」・「販売用腿魔物覚頬」・「災客による逃荒者10％以  

上」・「販売用農捌勿油規作物」・「販死用鹿渡物タバコ・  

アへン．」・「3年に1‡軋以上欠水」・「分租比率20％以  

上」・「柵生産家畜鹿家比率30％以上」・「零細蔑域が多  

い」・「豆類作付10％以上」・「作物作業目数小変70日未  

満」・「過去10年間で施肥魚減少20％以上」のカテゴ  

リー・ グループがある。水田・畑の入り混じった地帯で  

麦類・豆発い油梯作物などか書＝‡心に償農を編成している  

が，生産力は低く不安旋で疲弊の色彩が漉い状態に関与  

しているカテゴリー群である。   

これに接して「欠水なし」・「過去1即半間で施肥像増加  

20％以」こ」・「農家のほ場数5未満」・「とうもろこし作付  

10％以上」・「生産家番単位数0．3水滴」・「翠災の頻度4  

鳳来柵」・「販売用農産物ノト愛犬愛」・「ラー‡j燦循物作付5％  

以上」・「作物作英日数水稲150日朱溝」・「球茎・奴薬頬  

作付5％以上」・「総両校腰巻家密度50以上」・「十アールあ  

たり収概数水稲ニ30キンタル以上」・「相磯巨化学肥料を催  

月右・「畑地比率50％以上」・「絨租比率20％以上」・「平  

原」・「総面槻排他比率40％以上」・「販売用戯磯物柵・   

繭一麻」のカテゴリー・グループがある。永別也滞であ  

ろうと畑地地瀾であろうと，拓けた地域で菅股の硝磯沌  

商い区域のもつカテゴリー群であることを示している。   

これに接して「土壌pH7．4以」こ＿J・「かんがい作物両  

種比50％末梢」・「小米・きび作付10％以上」・「十アール  

あたり収穫魔小変1．0キンダル未満」・「中大慮切が多  

い」・「タバコ・ケシ作付5％以上」・「高梁作付10％以  

上」・「十アールあたり収雌蕊′ト米1．0キンダル未満」・  

「高来1．0キンダル未満」・「桑・麻・柿作付5％以上」・  

「版式用戯産物小米・高梁・とうもろこし」のカテゴ  

リーのグループがある。これらは畑作地帯で特に営農の  

疲弊が賛しいわけでほないが生産′牲は低位に停ミ葡してい  

る地域の特性を示すカテゴリー群である。これに接して  

「十アールあたり収穫数′ト変1．0キンタル以上」・「作物作  

業日数小米・高梁・とうもろこし100E‡以上」・「果樹・  

そ業頼作付5％以上」・「十アールあたり収穫蕊小麦1．0  

キンダル以」二」・「商果1．0キンタル以上」・「大豆1．0キン  

ダル以上」といったカテゴリー・グループがある。これ  

らほ畑地地瑠なりに登場の精度の商いことを示すカテゴ  

リー絆である。  

4．就業構造の分析  

① まず，農家家族の労働力としでの構成がどうなって  

いるのだろうか。「家族労働力成人男子60％以上」のカ  

テゴリーに該当が50地区，「家族労働力成人女子25％以  

上」のカテゴリーに該当が68地区，「家族労働力児蛮  

15％以ムに該当が57地区である。車間では女子は仙繰  

済的余裕ある層では血労働力としで活用されない習俗が  

あり，また児蔀は多用されるという傾向があるが，上記  

の比率は大約の目安となりうる比率である。ついで家族  

労働の仕向け針吟味すると，「農作業70％以上」のカテ  

ゴリーに該当する地区が紀地区，「難業…他家の戯作発  

就灘を含む…ニき0％以⊥jのカテゴリーに該当する地区が  

35地区である。良家が農場を擬督するためには家族労働  

力だけでなく，年騒や臨時雇いを用いることも多い。年  

覇の使用状況についてみると，「年癖労働力を所崩する  

戯家15％以上」のカテゴリーに該当する地区が59地軋  

り已幾を年擬する農家5％以上」のカテゴリーに該当す  

る地I夏が：捌也l夏である。これらむ中国戯家の実態を大約  

反映した数億である。以上について地滞的な偏りをみれ  

ば，華北閤部では女子の労働力化や年磯が多く，華北粟   
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郎では男子成人主体の労働力構成で年雇が多く，揚子供  

滴平野部では女子と児戯の労働力化が大である。華中の  

‡比姐谷地盆地では女子の就業が小で児盆の就業が大山側  

川盆地でほ雅楽が太一である。華綿雲敷地方でほ女子と  

児盤の洗米一特に農莱への独楽伽が大である（′rable  

：き－3）。   

段莱がどのような労働力によって担当されているかに  

ついて「戯作茶成人男子80％以上」のカテゴリーに該当  

する地区がd7地区，「農作紫成人女子15％以上」のカテ  

ゴリーに該当する地区が44地区で＼「戯作兼兇変5％以  

上」が71地区である。戯作莱がフルタイムかパートタイ  

ムでなされているかについでは，「成人タき子戯作紫フル  

タイム40％以上」のカテゴリーに籠当する地区が44地区，  

「成人男子偶作莱パートタイム50％以上」のカテゴリー  

に該当する地区が75地区である。予想以上にパートタイ  

ム従事者が多い。戯作華や女子や児盈によって担当され  

ることが大なのは準申・華南であり，華北では成人男子  

中心の農業の色彩が弓如－。パートタイム洗米が少なく，  

フルタイム就業の多いのは準北・華南の辺境地滞である。   

兼発への耽言酎ま家族分働カの20～30％であることはす  

でにみたとおりである。その担当は「成人男子80％以  

上」のカテゴリーに絃当するのが67地区，「成人女子  

15％以上」のカテゴリーに舷当するのが47地区，「児嚢  

5％以上」に該当するのが50地区といった構成である。  

その兼業の内容であるが，兼紫従事者のいる農家のうち  

「他家麓作莱従事者のいる農家15％以上」のカテゴリー  

に該当する地区が49地区，「他蓬莱従事者仙虚業以外の  

貸金労働者で熟練・非熟練とも－のいる鹿家15％以上」  

のカテゴリーに該当する地区が41地区，自登の「家内工  

業従事者のいる鹿家20％以」こ」のカテゴリ～に該当する  

地区が42地乳‡針皆の「商業従卒者のいる戯家15％以  

上」のカテゴリーに該当する地区が43地区，「教月・兵  

士・官吏のいる農家5％以上」のカテゴリ～に該当する  

地区が錮地区である。兼楽の主体は他家への農薬聯われ  

であり，ついで綿糸・織物・澄渡加エなど零細手工楽の  

計常であり，同様の零細商楽・サービス深のl計営であり，  

ついで商工薬・建設業・荷役などへの雇われであり．敢  

後に公共部門への碗われである。光栄就薬に関する地覇  

的偏りは少ない。   

実員数でみると一夕き子成人換算で－「農薬従事者2．0  

入来浦」のカテゴリーに該当する地区は66地臥「蓑莱  

就莱者2．0人以上」のカテゴリーに該当する地区ほ51地  

区である。上記は稲用も含めた盛業従事者であるが，家  

族に限っての混米従覇者の実数一男子成人換算－は，  

「農業従事者家族1．8入来溝」のカテゴリ叫に該当する地  

区が80地区，「農業従事者家族1．8人以上」のカテゴリー  

に該当する地区が37地区である。閑適して「遊楽従軍者  

礎用0．4人以上」のカテゴリーに該当する地区は32地区  

である。閑適して「淡紫従軍者岬男子成人換算－0．5人  

以上」のカテゴリーに該当する地‡gは58地区である。地  

帯別にみると北支大平原一揚子江駄酒平原・匹りlほた地な  

ど拓けたところで戯紫労働力の充実がある。   

農業労働貸金は臨時雇いの場合，日常食調合み榊食軍  

資ほ材料費のみ－で0．45元以上と東浦に分けられる。  

「0．45元以ムのカテゴリーに該当する地区は55地区で  

ある。年雇の場合，年萌食事含み…食事費は材料費のみ  

…で80元以上と未満に分けられる。「貸金80元以上」の  

カテゴリーに該当する鳳亘は45地区，「貸金80元来澗」  

のカテゴリ“に該当する地区が62地区である。貸金に関  

する地帯的偏りはあまりみられないが華北と華南の辺境  

部において商い地区が多い。  

（卦 以上の就業構遷に関するカテゴリーに対する地‡真の  

該当・非済当の反応のマトリクスを数畿化型！給m類で分  

析すると，第1・2・3の園子仙解析軸～が得られる。  

第1因子は相関係数の0，46・固有倦0．21・寄与率1臥4％  

であり，節2園子は相関係数0．48・固有倦0．18・寄与率  

16．Z％であり，節3怯卜子は相関係数0．3卜固有値0．10・  

寄与率8．d％であった（Tabled－3）。   

節1因子の性質を各カテゴリーの固有ベクトルへの関  

与から判断するならば次のようになる。   

ネガティビイチイの方向にほ「家族労働力成人男子  

60％以上」・「家族労働力の仕向け誰某30％以上」・「戯作  

業成人男子80％以上」・「誰某従j捌こ墾漫当者成人女子15％以  

上」・「兼業従司親船当者児庶5％以上」，雅楽従事者のい  

る巌家のうち「他家農作業従事者のいる農家15％以  

上」・「他産楽従事者ふ灘われ叫のいる腿家15％以上」・  

「家内工紫従事者岬自営－のいる農家20％以上」・「商業  

従串者鵬自営－のいる戯家15％以上」・「農業従召諷者  

（ME）2．0未洞」・「慮葉従事者（ME）家族1．8人末梢」・  

「北米従輩者0．5人以上」といったカテゴリーが関与して  

いる。家族の規模は小で，成人男子中心に労働力が編成  

されているが，偽薬従事者数は′トである。ぷ塗薬緯骨も翠   
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細なので戯作某の大都分は成人タヨ子によって担われてい  

るが，なお労働が過剰で貧しく兼業志向が強い。兼業に  

は女子や児貌が多く動員され，他家の戯作莱雇われ・農  

薬以外の貸金労働あるいは内職的な家内工米・商業に従  

窮しているというパターンがネガティビイチイの極にあ  

る。   

ポジイティピイチイの加如こは「家族労働力成人女子  

25％以上」・「家族労働力児蛮15％以上」・「家族労働力の  

仕向け戯作菜70％以上」・「年犀労働力を所有する戯家  

15％以上」・「児蕊を年雇する農家5％以上」・「戯作楽成  

人女子15％以」こJ・「成人男子農作業パートタイム50％以  

上」・「光栄従朝里当者成人タき子80％以」こ」・「慮莱従事者  

（ME）2tO人以上」・「ぷ法楽従事者（Ml；）家族1、8人以  

上」・「農薬従召も者（ME）雇用0．4人以上」といったカテ  

ゴリーが関与している。家族の規模ほ大であるが，農業  

軽骨の規模も比膜的大である。自家戯死のため女子や児  

蕊を多く労働力として抱えている。従って，戯作莱は女  

子や児盈の働きに負うところが多い。しかし，それだけ  

では労働不足なので年簾や児蛮の履いを多く入れている。  

家族の兼莱従聯ま少なく，また女子や児蔑が鉦家遊楽の  

働き手になっているので，成人男子の光栄親米が相対的  

に多く，彼らの戯作莱従串がパートタイム的になってい  

るというパターンがポジイチイピイチイの極にある。   

上紀2つのパターンの対抗i紗係が張る解析朝への地区  

の位澱づけはネガティビイチイの方向には畢こ氾でほ冬変  

小米区，華中・華滴では水稲茶区など山地谷地の多い地  

帯に該当が多く，ポジイティビィティの方向には華中・  

華商の揚子水稲小変区・水稲両種区・関南水稲区に多い。   

節2園子の性質を各カテゴリーの固着ベクトルの閲早  

から判断すれば，次のようになる。   

ネガティビィティの方向には「家族労働力成人男子  

60％以ム・「家族労働力の性向戯作磯70％以上」・「年雇  

労働力を所有する農家15％以上」・「戯作楽成人男子80％  

以上」・「成人男子フルタイム40％以上」・「腿葉従事者  

（ME）2．0人以上」・「遊楽従軍牒（ME）家族0．5入来  

瀾」・「農薬従単著（ME）雇用0．4人以上」・「農業労働放  

念（E‡額食事含む）0．服元以上」・「燵莱労働貸金（年額  

食当番含む）80元以上」といったカテゴリーがi凋与してい  

る。農業経営の規模が比較明大で営農の硝度ほ大である。  

家族労働力は成人男子を中心に編成されており，そのほ  

とんどほ‡当家農薬にノ肘如ナられている。家族の農業従事  

番数は小であって，成人タき子はフルタイムで農業に従窮  

している。しかしなお労働力不足なので，卑屈労働力を  

入れている農家が多い。商い生産性を背嚢にして支払う  

貸金ほ商い。というパターンをネガティビイチイの経と  

する。   

ポジイチイビイチイの方向には「家族労働力成人女子  

25％以上」・「家族労働力児盈15％以上」・「家族労働力の  

肘句雅楽15％以上」・「腿作兼成人女子15％以上」・「鎚作  

紫児盈5％以上」・「成人男子麓作業パートタイム50％以  

上」・「兼某従事担当者成人女子15％以上」・「雅楽従事担  

当者光政5％以上」・兼業従事者のいる農家のうち「家  

内ユニ栄一白骨冊従竃爵者のいる戯家20％以上」・「蓮華従事  

者（ME）家族1．8人以上」・「誰某従事者（ME）0．5人以  

上」・「農業労働貸金（‡ヨ狛食事含む）0．45元来渦」・「戯  

莱労働欝金（年額食事含む）80元未納」といったカテゴ  

リーが関与している。農業経常の規模が零細で，その反  

面家族総ぐるみの就塞がなされている。このため家族労  

働力の構成は女子と児顔の割合が高くなっている。労働  

力が自家虚栄で燃焼されないため，雅楽従灘せ多いが成  

人男子は農業にパートタイム就紫であり，女子と児金は  

山方で農作某に就く割合が大であるとともに，他方で兼  

業従事担当者でもある。その氷莱ほ白骨の零繊隻数内手工  

紫が多い。過剰労働を常飲として受け取る貸金は低い。  

というパターンをポジイチイビイティの極とする。   

上紀2つのパターンの対抗関係が張る解析軸への地区  

の位俊づけは，ネガティビイチイの方向には華北ではよ  

く掛ナた冬愛蔵染区，華中・華南ではi．t八】池谷地の多い水  

稲茶区や商原の西南水稲区に該当が多く，ポジイチイ  

ビイチイの方向には準叶】・輩絢の揚手水稲小安区に該当  

が多い。   

解3閲子の性質を各カテゴリけの固有ベクトルへの関  

与から判断すれば次のようになる。   

ネガティビイティの方毒如こは「象族労働力成人男子  

60％以上」・「家族労働力の仕向戯作楽70％以上」・「年駆  

労働力を所有する鹿家15％以上」・「児盈を年雇する戯家  

5％以上」・r農作楽成人タき子80％以上」・「成人男子戯作  

莱パートタイム50％以上」・雅楽従当事者のいる農家のう  

ち「他家戯作米従事者のいる戯家15％以上」・「農業従事  

者（ME）2．0入来溝」－「農業従事者（ME）家族1，8入来  

綱」・「虚業従軍者（MIこ）聯用0．d人以上」・「戯薬労働磯  

金（目顔食事含む）0．45元来溝」・「遊楽労働貸金（年額   
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20％以上」・「兼業従事担当者児嚢5％以上」・「地産莱従  

事者のいる戯家20％以上J・「商業一日常仙従単著のいる  

農家15％以上」などのグループがある。このグループは  

偽薬負立のできない貧農の就我の特徴を集約している。  

女子や児蔑を働かせ，成人男子もパートタイムでしか混  

作菟に従即しておらず，兼莱は他家戯作菜に瀦われる場  

合や内職的な加」ニ灘や商莱を行う吻合が多いことを示す  

カテゴリー群である。  

」こ紀に接して「成人男子戯作衆フルタイム亜％以  

上」・兼莱従事者のいる農家のうち「教員・兵士・官吏  

のいる鹿家5％以上J・「他産業従輩者一膳われ鵬のいる  

縫家20％以上」・「農薬従事者（ME）2．0入来浦」・「虚業  

従事者（ME）家族1．8入来溝」・「光栄従事者0．5人以  

上」・「家族労働力の仕向戯作楽70％以上」などのグルー  

プがある。前のグループに比して自家農薬を中心にした  

就業体系をもっているが，なお農業従寧常数は少なく，  

兼薬鵬備われ一に依存するところが大であるカテゴリー  

群である。   

上紀に接して次のカテゴリー群が槻に分布している。  

「雅楽従事従挙担当者成人男子80％以上」・「農業労働貸  

金（日街食事含む）0．45元以上」・「農業労働貸金（年額  

食事含む）80元以上」・「児詑を年讃する農家5％以  

上」・「戯薬従事者（ME）年稲0．4人以上」・「飽華労働貸  

金ほ斬食挙含む〉0．d5元来諦」・「農業労働欝金（年額  

食事含む）80元来榊」・「年雇労働力を持つ腿家15％以  

上」・「家族労働力の仕向光葦30％以上」・「農作業成人女  

子25％以上」・「遊楽従句裳者（ME）2，0人以上」・「農業従  

事者（ME）家族1．8人以上」などのカテゴリーがある。  

5．経営構造の分析  

①節1報で用いた指標をここでほ経′離旨梯を示す指標と  

して用いる。また，第1報で得られた回帰方程式から導  

出される推窟伐と現実の測億瀾との残差をもここで分析  

する路標に加える。用いた指標はすべて平均健一残差の  

場合は回瀾から導山される雅史偽一近梯に対する所属を  

中位とし，これに対し小と大またほ低と歯の所属馴言分  

した。平均を1／4櫻準偏差下図る地区を小とし，ユ／4上  

回る地区虻大とし，1／射鼠差の中にある地区を中位一戦  

差については継走他の80％未満をマイナス，130％以上  

をプラス，80～130％を中位山とした。各カテゴリーに  

対する地区の度数ほ次のとおりである。   

食事含む）鋸元来溝」といったカテゴリーが！関与しでい  

る。   

これに対してポジイチイビイチイの方向には「家族労  

働力成人女子25％以上」・「家族労働力児盈15％以上」・  

「家族労働力の仕向兼米30％以上」・「月造作葉成人女子  

15％以」こ」・「戯作業児蛮5％以上」・「成人男子縫作業フ  

ルタイム40％以上」・「誰某従事担当者成人女子15％以  

上」・誰某従事者のいる鹿家のうち「地産某従灘磯」灘  

われ－のいる農家15％以上J・「慮莱従事者（ME）1．8人  

以」こ」・「兼薬従事者（ME）0．5人以上」・「偽薬労働賃金  

（日額食解合む）0．∠i5元以上」・「慮米労働館金（年額食  

事含む）80元以上」といったカテゴリーが関与している。   

前者は成人男子中心に棉成された家族労働力を大部分  

自家虚栄に拙句けでいるが，家族労働力の規模は／トで卑  

屈や児幾年稲を入れている。しかしなおそれでも労働力  

は小である。兼莱洗米は多くないが，他家の戯作楽に雇  

われている者ほかなりあり，成人男子の自家農作米は  

パートタイムが多い。農作紫に桶用が多いことの背嚢に  

虚業貸金の割安がある。というパターンをネガティビイ  

チイの極とする。   

後者は家族の労働力化が大で，家族労働力として女子  

や児蕊の割合が大である。その仕向先として既発が相対  

的に多い。成人男子はフルタイムで腿某に従事している  

が，戯作莱の比線的多くの部分が女子や児蕊によっで担  

われている。また兼莱の担い手としても女子の寄与が多  

い。兼業の内審は鵬男子吏よるものか女子によるものか  

わからないが洲農業以外の分野での簾われが多い。こう  

した状態の常葉をに趨莱貸金の割高がある。というパター  

ンをポジイチイビイチイの極とする。上記2つのパター  

ンの対抗憫係が張る解析軸への地l真の位置づけは，ネガ  

ティビイティの方向には華北が多く，ポジイチイビイ  

チイの方和こほ華中・肇確が多い。  

③ 以上3つの園子（解析軸）が形成する3次元の空‡ぎij  

のなかに位する各カテゴリーの点をクラスター分析する  

と次のようなデンドログラムが得られる（Fig．ト33）。  

「家族労働力成人男子60％以上」のカテゴリーは1つ  

速く離れた位儲にある。これに遠く接して「家族労働力  

成人女子25％以上」・「飴イ乍剰巳蛮5％以上」・「成人男子  

農作米パートタイム50％以上」・「家族労働力児蔑15％以  

」こ」・「淡紫従事担当者成人女子15％以上」・兼業従事者  

のいる腿家のうち「家内工薬血白骨従卵老のいる慮家  
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式の推定偲との比較における「マイナス」・「中位」・「プ  

ラス」のカテゴリーに分けられる。「マイナス」のカテ  

ゴリーに該当する地区は30地区，「中位」のカテゴリー  

に該当する地区は51地区，「プラス」のカテゴリーに該  

当する地区は36地区である。労働生敵性の残遊ば農場面  

積規模と土地利月利蜜・作付労働躯約度・作付肥料集約度  

で脱明する回帰式の堆起債との比較における「マイナ  

ス」・「中位」・「プラス」のカテゴリーのカテゴリーに分  

けられる。「マイナス」のカテゴリーに該当する地区は  

21地区，「中位」のカテゴリーに該当する地区は58地区，  

「プラス」のカテゴリーに該当する地区は38地区である。  

「遇家槻瀾闇あたりの産出蕊」の城差は土地生産性と労  

働生産性で説明する柳沼式の舵定侶との比較における  

「マイナス」・「中位」・「プラス」のカテゴリーに分けら  

れる。「マイナス」のカテゴリーに該当する地‡茎は22地  

区，「中位」のカテゴリーに該当する地区は85地区事「プ  

ラス」のカテゴリーに該当する地区ほ10地区である。こ  

うした残差値のマイナスり河立・プラスの地御l勺な偏り  

は，農場産山畿・土地生産性・労働虫酸性につき，華北  

でほ剛ヒ郎容麦区でマイナスの該当が多く，華中・華磯  

では閣霧氷稲区においてプラスの該当が多い。産出蒐や  

生産性の商いところは残差も高位にあり，低いところは  

低位にあるといった関係がある。   

段域を経営する農家の世辞員数…年儒も食む－の／ト  

中・大のカテゴリーヘの該当は「ノトー6．0未満」が53地  

区，「中一6．0～7．3人」が46地区，「太一7．3人以ムが  

18地区である。またその他常闇の中から編成されている  

農場の保有労働力（ME）の′ト・中・大のカテゴリーへ  

の該当は「′ト綱1．8入来潮」が52地区，「qユー1．8～2∴う  

人」が39地区，「太一2，3人以上」が26地区である。枇閣  

員の規模や労働力化比率は地区により様々であるから，  

労働力規模（ME）も地区による差が大である。池澤的  

には脊海事骨髄・緩速・隣酉・山閏など春愛区・冬変小  

米区あるいほ江酉・潮解・福建・Ⅰ乳用・奥州・裳南など  

水稲茶区・四川水稲区・西南水稲区では「小」が多い。  

これに対して江蘇・安徽・山東・河南・河北など揚子水  

稲小変区一冬麦高梁区では「大」が多い。   

成城の面租税模の／ト・中・大のカテゴリーへの該当は，  

「／トー1．1ヘクタール来所」が54地臥「中一1．1～2．6ヘ  

クタール」が52地区，「大－2．6ヘクタール以ムが11地  

区である。作物の作付面積規模で小・中・大のカテゴ   

「農場産出畿」－主叡換算－の／ト中位・大のカテゴ  

リーへの該当は，「小一24キンタル未満」が63地区，「中  

位－24～42キンダル」が41地臥「太一42キンタル以上」  

が15地区である。「土地生産性」一遇場面薇1ヘクター  

ルあたり鹿田鼠仰のノト・中位・大への該当は「小一20キ  

ンタル新札が52地区，「中位－20～30キンダル」が26  

地区，「太一30キンタル以上」が：き9地区である。「労働生  

産性」…儲働カ（ME）あたり産出盛－の′ト・中位・大  

のカテゴリーヘの該当は，「／トー11キンタル来洞」が54  

地区，「中位－11～16キンタル」が25地区，「太一16キン  

タル以上」が38地区である。「農家世帯員1人あたり産  

揖蔑」の小・中位・大のカテゴリーへの該当は「小一  

3．6キンタル未満」が51地区，「中位－3．6…5．5キンダ  

ル」が38地区，「大－5．5キンダル以上」が28地区である。  

おおざっぱにみて華北に小が多い。とりわけ脊海・甘  

粛・緩速・隣酉・山西など恕愛地区や冬麦小米区に所属  

する北酉部が経常の成果についてどの角度かちみても低  

位にある。これに対し華中・華南に中位または大が多い。  

土地生産性において特にそうである。地帯的には室蘭・  

賛州といった西南水稲区が高位にある。西南水稲区に経  

営成果が高い点はバックも注慈しており，この地方の生  

産物の盈や土地両種などの測患単位に問題がある可能性  

を指摘しているが，同時に調査地区の実態から酎鼓にあ  

ると信じるに足る根拠があるとも述べている。われわれ  

としては調査地区と調査農家の選定に上方偏怖が酉商水  

稲区においてとりわけ著しかったという可能性のある点  

を留意しつつ分析を進めていくことにする（Table3－5〉。   

上記の経常成果を原因となる指棒で説明される部分を  

除去した残差に替えてみる。遇場産山兇を労働規模と農  

場両税規模から脱明する回帰式と戯場面機規模と労働先  

約皮・肥料魔約度から説明する回帰式の2過りを用意し  

た。2つの齢希式がもたらした推定機はよく似ている。  

前者の推定偶との比較で「ぷ箋均産山蕊がマイナス」のカ  

テゴリーに該当する地区は30地区，「中位」に骸当する  

地区ほ51地区，「プラス」のカテゴリーに該当する地区  

は36地区である。後者の推愛機との比較で「膿場産出鼠  

がマイナス」のカテゴリーに該当する地区は30地区，  

「中軋のカテゴリーに該当する地区は51地区，「プラ  

ス」のカテゴリーに該当する地区は36地区である。この  

ため5つの分析では前者を用いる。土地染渡性の残差は  

麗場蘭概規模と労働集約度・肥料集約度で説明する回帰  



森川 茂幸・浦城 登山・木南  輩  
52  

テゴリーへの該当は「小一椚％未満」が43地臥「申…  

63～77％」が16地区，「太一77％以上」が58地区である。  

華中から華南へかけて小作地比率が商く，華北と西南水  

稲区において自作地比率が商い。遇外所得依存率の小・  

中・大のカテゴリーヘの該当は「小一11％末溝」がJ17地  

Ⅰ哀，「中一1ト17％」が26地区，「太一17％以上」が朝地  

区である。華北・華中の拓かれたところや四川水稲区に  

大の地区が多い。  

② 以上のカテゴリーに対する該当・非該当の反応マト  

リクスを数螢化礎1ま論l】1頬で分析する。この場合上紀のカ  

テゴリーのうちriコ位の部分（土地利用度以外は）を除く。  

というのは，「中」があるとき「小」に対する「申」，  

「大」に対する「申」が複斜招こ絡まったかたちで固有ベ  

クトルの形成がなされ，結果が棲めて統み取りにくくな  

るからである。節1・2・3一義Ⅰ子の3つの‡温子（解析  

榔 が得られた。節1園子は祁関係数0，57・固有侶  

0∴ヨ3・各与・寧16．9％であり，第2園子ほ相済係数0．52・  

固有倦0．27・璃：与率14．2％であり，箪3園子職関澤蘭  

0．d2・固有億0．ユ8・寄与率9．1％であった（Table∠ト5）。   

節1因子の性粟を各カテゴリーの固有ベクトルへの関  

与から判断すれば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には「戯場産出畿大－42キン  

クル以上」・「土地生産性大－1ヘクタール30キンタル以  

上」一「労働生産性太一1人（ME〉16年ンタル以上」・  

「世帯飼あたり産出蕊大…1人5．5キンタル以上」・「残差  

成城産山戯プラス」・「残差土地生産性プラス」・「残差労  

働生産性プラス」・「世帯員数小一6．0入来溝」・「労働力  

規模小一1．8人（ME）未満」・「農場規模ノj、－1．1ヘク  

タール東浦」・「作付面積小一1．7ヘクタール未澗」・「土  

地利用度大－160％以上」・「役畜・労働比率大－72％以  

上」が関与している。ポジイチイビイチイの方向には  

「農場産出蕊′トー2dキンタル」・「土地生産性′トー1ヘク  

タール20キンタル東浦」・「労働生産慄小一1人（ME）  

11キンクル朱溝」・「駄潤眉あたり産出蒐′トー3．6キンダ  

ル未満」・「残差膿域渡山鹿マイナス」・「残差土地生敵性  

マイナス」・「残差労働生産性マイナス」・「世帯員数太一  

7．3人以上」・「労働力規模大－2．3（ME）人以上」・「農  

場規模大－2．6ヘクタール以上」・「作付面積大－3．4ヘク  

タール以上」・「ニヒ地利用度太一140％未満」・「役畜・労  

働比率′トー53％末梢」が関与している。肥料・労働の爽  

約度や自作地比率・戯審所得依存率などは閲与するとこ   

リーヘの泌当は「小Ⅳ1－7ヘクタール東浦」が58地区，  

「中一1．7－3．4ヘクタール」が51地臥「火－3．4ヘク  

タール以上」がS地区である。全体が家族労作型小脳経  

常であるが，その中で雰紺農・小股・中大遇の別である。  

華北西北部の容変区では耕地1．1ヘクタール未満，作付  

1．7ヘクタール未満が少ないが，他の地常ではそうした  

零細舷の硯傾が地区の農家の平均となっている地区が過  

半を占めている。これに対して耕地2．6ヘクタール以上，  

作付3．dヘクタール以上という中大遇の規模が地区の遇  

家の平均となっている地区ほ少ないが，河北・河南・【j．1  

来・注解・安徽など冬麦商東区・揚予水稲ノj、変区に比絞  

的多い。   

作付蘭秩あたり肥料投入駿の小・中・大のカテゴリー  

への…隻窺当は，「小一5．6トン未満」が61㈲夏，「中一5．6～  

9．6トン＿Jが31地区」「大－9．6トン以上」が25地区であ  

る。成城両種あたりの肥料投入蕊の小・中・大のカテゴ  

リーへの該当は「′トー7．9トン東浦」が60地区」「中一  

7．9～14．5トン」が37地‡茎，「太一14．5トン以」こ」が20地  

区である。作付両種あたりの労働投入漁（ME〉の小・  

申・大のカテゴリーへの該当ほ「′トー1．2人米所・」が  

69地区，「中一1．2～1．7人」が24地区，「大－1．7人以上」  

が24地区である。農場両税あたり労働投入蕊（ME）の  

小・中・大のカテゴリーへの該当ほ「′トー1．8入来弼」  

が58地区，「中一1．8～2．6人」が31地区，「大－2．6人以  

上」が28地‡茎である。肥料集約度・労働鍛約度とも，華  

北では酉北都の春安区や冬変小米区において，華簡・費  

ゃでも西南部祇咽細水稲区や西南水稲区において比較的  

大であり，反面華北では冬愛蔵染区，華南・華中では揚  

子水稲ノj、変‡夏など拓けたところで比梗的小である。   

関連して土地利用度（ダブルクロッピングの程度）の  

′ト中・大のカテゴリーへの該当は「′トー140％莱洞」  

が51地！言，「や－140～160％」が23地区，「大－160％以  

上」が43地区である。その他準則分布ほ低い方から商い  

方へ春麦区一冬変小米区一冬愛蔵集区一揚予水稲小変区  

冊水稲茶区鵬西南水稲区∵灘用水稲区一水稲両稜虜の順  

となっている。役詔・労働比率（労働力の役畜装備皮）  

の小・rP・大のカテゴリーへの該当は「ノトー53％末梢」  

が55地臥「中一53～72％」が25地区，「大－72％以上」  

が37地区である。そ・の地帯約分布は審麦区や西南水稲区  

において大の地区が多く，冬安高梁区や揚子水稲′ト愛！真  

において小の地区が多い。自作地比率の′ト・中・大のカ  
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ろが少ない。   

上記第1】義げ・は地区の経営が規模は小であるが，内容  

的に充実していて，経常成果において優越している状態  

をネガティビイチイの極に裡くところの，またその反対  

をポジイティビイチイの極に置くところの貌明園子であ  

る。内容が具体的にどのように充実しておりどのように  

充実していないかは明示的ではない。このため地区のこ  

の解析朝への得点の地準約分布をみてみると，次の順序  

でポジイチイビイチイへの得点，ネガティビイチイへの  

得点の／j、から大への移行がある。春変区一冬変／ト米区一  

冬変格染区鵬揚子水草糾、変区一水稲茶区…l現川水稲区一  

酉覇水稲区－という流れである。背海・緩速・骨髄から  

陳閣・山西へと，さらに河北・河淘・山東へとポジイ  

ティビイチイの色彩が滞れ，黎蘭・賛州・四川かち湖  

南・湖北・江酉・福建・淑江へ，さらに安徽・江鮮へと  

ネガティビイチイの色彩が滞れていく。北支大平原と揚  

子江下流洪滴平原など「布けたところ」が中性でこれよ  

り辺境部へ進むほど準北ではポジイチイビイチイの色彩  

が，華中・華南ではネガティビイチイの色彩が破くなっ  

ていく。珠州流域の広東・広蘭地方ほ「掛ナたところ」  

として中性である。こうした地理的分布せもたらしてい  

る因子として，華北対華南の風土差，畑地農薬対水田混  

米の等差の対照性はもちろん，ダブルクロッピングの大  

小や役畜労働比率の大′トの関与もあるが，労働投入や肥  

料投入の集約性の大小関係の関与は滞く，また自作農性  

や兼業依存性の関与も薄いこと，また「拓けたところか  

ら辺境郎」へ向けて得点差があることなどあって国子の  

性質ははっきりしない。ただ，現象的にこうしたネガ  

ティビイチイとポジイティビイティの対抗閲係のパター  

ンが現実に存在していることだけを留窓されたい。   

節2園子の性質を各カテゴリーの【萎】有ベクトルへの関  

与から判断すれば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には，「脇場産出蔑′トー2dキ  

ンダル未満」・「土地生産性太一30キンクル以上」・「労働  

生産性小一11キンタル東浦」・「肱職場＝人あたり産出蕊  

小一3．6キンタル未満」・「労働力規模小一1．8入（ME）  

未瀾」・「農場規模′トー1．1ヘクタール未満」・「作付面撒  

小一1，7ヘクタール未溝」・「耕地1ヘクタールあたり肥  

料投入盛大－14．5トン以上」・「作付1ヘクタールあたり  

肥料魔人蕊大－9．6トン以上」・「排他1ヘクタールあた  

り労働投入慶大－2．6人（ME）以上」・「作付1ヘクダー   

ルあたり労働投入最大－1．7人（ME）以上」・「自作地比  

率太一77％以上」・「農外所得依存率太一17％以」こ」が閲  

与している。このベクトルの性質ほ明瞭である。零細規  

模で成城内で充分な生産をあげることができず，自作地  

がほとんどであっても農外所得に依存することが比校的  

大であるが，農業は労働投下面でも肥料投下面でも集約  

的に経常されており，労働生産性は′卜だが土地生産性は  

火であり，世帯員あたりの産出は小で貧しい，というパ  

ターンの色彩が強い。   

ポジイチイビイティの方向には「戯場産山盛大－42キ  

ンタル以上」・「土地生産性小一1ヘクタール20キンダル  

未滴」・「労働生産性太一1人（ME）16キンダル以上」・  

「世帯員あたり産山螢大－5．5キンタル以上」・「労働力規  

模太一2．3人（ME〉以上」・「農場何棟規模－2．6ヘク  

タール以上」・「作付面積規模大－3．4ヘクタール以上」・  

「耕地1ヘクタールあたり肥料投入蕊′トー7．9トン未  

満」・「作付1ヘクタールあたり肥料牧人蕊小一5．6トン  

東湖」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入蕊′トー1．8人  

（ME）未満」・「作付1ヘクタールあたり労働投入螢小一  

1．2人（ME）未満」・「自作地比率－63％未滴」・「農外所  

得依存率ノトー11％未満」が閲与しているが中・大脳の緑  

営で労働力も充実している。規模の拡大は借地によって  

もたらされているので，小作地比率ほ商い。経営する般  

地面薇は保有労働力の大きさ以上に大なので，濃紫尊莱  

的であってもなおかつ常腿は粗放である。しかし，ダブ  

ルクロッピングの襟度が小でなく，労働・肥料の作付両  

税あたり投入蕊が小になっている。粗放であるため，土  

地生塵性は低いが，磁場産出愛・労働生産性一役詔労働  

比率は関係がない－は大である。というパターンの色彩  

が強度である。   

上記ネガティビイチイとポジイチイビイチイの対抗関  

係で張られる解析軸への各地区の得点の地帯約分布は，  

北支大平原や揚子江洪油平原部でポジイチイビイチイが  

大で，華北酉郵や華中・華南中部が中l軋【瑚川・室筒・  

資州方面でネガティビイチイが大である。   

節3因子の性質を各カテゴリーの固有ベクトルの関与  

から判断すれば次のようなことがいえる。   

ネガティビイチイの方向には，「脳域産出蔑小一24キ  

ンタル末洒」・「‡購学園あたり産出愚小一1人鼠6キンタ  

ル未満」・「残差f鋸首農産出盛マイナス」・「労働力規模／ト  

ー1．8人（ME）未澗」・「腿場面欄規模小一1．1ヘクター   
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ル未満」・「作付両棲規模小一1．7ヘクタール未満」・「耕  

地面相あたり肥料投入戯小一7．9トン」・「作付両校あた  

り肥料投入蕊′トー5，6トン東浦」・「耕地面積あたり労働  

投入教小一1．8人（ME）未満」・「作付商機あたり労働投  

入兇小一l．2人（ME）未満」・「役畜労働比率小一53％未  

満」・「土地利用度大－160％以上」・「筐＝乍地比率太一  

77％以上」■「脱外所得依存率′トー11％未満」などのカテ  

ゴリーの関与が大である。このベクトルの性質も明瞭で  

ある。農場耐租税機はノトであり，農家世帯員数も小であ  

り，労働力規模も′トである。労働の役畜装備腰は′トであ  

る。しかも偽薬尊茶杓である。作付面積あたりの集約度  

が労働においても肥料においても低く，遇場面磯あたり  

労働・肥料の集約度は低い。土地利用度は大であるから，  

土地生塵櫻ほ特に低くないが，規模が小なので膣蟻産出  

盈は′トである。世常闇数は小であっても他帝戯あたり産  

山蒐はノトであり，それほ生産′性から脱明される以上に小  

である。という状態を極とするパターンの色彩か髄い。   

ポジイティビイティの方向には「月造場産出蛍火－′i2キ  

ンタル以」こ」・「土地生産性大－1ヘクタール30キンダル  

以上」－「労亀虫魔性太一1人（ME）16キンダル以上」・  

「世帯戯あたり産山螢－1人5，5キンダル以上」・「残養成  

場産出蔑プラス」一「残差土地生産性プラス」・「残差労働  

生産性プラス」・「残差倣キ毒苧戯1人あたりの産出恩プラ  

ス」・「労働力規模大－2．3（ME）人以上」・「眉墨場規模大  

－2．6ヘクタール以上」・「緋地1ヘクタールあたり肥料  

投入盛大肌1∠l．5トン以上」・「作付1ヘクタールあたり肥  

料投入慶大－9．6トン以上」・「耕地1ヘクタールあたり  

労働茂人漁火－－2．6人（ME）以上」・「作付1ヘクタール  

あたり労働投入駿大－ま．7人（ME）以上」・「役畜労働比  

率72％以上」－「土地利用度小一140％未満」・「lヨ作地比  

率小一63％未満」・「慮外所樽依存率小一11％朱澗」など  

の関与が大である。農場規模は大きく，1紋帯農数も大，  

労働力も充実している。規模拡大にほ借地によるところ  

も大である。土地利用度は′トであるが，肥料・労働の作  

付集約度が大であって，耕地基約度も大となっている。  

労働の役番装備度も大である。こうした常戯の充実を背  

教として，厳壌産山袋の大なのは当然のこと，土地生産  

性・労働生産性も大であり，故幣員数あたり産出鼠もま  

た大である。こうした軽′乳成果の優位はその根拠となっ  

ている規模と集約度あるいは生産性で貌明される程度を  

超えて大である。という状態を極とするパターンの色彩  

が強い。こうしたネガティビイチイとポジイチイビイ  

チイの対抗閥係で晴れる僻析軸に対する各カテゴリーの  

得点の分布を池澤的にみると，ポジイチイビイチイの方  

向に得点が多いのは華北の1那ヒ高原部と華中・華南の南  

西商流郎，それに北文大平原と揚子江洪酒平原であり，  

ネガティビイチイの方向に得点が商いのはその中関の山  

池谷地盆地においてである。  

③ 以上の3つのi針子（解析灘）が形成する3次元の空  

間の中に位澄付けられる各カテゴリーの位関する点のク  

ラスター分析をデンドログラムで示せば次のようになる  

（Fig．ト5）。  

「成功産山盛小一24キンクル東浦」を基点とすれば，  

これと近いカテゴリーのグループは「労働生敵性小】1  

人（ME）11キンタル未満」・「世帯員あたり盛雄一i畿小一  

1人3．6キンタル未満」があり，このグループに接して  

「土地生産性′トー1ヘクタール22キンタル束澗」がある。  

これに接して「労働力規模小一1．8人（ME）未満」・「役  

畜労働比率小一53％未満」・「‡蛙菅員数小一6．0入来溝」・  

「土地利用度大－160％以上」・「農外所得依存率大－  

170％以上」・「作付面積規模小一1、7ヘクタール未浦」・  

「膿瘍親機小一1．7ヘクタール未満」のカテゴリーグルー  

プがある。これに接して「針作地比率太一77％以上」が  

ある。以上が中怪‡の貧農の遇衆経償の特性である。   

上紀に接して「作付1ヘクタールあたり肥料投入螢小  

一5．6トン未瀾」・「排他1ヘクタールあたり肥料投入蕊  

－7．9トン未満」・「作付1ヘクタールあたり労働投入畿  

小一l．2（ME）末梢」・「耕地lヘクタールあたり労働没  

入蕊小一1．8（ME）未満」・「自作地比率′トー63％未満」  

のグループがある。このグループは貧農タイプに関わる  

こともあれば，笛膿タイプに関わることもある。   

これに接して「土地利用度／トー140％未潤」・「土地利  

用度中位－140～160％」・「役畜労働比率太一72％以  

」こ」・「農外所得依存率小一11％未満」のカテゴリーグ  

ループがある。これらは笛戯タイプの農業経常の特性に  

属する。これに接して「戯場産出漁火－42キンダル以  

上」・「土地生産性大－1ヘクタール30キンタル以上」・  

「労働生産性大－1人（ME）16キンタル以上」・「残忍土  

地生産性プラス」・「械叢労働生産性プラス」・「残差農場  

産出蕊プラス」・「世帯員あたり産出盛大－5．5キンタル  

以上」のカテゴリーグループがある。このグループが富  

鹿の鎚某緑営を示すことほいうまでもない。   
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上記に撰して「作付1ヘクタールあたり肥料投入教太  

一9．6トン以」こ」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入盈  

太一1∠l．5トン以上」・「作付1ヘクタールあたり労働没入  

漁火“1．7人（ME）以上」・「排他1ヘクタールあたり労  

働投入愈－Z．6人（ME）以上」のグループがある。この  

グループはかならずしも富農タイプの特性でなく，次の  

カテゴリーグループに超している。「残差農場産出畿マ  

イナス」・「残差土地生産性マイナス」・「残差労働生産性  

マイナス」である。規模や集約度で脱明される推定値以  

下の産出蕊なり生産便なりしか実現しえていないことを  

示す指標が集約度大に接している。これに接して「残差  

聴解貝あたり産出畿マイナス」と「プラス」のカテゴ  

リーが使駁している。こうした残叢のカテゴリーをはさ  

み込んで「世帯員致大－7．6人以上」・「労働力規模太一  

2．3人（ME）以上」・「作付面相規模太一3．4ヘクタール  

以上」・「農場規模太一2．6ヘクタール以上」のカテゴ  

リーグループが置かれている。  

6．生活域造の分析  

①生活構造を負債・貸付の保有状態，衣・食・任の状  

態，冠相磯凝への支出状態の3面からみる。   

申怪l戯家の過半は貸付も負債ももっていない。額の多  

少にかかわらず，生産負磯をもつ膿家「15％以上」のカ  

テゴリーに該当する地区が34地区である。農薬生産は‡当  

家資産の枠組みのなかで行われている。消費負債…その  

原因は単災・水災・兵禍・匪恩・冠婚遼寧餅斌・課税など  

による－はもっと血般約でこれをもつ戯家「35％以上」  

の地区が66地区，「35％未滴」の地区が51地区である。  

負債をもつ農家の負債の額では，「80元以上」の地区が  

42地区，「80元来澗」の地区が75地区である。河北・河  

南・山東・江締t安徴・広衆など撞けたところにおいて  

負機を持つ農家が多く，山地谷地盆灘から西部稀府に至  

る・奥地において負債を持つ農家が少ない（Table3－4）。   

劉寸金をもつ農家「15％以上」のカテゴリーに該当す  

る地区は28地区である。貸付金をもつ農家の貸付金額  

「200元以上」のカテゴリーに絃当する地区が24地区，  

「200元来摘」のカテゴリーに該当する地区が52地区であ  

る。その他節約分和ま負債をもつ農家と同じであるが，  

隣西・山西や名商・教州でも多い。自給的虚業を根底に  

すえた中国では余剰は貨幣でなく現物…戯産物－で貸付  

けられたり，または自家貯蔵がなされ土用することはあ   

ろう。このことに関して「農産物の備蓄がある農家あ  

り」のカテゴリーに該当する地勘ま22地区，「眉墨産物の  

貸付がある農家あり」のカテゴリーに該当する地区は27  

地‡Ⅹであって予想以上に少ない。   

鹿家の食≠‡ミ括においては，中図の場合熱源食様による  

摂顆が圧倒的に大であるとして，1日の摂取カロリーが  

どの程度であるかがまず問題である。成人男子摺取カロ  

リー「3000カロリー朱洞」のカテゴリーに該当する地区  

は39地区，「3000カロリー以上」に該当する地区が65地  

区である。華北畑作地滞では供西・山西地方で猥取儲が  

少なく，華中・華簡の米作地澤ではw四川が少ないのを  

例外としで…摂取盛が多い。恕纏によるカロリー摺取割  

合は「80％東浦」のカテゴリーに該当する地区が29地臥  

「80～90％」に該当する地区が51地区，「90％以上」のカ  

テゴリーに絃当する地区が29地区である。   

穀物の内訳としてはカロリーで「10％以上が米」のカ  

テゴリーに該当する地区ほ華中・華南では例外なくそう  

であり，10％以上が「′ト嚢・小変粉」・「小米」・「高梁」  

といったカテゴリーに該当する地区は華北に基申してい  

る。   

穀物以外の漁業カロリー源としてほ油梯作物・豆敷に  

よるカロリー摂取「5％以上」のカテゴリーに該当する  

地区が28地区，「5％未洒」のカテゴリーに該当する地  

区が78地区である。また革寮顆によるカロリー摂取  

「5％以上」のカテゴリーに該当する地‡gが2∠l地区，  

「5％未洞」のカテゴリーに該当する地区が82地区であ  

る。裳亥当地区の地帯約分布は，熱源の象物依存度にはど  

こも同じであるが，油様作物・豆類依存ほ華北において  

大であり，拳瀞類依存は華中・華南において大である。  

肉・卵など一乳はほとんどない鵬動物食品による粟査摂  

取は僅かである。動物性カロリー全カロリーに対する比  

率「2％以上」のカテゴリーに籠当する地区ほ50地区，  

「2％未満」のカテゴリーに該当する地区は57地区であ  

るが，華中・準南において摂取が多い。ほか野菜の摂取  

につき「1日50グラム以上」のカテゴリーに属する地区  

は86地区，「1日50グラム未満」のカテゴリーに該当す  

る地区は20地区である。この，如こ地滞的な偏りはない。  

砂糖の摂取「1E15グラム以上」のカテゴリーに該当す  

る地区は39地i夏，「1E‡5グラム来洞」のカテゴリーに  

該当する地区は67地区であるが，華中・華南において摂  

取が多く，華北において揮脱が少ない。   
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② 以上の農家の生活構遷に関するカテゴリー群を致螢  

化理論l鋸煩によって盤埋する。この場合研がファージ一  

になることを逃れるため，用いるカテゴリーは次のよう  

にしぼることにする。「負横をもつ農家15％以上」・「消  

歎魚機を持つ農家35％以上」t「貸付金をもつ農家15％以  

上」・「負債をもつ農家の負債金離80元以上」・「貸付金を  

もつ腿家の貸付金額200元以上」・鳩産物の備蓄のある  

農家あり」・「農産物の鎗付のある農家あり」・「成人男子  

摂取カロリー3000カロリー以上」・「成人タラ子掛枚カロ  

リー3000カロリー未満」・「穀物によるカロリー80％束  

㈹」・「敷物によるカロリー90％以ム・「油堪作物・豆類  

によるカロリー5％以上」・「芋薯肇によるカロリー5％  

以上」・「動物性カロリー2％以上」・「砂鵬1E‡5グラム  

以上」・「被服所有1～2点」・「被服所有5点以上」・「任  

屠腿食価格300元来弼」・「位j若飽食価格600元以上」・「婿  

のための特別支出120元以上」・「嫁のための特別支出80  

元以上」・「非のための特別支出90元以上」。   

得られた貌明因子闇づ腹である。節11掛子ほ相関係数  

0．53・固有倦0．28・寄与率12．6％であり，第2i卦予は相  

聞係数0．50・固有偲0．25・璃：与率11．2％であって脱明力  

ほ商い（′1、able4－′i〉。   

節11妙子の固有ベクトルに対する各カテゴリーの関与  

は次のようである。   

ネガティビイチイの方向には「生産負債を持つ農家  

15％以上」・「負倍を持つ農家の負債金額80元以上」・「貸  

付金をもつ農家15％以上」・「貸付金をもつ農家の貸付金  

符ミ200以上」・「曲射勿の備蓄のある農家あり」・「成人男  

子猥取カロリー：う000カロリー以上」・「動物性カロリー摂  

取2％以上」・「砂糖摂取1日5クラム以上」・「被服所有  

5点以上」・「佳屠混食価格600元以上」・「桁のための特  

別支出120元以上」・「嫁のための特別支出80元以上」・  

「葬のための特別支出90元以上」が関与している。   

これに対してポジイティビイチイの方向には「消絞負  

債をもつ鹿家35％以上」・「成人男子摂取カロリー3000カ  

ロリー未滴」・「穀物によるカロリー摂顆80％末梢」・「油  

雉・豆掛こよるカロリー摂取5％以上」・「芋薯掛こよる  

カロリー摂取5％以上」・「被服所有1～2点」・「使屠磯  

舎価格300元来溝」が関与している。   

この‡勾子の性質は明瞭である。食衣住は申閻の農家と  

してほ相対的に充実しているし，冠婚葬祭も派手であり，  

家内には趨廠塘の輔蓄があり，負機よりも貸付にアクセ   

衣についてほ仙経営観椀中位の腿家で…戸主（脳場  

主）の被服所有を「1～2点」・「3～4点」・「5点以  

上」の3カテゴリーを設定した。「1～2点」のカテゴ  

リーに該当する地区は17地軋「3～4点」のカテゴ  

リーに該当する地区は49地区，「5′一札以上」のカテゴ  

リーに該当する地区は∠皇5地区である。1～2点といった  

乏しい状態は各地常に少ないが，隣酉・山閣の貧困地常  

にはかなりある。5点以上は華北に少なく，華中・華南  

に多い。様については∵経営観模中位の農家で…住居・  

飽食評価額「300元来弼」・「：う00～600元」・「600元以上」  

の3カテゴリーを設定した。「300元来弼」のカテゴリー  

には40地臥「300～600元」のカテゴリーには40地臥  

「600元以上」のカテゴリーには28地区の該当がある。こ  

れらの評価緻の三言三体は住屠の評価額であるが，300～600  

元の焦屠で開放は5r軋 瓦屋根は約半ば，壁は土壁，既  

常闇1人あたり10尺平方といった建築である。300元来  

瀾だと間数は3問，瓦屋根ほ2剖，壁は土壁，激職層あ  

たり7尺平方が目安であり，600充以上では間数8軋  

瓦屋碩が2／3，土壁は半分1里椚滞員あたり12尺平方が目  

安となる。華北ほ佳屠が貧弱で「300元未満」または  

「300…600元」に該当する農家が多く，華中・準商は住  

居が比腋的充威しており，「300～600兎」または「600元  

以上」に該当する農家が多い。   

冠婚非祭の状態は婚姻関係と葬儀関係の特別支出の多  

寡によって示される。ほか出生時の祝事もあるが，これ  

ほさほど蕊粟でない。冠婚葬祭関係の支出は経済力の大  

きさに即し，富過と貧戯とで叢があるが，繚骨規模中位  

の鹿家で紛のための特別支出120元，嫁のための特別支  

出80元，葬のための特別支出90元が目安となる。嫡のた  

めの特別支出「120元以上」のカテゴリーに該当する地  

区は40地臥「120元来溝」のカテゴリーに該当する地‡哀  

は75地区である。嫁のための特別支出「80元以ムのカ  

テゴリーに該当する地区は39地区，「SO元来潤」のカテ  

ゴリーに該当する地区は72地区である。非のための特別  

支出「90元以上」のカテゴリーに該当する地区は45地区，  

「90元来溝」のカテゴリーに該当する地区は70地区であ  

る。カ酎こ支出の大なところは嫁の支出も丸 また葬の支  

出も大であり，柳こ支出の小なところは嫁の支出も小，  

非の支出も小である。一般に華北一時に西北部－で支出  

が小であり，華中・肇儀一特に広東地方－で支出が大で  

ある。  
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食物の摂取も大であるが，穀物を主とするよりも多様な  

食材料をとり合わせている。肉・卵も摂取の少ない華北  

の地区が多く入っているため少なくなっているが，華  

中・紫蘭の笛農でほ少ないわけではない。負機を持つ農  

家の割合ほ小であるが，もつ農家の負倍額は大であり，  

貸付金を持つ腿家もその徹も多い。  

③ 以上2つの解椚灘で張られた空間の中で各カテゴ  

リーの位燈する点と点の距椰を手掛かりとしたクラス  

ター分析の結果をデンドログラムに示す（Fig．ト4）。  

「生縫負債をもつ農家15％以上」のカテゴリーを進通  

とする。これに接して「負債を持つ駿家の負債金額60元  

以上」のカテゴリーがある。負債金魯の大きさが生産負  

倍のもたれ方と近いのは注意を紫する。これに接して  

「砂紺灘灘＝E5グラム以上」・「婿のための特別支たIl120  

元以上」・「嫁のための特別支出80元以上」・「非のための  

特別支劇90元以上」・「被服所有5点以上」のカテゴリー  

グループがある。これらを取り囲むように「鷹露聴の貸  

付のある農家あり」・「動物性カロリー摂取2％以上」の  

カテゴリーが位階している。これに接して「被服1～2  

点」のカテゴリーがあるが，この意味はよくわからない。  

これに接して「貸付金をもつ慮家15％以上」・「貸イ寸金を  

持つ農家の貸付金額200元以上」・「住居張合価格600元以  

上」のカテゴリーグループが並ぶ。これにかなり経れて  

「消蔓を負債を持つ農家：う5％以上」のカテゴリーが接し，  

「生産負債を持つ農家15％以上」とでもって上紀謂カテ  

ゴリーを包むかたちとなっている。「消費負債を持つ鹿  

家35％以上」は「成人男子摂取カロリー3000カロリー以  

上」と接しており，さらにかなり離れて「成人男子摂取  

カロリー3000カロリー未満」と「似若投合価格300元来  

満」が位隈している。その外側に他方の油として「穀物  

によるカロリー梯灘ほ0％未満」・「穀物によるカロリー摂  

取90％以上」・「油碩・豆類によるカロリー摂取5％以  

上」・「芋常軌こよるカロリー摂取5％以上」など熱源と  

の取り方を特徴づけるカテゴリーが散在している。  

ントがある。負債ほあっても農業投資のための魯機であ  

る。という健全腿家のパターンがネガティビイチイの様  

にある。これとは反対に，成人男子のカロリー摂取が  

3000カロリーを割るほど，そして敷物一恐らく米や′ト麦  

粉以外の雑穀の割合が多いだろうー以外の豆類やいも頬  

で掛牧されるところが多いほど，食生活は貧弱である。  

衣や住も同様に貧弱である。貯蓄の余裕はなく，消費負  

債をかかえている。というパターンをポジイチイビイ  

チイの経としている。この対極をもって張られた解析側  

に対する得点は，華北にポジイチイビイチイの方向への  

得点をもつ地区が…特に潜海・－‡三相訂・憐西・山酉などに  

おいて－多く，反対に華中・華覇にネガティビイチイの  

方向への得点を持つ地区が…特に江鮮・安緻・湘江・福  

建・広東・整簡などにおいて一大である。   

節2国子の固有ベクトルに対する各カテゴリーの閲与  

は次のようである。   

ネガ、ティビイチイの方向には「生産負債をもつ農家  

15％以上」・「消費負債をもつ厳密35％以上」・「鷹姦簡の  

貸付のある鹿家あり」・「成人男子摂塀カロリー3000カロ  

リー未諦揖・「穀物によるカロリー摂取90％以ム・「動物  

性カロリー榔Ⅸ2％以上」・「被服所有1～2点」・「住居  

過食価格300元来溝」といったカテゴリ…が関与してい  

る。   

ポジイチイビイチイの方向には「鋸費をもつ農家の負  

傲鋸齢0元以上」・「貸付金を持つ彪塗家15％以上」・「貸付  

金を持つ農家の貸付金額200元以上」・「舷産物の備蓄が  

ある農家あり」¶「成人男子鋲眼力ロリー3000カロリー以  

上」・「穀物によるカロリー摂取80％束澗」・「河】耀・豆類  

によるカロリー摂取5％以上」・「軍務類によるカロリー  

摂取5％以上」・「砂糖1日5グラム以上」・「被服所有5  

点以上」・「佳屠戯食倒格600元以上」などが閲与してい  

る。冠婚靡餅への関与は乏しい。   

第11温子と同根に鹿家生活の良否を仕訳するが，仕訳  

のなされ方が異なる。衣校は朝来であり，不充分である。  

ただ食事の内容が穀物一辺倒である点に特色がある。ど  

ちらかといえば華中・華南の貧農に多いタイプであって，  

この地区的結線性により肉や卵の摂取が多くなっている。  

消饗負債をもつことは多く，現物での般産物の貸借も広  

く行われている。生産資金の借り入れも多い。しかし負  

債の金村は大でない。といったパターンがネガティビイ  

チイの梅にある。これに対して，衣佐は充威しており，  

Ⅲ．中国戯梁の経営構造と自然・営農・就業・生活と  

の関連   

1．経営構造と自然条件との関連分析  

① 総督柵造のアスペクトを示す指瑠カテゴリーと自然  

条件とのアスペクトを示す指樽カテゴリーを合体させた   
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広いアスペクトで数蕊化理論Ⅲ頼による分析を行う。得  

られた固有ベクトルは3佃である。節1阻子は相関蘭凝  

0．55・固有催0．30・寄与率16．9％，第2園子は職関係数  

0．45，固有催0，20・番与率11．3％，第封菱上手は相聞係数  

0．4l・固有偶0．17・寄与率9．5％であった（Table4－7）。   

節1園子の性質を固有ベクトルへの各カテゴリーヘの  

関与から統み取れば次のとおりである。   

ネガティビイチイの方向にほ「‥り也谷地盆地」・「1月  

平均40c以上」・「作物生皮日数300‡ヨ以上」・「年間駿  

1500mm以上」・「各年間数密度指数25％未満」・「単災  

の郷皮4垣】未浦」・「土壌p‡i7．～l未満」・「水稲土」・「水  

田比率50％以上」・「総面魯農家密度50以上」・「遇家世澤  

脳数小一6．0入来溝」・「労働力規模小一1．8人（ME）未  

満」・「農場規模′トー1－1ヘクタール未満」・「作付面積規  

模′トwl．7ヘクタール未開」・「土地利用度太一160％以  

上」・「排地1ヘクタールあたり労酸攻入巌太一2．6人以  

上」・「作付1ヘクタールあたり労働投入澄大－1．7人  

（ME）以上」■「役畜労働比率太一72％以上」・「鬼婆外所得  

依存率小一11％来溝」・「土地生産性太一1ヘクタール30  

キンタル以上」・「労働生産性太一1人（ME）16キンダ  

ル以上」・「世帯あたり産出聡大－5，5キンタル以」二」・  

「残遊戯場産山蕊プラス」・「残差土地生麗憾プラス」t  

「残差労働生産性プラス」のカテゴリーが関与している。   

ポジイチイビイチイの方向には「高原」・「平原」・「1  

月平均－40c以下」・「作物生長日数230日末梢」・「年禰  

盈500mⅥ来軌き・「各年問蕊密度指数25％以上」・「土  

壌pH臥4以ム・「黄土」・「畑地比率50％以上」・「総面  

積耕地比率20％未満」・「駿河薇農家敵艦10未満」・「鹿家  

世帯員数太一7．3人以上」・「労働力規模大－2，3人（ME）  

以」ニ」・「農場規模大－2．6ヘクタール以上」・「作付i掛椿  

規模大－3．′lヘクタール以上」・「土地利用度小一140％未  

満」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入畿小一1．8人  

（ME）未満」・「作付1ヘクタールあたり労働投入蕊小一  

1．2人（ME）未満」・「排他1ヘクタールあたり肥料投入  

螢小一7．9トン未溝」・「作付け1ヘクタールあたり肥料  

投入蕊ノj、－5．6トン未満」・「役畜労働比率′トー53％米  

綿」・「農場産出澄小一24キンダル未満」一「土地生産性小  

冊lヘクタール20キンタル未満」・「労働生産性′トー1人  

（ME）11キンタル来朝」・「世帯員あたり産出蕊小一3．6  

キンタル末梢」・「残差農場産出巌マイナス」一「残差土地  

生産性マイナス」・「残差労働生産櫻マイナス」のカテゴ  

リーが関与している。   

以上よりこの針子－は‡当然条件節1因子と経常構遷灘2  

因子を蕊ね合わせた色彩が強い。しかし，単なる兼ね合  

わせでほなく，‡当然射牛の華北対華lや・輩簡の対洗閲係  

に即してそれに合わせるように経営構造面に伯償卜瑚え  

ばネガサイビイティの方向には農場産出螢の】関与を減じ  

労働強約皮の関与を増加ほせるかたわら，ポジイチイ  

ビイティの方l如こほ労働や肥料の投入集約度の低さを際  

立たせるといった條iE鵬を加えるかたちで固有ベクトル  

を桃成している。経営観椴が小なのに生産性が商い，経  

営戚餞が大なのに生産性が低い，その商さと低さは躯約  

度で山都了解できるけれどむ なお規模や躯約度で根拠  

づけられる以上のものがあり，それは華中・準南の風土  

に応じた戌薬種菅パターンの紫北の風土に応じた農業繚  

′き首パター ンに対する優位として示される。   

節2園子の性質を固有ベクトルの関与から統み取れば  

次のようなことがいえる。   

ネガティビイティの方向には「商原」・「山地谷地盆  

地」・「1月平均－40c以下」・「作物生成日数230日求  

刑」・「各年補数密度指数25％未満」・「水災の頻度4国東  

溝」・「土壌pH7．4宋瀾」・「水稲土」・「総面務紺色比率  

20％未洞」・「総1掛観蔑家密度10末梢」・「戯墟規模小一  

l．1ヘクタール未綱」・「作付簡了租規模1．7ヘクタール未  

満」・「土地利用度中位－1∠ま0～160％」・「耕地1ヘクター  

ルあたり労働投入盛大－2．6（ME）人以上」・「作付面穏  

あたり労働牧人蒐大－1．7人くME）以上」・「耕地1ヘク  

タールあたり肥料投入盛大－14．5トン以上」・「作付1ヘ  

クタールあたり肥料投入螢太一9．6トン以上」・「役畜労  

働比率72％以上」・「酎乍地比率太一77％以上」・「慮外所  

得依存率大－17％以上」・「脚弟産出数小一2dキンタル来  

朝」・「労働生産性小一11キンタル東浦」・「牡滞員あたり  

産出畿小一3．6キンタル未満」・「残差農機産出鹿マイナ  

ス」・「残差土地生雄性マイナス」・「残差労働生産性マイ  

ナス」のカテゴリーが閲与している。   

ポジイチイビイチイの方向には「平原」・「各年雨蕊密  

度指数25％未満」・「土壌pIi7．4以上」・「蟄土」・「総面  

稜耕地比率40％以上」・「総面積戯家密度指数50以上」・  

「農家世幣員数小一6．0人東浦」・「戯場規模太一2‘6ヘク  

タール以上」・「作付蘭ギi規模大－3．4ヘクタール以上」・  

「耕地lヘクタールあたり労働投入蕊小一1．8人（ME）  

未澗」・「作イ寸1ヘクタールあたり労働投入盛小一1．2人   
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（ME）来朝」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入蕊′トー  

7．9トン未満」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入盈小  

一5．6トン末軋・「役畜労働比率小】53％木浦」・「自作  

地比率′トー椚％来洞」・「脳場既出盛大－42キンタル以  

上」・「土地生産性大－30キンタル以上」・「労働生産性大  

－16年ンタル以上」・「枇常闇あたり産出盛大－5．5キン  

ダル以上」・「残差農場放出党プラス」・「残差土地生産性  

プラス」・「残差労働鮎射当ミプラス」が関与している。   

以上より，この園子は自然条件節2園子と軽骨構造灘  

2園子を盛ね合わせた色彩が強い。しかし，この場合も  

単なる蕊ね合わせでほなく，自然条件ぶおける拓かれた  

ところと描かれていない所の対抗関係に即してそれに修  

正一例えば労働力親機の関与が静くなり，馴乍地比率や  

残差の関与を漉くするといった修正－を加えるかたちで  

固着ベクトルを構成している。ネガティビイチイの極に  

ある戯紫綬常パターンは拓けていないところのそれであ  

る。批難の規模ほ小でないが，経営の両種的な規模は小  

である。ダブルクロッピングほ中位で作付延両紙も小で  

ある。他方，作付作物の労働と肥料の集約度が大である  

ことが土地生産性を大にする役割は比較的弱く，慮場産  

出蕊は小である。労働生麗性ほ当然小である。産出鹿や  

生産性の低位は規模と炎約度で脱明される以上に低位で  

ある。付帯的に自作地比率が大で，農外所得依存率が大  

である。ポジイチイビイチイの機にある戯莱緯営パター  

ンは拓けたところのそれである。世帯員の規模は小であ  

るが，艇憫－の所載的な規模ほ大である。ダブルクロッピ  

ングが′トではなく，従って作付面積規模は大である。作  

付作物の…従って土地利用の】労働・肥料基約皮は小で  

ある。労働の役畜装備艦も低い。鍛約度の低位は土地生  

産性を制約しているが，特に引き下げているわけではな  

い。このようにして産出巌や生産性は高く，その高さは  

規模と基約度で脱明される以上に商世である。仲澤的に  

′ト作他の割合が大きい。もとより拓けていない辺地に朝  

放だが耐竜一i親機の大きい経常ほ多いかもしれないし，拓  

けた平野に集約だが而梯規模の小さい経営が多くあるか  

もしれない。むしろその方が地代によるインチンシプと  

イクステンシブの仕訳－チエーネンの法則一に即してい  

る。しかし中桓】全体をとらえた統計的帰納としてはこの  

ようである。   

節3因子の性質を固有ベクトルから読み取れば次のよ  

うである。  

ネガティビイチイの方向には「山地谷地盆地」・「平  

原」といった地勢のほか，「1月平均40c以上」・「作物  

生長目数300日以上」・「各年開成1500mm以上」・「各年  

補数密度指数25％未納」・「土壌pH7．4末i恥・「水稲  

土」といった華中・華滴の‡当然条件に該当するカテゴ  

リーが閲与しており，「総耐穐耕地比率40％以上」・「総  

両税農家密度50以上」が関与している。さらにおなじ方  

裾こ「脳瘍規模大－2．6ヘクタール以上J・「作付面鱗規  

模大∵3．4ヘクタール以上」・「労働力規模太一2．3人  

（ME）以上」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入蕊′トー  

5．6トン未澗」・「作付1ヘクタールあたり労働没入盈′ト  

11．2人（ME）東浦」・「排他1ヘクタールあたり肥料投  

入盛小一仙7，9トン未満」・「耕地1ヘクタールあたり労働  

投入魔小一1．8人（ME）未滴」・「役畜労働比率53％未  

満」，といった華北型のカテゴリーが閲与している。ま  

たさらに「土地利用度中位－140～160％」・「土地利用度  

太一160％以」二」・「自作地比率小一5：う％末澗」といった  

華中・華南塑のカテゴリーが関与している。そしてきら  

に「農場渡出鼠小一24キンタル未溝」・「労幼生鍾性小一  

16キンタル末梢」・「世帯員あたり産出蕊′トー3．6キンタ  

ル未満」・「残差農場産出駿マイナス」・「残差土地生産性  

マイナス」・「残差労働生産性マイナス」，といった華北  

型のカテゴリーが関与している。   

ポジイチイビイチイの方向には「高原」のほか「1月  

平均－40c未潮」・「作物生成‡ヨ数230日未満」一「年雨螢  

500mm未満」・「各年間数等削変指数25％以上」・「土壌  

pIi7．4未満」といった華北魔の‡当然条件に該当するカ  

テゴリ…が関与しており，「総面租耕地比率20％未摘」・  

「総面穐農家糖度10未満」，といった華北・華中・華南を  

問わず拓けていないところに該当するカテゴリーが関与  

している。さらにおなじ方向に「農場規模ノト冊l．1ヘク  

タール未満」・「作付面積規模小一1．7ヘクタール未満」・  

「労働力規模小一1．8人抽駐卜未満」・「作付け1ヘク  

タール肥料投入蒐大－9．Gトン以上」・「耕地1ヘクター  

ルあたり肥料投入鼠太一14．5トン以上」・「作付1ヘク  

タールあたり労働投入盛大－1．7人（ME）以上」・「耕地  

1ヘクタールあたり労働投入蛍火－2．6人（ME）以  

上」・「役畜労健比率太一72％以上」，といった華中・華  

南型に雷亥当の多いカテゴリーが関与している。またさら  

に「土地利用度小一140％東浦」・「自作地比率太一77％  

以上」，といった鱒北廻のカテゴリーが関与している。   
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そしてさらに「農場塵Ⅲ敦夫－42キンダル以上」・「土地  

生産性20キンタル以上」・「労働生滅性16キンタル以  

上」・「残差農場兼揖駿プラス」・「残産土地生勘当三プラ  

ス」・「残姦労働生産橡プラス」，といった華中・華南廻  

のカテゴリーがl粗与している。   

気温と降雨に恵まれ また描けた土地であり，当然脆  

約的戯某が期待される自然条件の下にあるが，現実の脳  

莱経営は粗放…とりわけ作付け集約鹿が小…であり，そ  

の粗放性は商能摩と結合しておらず…労働の役畜装備磯  

も小である脚，土地と労働の生産性ともに，また股場産  

出澄も低位血税膜や解約度で説明される以上に低位…で  

ある。規模の大きさは小作地の割合の大きさと結合して  

おり，巌家所得はさらに小である。というパタ【ンがネ  

ガティビイティの塵にある。これとは対照的に気温や降  

滴に恵まれず．また掛ナていない辺地にあり，当然粗放  

的農薬が期待される許無条件の下にあるが，現実の競業  

軽骨は鍛約山とりわけ作付集約度が大－であり，その集  

約性が充実した営農と結合しでおり－労働の役畜装備度  

も大である－，土地と労働の生産性ともに，また農場産  

払汲も商位一塩模や集約度で脱明される以上に商佐一で  

ある。税率賂の小ささは乱作地の大きさと結合しており，  

腿家所得ほさらに大である。というパターンがポジイ  

チイビイティの梅にある。節3艶子は上記のような対抗  

関係を体現しているが，気温や降闊に恵まれているいな  

いの別，集約的と粗放的の箕批 放出蕊や生産性における  

商い低いの別，自作地の大小の別，などはそれぞれベク  

トルを構成する成分の帰面における色彩の差であること  

に注窓すべきである。  

② 以上の3つの解析紬で張られた空間内に各カテゴ  

リーが位擬する点の近さに基づくクラスター分析の結果  

はデンドログラムに示す（Fig．1－7）。  

「農場産出駿小一2∠iキンタル来朝」・r労働生産性ノトー  

11キンタル未溝」・「即行員あたり産山戯小一3．6キンダ  

ル未満」がまず1つのカテゴリーグループをつくる。こ  

れに接して「労働力規模小一1t8人（ME）未洒」・「作付  

両横規模小一1．7へクタ】ル未溝」・「農場規模1、1ヘク  

タール未満」・「役畜労働比率小冊53％未満」・「lヨ作地比  

率太一77％以上」のカテゴリーグループがある。これに  

接して「ぷ塗外所得依存率小一11％刺筍」・「農家聴常闇数  

ノトー6．0人未満」・「農外所得依存率太一17％以上」のカ  

テゴリーグループがある。これに接して「土地利用度大  

ー160％以」ニ」・「水稲土」・「土塊pIi7t‘1未溝」・「1月  

平均40c以上」・「作物生長目数300月以上」のグループ  

が位閲している。これに接して「鮎也比率50％以上．】  

「自作地比率′卜司3％未澗」・「役畜労働比率大－72％以  

上」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入蕊－5．6トン未  

瀾」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入漁小一7．9トン  

栄滴」・「平原」・「総面相郷地比率40％以上」・「作付1ヘ  

クタールあたり労働投入蕊′トー1．2人（ME）未納」・「耕  

地」ヘクタールあたり労働投入蕊小一1．8人（ME）未  

満」のカテゴリーグループがある。上紀に接して「l力地  

谷地盆地」がある。   

これに接して「土地利用度坤榎－140～160％」がある。  

上記に接して「土地生産性火－1ヘクタール30キンタル  

以上」・「水田比率50％以上」・「総面穐戯家密度太一50以  

上」・「作付1ヘクタールあたり労働投入蛍大－1．7人  

（ME）以上」・「義昭也1ヘクタールあたり労簡投入螢大十  

2．6人（ME）以上」・「紙面械農家比率小一20％未満」・  

「年桐汲1500111m以上」のカテゴリーグループがある。  

上記に接しで「土地生産性小一1ヘクタール1iキンダル  

未満」・「各年関数ろ酎酎旨数25％以上」・「土塊pl王7．4以  

上」・r黄土」のカテゴリーグループがある。上記に接し  

て「残差肱節員あたり産出鹿プラス」・「労働力規模太一  

2．3人（ME）以上」・「鷹家晩稲員数太一7．3人以上」・  

「農機規模太一2－6ヘクタール以上」・「作付面租規模太一  

3．4ヘクタール以上」のカテゴリーグループがある。上  

記に接して「残差農場産山畿マイナス」・「残姦土地生藤  

牧マイナス」・「残差労働鹿渡性マイナス」のカテゴリー  

グループがある。   

上記に接して「作付1ヘクタールあたり肥料投入螢小  

一5．6トン末浦」・「排他1ヘクタ…ルあたり肥料投入蕊  

′トー7．9トン未洞」J鍬軋・「総面薇農家密度10米綿打－  

「土地利用度ノトー1尋0％末溝」・「1月平均－40C未満」・  

「作物生産目数23別ヨ未満」・「申開駿500nlm未満」のカ  

テゴリーグループがある。上紀に接して㌻械差▼鋸首鼠あ  

たり産出畿マイナス」がある。さらにこれに接して「労  

働生産性大∵ほキンタル以上」・「残差農場産出蕊プラ  

ス」・「残差労幾生産性プラス」・「世帯員あたり産山巌大  

－5．5キンタル以上」のカテゴリーグループがある。こ  

れに接して「腰墓場産山澄大－42キンクル以上」がある。   
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以上」・「豆煉作付10％以」ニ」・「球茎・根菜牽麦作付5％以  

上」・「果樹・そ薬類作付5％以上」・十アールあたり収  

穫股「小変1．0キンクル東浦」・「小米1．0キンタル末  

梢」・「岡以上」・「高梁1．0キンタル未満」・「阿以上」・  

「大豆1◆0キンタル以上」・販売用農産物「ノト変・大麦」・  

「小米・商染－とうもろこし」・「豆乳・「油棟作物」・  

「柵・麻・繭」・「鯉生産家畜膿家比率30％以ム・「生産  

家畜朝立数0．5以上」・「かんがい作物両種比50％末溝」・  

「3年に1園は欠水」・「災番による逃荒者10％以上」・  

「災審による飢飢肴10％以上」・「農家のほ場数5未溝」・  

「ほ場までの距離1km以上」・「零細舷瘍が多い」▼「過  

去10年間で施肥魔蘭少20％以上」・「作付1ヘクタールあ  

たり肥料投入漫小一5．6トン東浦」・「耕地1ヘクタール  

あたり肥料投入澄小一7．9トン未納」・作物作業日数「小  

麦70日未納」・「小米・高梁・とうもろこし70‡ヨ末浦」・  

「作付1ヘクタールあたり労働投入教／トー1．2人（ME）  

未満」・「排地1ヘクタールあたり労働投入巌小一1．8人  

（ME）未溝」・「膿磯産出盈小一24キンダル未満」・「土地  

生産性小一1ヘクタール20キンタル未開」・「労働生産層  

ノト柵1人（ME）11キンタル未満」・「残忍腿場産出駿マ  

イナス」・「残姦土地生産性マイナス」・「残差労働生産性  

マイナス」・「慮外所得依存率大－17％以上」・「銀租比率  

20％以上」が関与している。   

以上より第1園子の性質は明瞭である。華中・華南彗生  

水関脇楽において，農家は小家族で小規模の脱糞経常を  

営むが，その儀■農の内容は水稲中心に充実している。農  

地は零細地片の散在であるが，作薬能率は－労働の役畜  

装イ翻変も大で…低くはない。ダブルクロッピングの度合  

いほ大で，種々な作物の耽り合わせ鵬主作物である水稲  

に従作物として小安・大変・なたねなどを併せ，また副  

産物に養蚕・タバコ・ケシ・茶・さとうきびなどを加え  

て－，作業や施肥の精度は大である。集約常脱が農場而  

穐規模の′トささを補い，土地生儲憫濃けでなく農瘍産山  

蕊や労働生産性をも大とし，その高さは規模や狼約度で  

説明される以上に商い。というパターンがネガティビイ  

チイの榛にある。華二化覿畑地農薬で，農家は比較的大家  

族で比較的規模の大きい緑営を営むが，その営戌の内容  

は粗放である。′ト愛・大変・小米・商魂・豆類・棉花の  

越路でローテーションを組んでいるが，気温や降閥の制  

約からダブルクロッピングの度合いほ低く，作業や施肥  

が充分でなく，土地生産性が低い。ほ域ほまとまってい   

2．経営構造と営農構造の閑適分析  

① 轟計削待避のアスペクトを示す指捧カテゴIノーと営農  

構造のアスペクトを示す抱擁カテゴリーを合体させた広  

いアスペクトで数教化理論m煉の分析を行う。得られた  

‡萎j有ベクトルは2つでこれ針節1，2因子とする。第1  

園子は相関係数8．5巨固有機0．26・寄与・準11．0％，節2  

園子はヰ馴関係数0．41・固有倦0．16・寄与率7．2％である  

（Table4－8）。   

節1因子の性鱈を固着ベクトルの各カテゴリーの関与  

からみれば次のとおりである。   

ネガティビイチイの方向には，「鬼婆家世帯員数ノトー6．0  

入来溝」・「労働力規模小一1．S人（ME）未満」・「農場規  

模小一1．1ヘクタール未満」・「作付面積規模小一1．7ヘク  

タール未満」・「役畜労働比率太一72％以上」・「穀物作付  

80％以上」・「水稲嘉体（30～50％）」・「油楳作物5％以  

上」・「桑・麻・棉作付5％以上」・「タバコ・ケシ・茶・  

さとうきび作付5％以上」・十アールあたり収穫盛「水  

稲3．0キンクル以上」・「同未納」・「小変1．0キンタル以  

上」・販売用農産物「米」・「小安大変」・「タバコ・アヘ  

ン」・「無生産家畜鹿家比率29％未満」・「生産家畜単位数  

0．3以下」・「かんがい作物面穐比50％未満」・「欠水な  

し」－「遇家のほ場数15以上」・「過去10年問施肥蕊増加  

20％以上」・「施肥螢増減なし50％以上」・「粕類・化学肥  

料の使月弓」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入盛大十  

9．6トン以上」・「耕地1ヘクタールあたり肥料魔人農大  

－14．5トン以上」・作桝乍某日数「水稲150日未満」・「水  

稲200日以上」・「ノト変100蔓ヨ以上」・「作付1ヘクタールあ  

たり労働殺人鬼大－1．7人（ME）以上」・「耕地1ヘク  

タールあたり労働投入螢大－2．6人（ME）以上」・「農場  

産山盆太一ノ12キンタル以上」t「土地生産性大－1ヘク  

タール30キンタル以」こ」t「労働生産性大－1人（ME）  

16キンタル以上」・「世帯員あたり産出澄太一5，5キンダ  

ル以上」・「械差ぷ墓場産出蛍プラス」・「残差土地生産性プ  

ラス」・「残差労働生産性プラス」・「農外所得依存率小一  

11％末瀾」が関与している。   

ポジイチイビイチイの方向には「農家枇常闇数太一  

7．6人以上」・「労働力規模太一2．3人ME）以」こ．j・「農場  

規模太一2．6ヘクタール以上」・「作付両税規模大－3．4ヘ  

クタール以上」・「役畜労働比率小一53％東湖」・「土地利  

用度小一140％未満」・作付「麦類主体（：う0％以上）」・  

「小舅ミ10％以上」・「高梁10％以－1こ」・「とうもろこし10％  
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上」・「小米1．0キンタル以上」－「商魂1．0キンタル以  

上」・「大豆1．0キンタル以上」・販売用農産物「小麦・大  

麦」・r‾小米・高梁・とうもろこし」・「棉・雁・繭」・「鰊  

生鹿家畜農家20％来朝」・「かんがい作物面積比50％く来  

朝」・「欠水なし」・「農家のほ場数5東浦」・「施肥駿増減  

なし50％以」こ」・「作付1ヘクタールあたり肥料牧人蕊小  

一5．6トン莱洒」・「排他1ヘクタール肥料投入教小一7．9  

トン菜摘」・作物作東日数「小安ア0冒束軌・「小米・商  

淡・とうもろこし100軋以上」・「作付1ヘクタールあた  

り投下労働蔑小一1．2人（ME）未満」・「耕地ユヘクター  

ル洩下労働蔑小一1．8人（ME）米酒」t「農場産出畿大－  

42キンタル以上」・土地生産性関与なし・「労働生産性大  

洲16キンタル以上」・「世帯員あたり産出盛大－1人5．5  

キンタル以上」・「残差膿墟産山螢プラス」・「械義士地生  

産性プラス」・「残差労働力三並性プラス」・「酎乍地比率′ト  

ー63％末潤」・「銭税比率20％以上」・「慮外所得依存率小  

一11％未満」のカテゴリーが関与している。   

以上より範2園子の性質も明瞭である。第1園子と同  

様に華中・紫蘭灘水田農薬対華北豊洲〝地虚業の対抗関係  

を示すが，経′乳成果との対応閲係が迎となっている。華  

中・華南豊水田虚業の属性であるところの経骨盤摸小・  

土地利用度淡・水稲中心の作物取り合わせの枠組みの申  

で軽骨が不振である。労働の役畜装棚皮も高く，米の十  

アールあたり収澄も低くないが，水稲作の地位は華中・  

華南としては比校的低く，したがって取り合わせる麦類  

や雑穀・豆類あるいは副敵纏の肥培管理が蕊紫なのであ  

るが，その粕鹿が低い。施肥瀾で停滞ないしは退化がみ  

られる。かんがい面穐比率は商いが，3年に1園ほ欠水  

となっいる。労働投入畿は大なのに，土地生産闇は高く  

ない。このため労働生産性・磁場産山澄とも低位にあり，  

その低位性は規模や爽約皮で説明される以上に低い。小  

作地をもって規模を拡大しようとする方向より，戯外所  

得へ向かおうとする傾向がある。というパターンがネガ  

ティビイチイの極にある。これに対し華北墾雲仙也農業の  

属慄である経常規模大・土地利月引受小・変頬糠穀類主体  

の作物取り合わせの枠組みの中で，経償が商い成果を」二  

げている。小変・／j、米・観衆・大層など主力作物の十  

アールあたり収蕊が商い。また珊作が商い生産力をもた  

らしている。労働と肥料の基約度は小であるが，畑作物  

としての肥培乱 作某日数からみても施肥動向からみて  

も，充実している。土地生産性は特に低くなく，労働塵   

るが，労働の役畜装備度は小で，作莱能率したがって労  

働生産性は商いという状態になっていない。規模は大な  

のに燵功産山恩は小さい。災写如こよる不安定は逃荒や飢  

眺の原因になっている。こうした低さは規模や塊約皮で  

説明される以上に砥い。兼英機詔でシェアタロッパーが  

多い。というパターンがポジイティビイティの槌にある。   

節21当千の性質を固着ベクトルへの各校の関与で示せ  

ば次のようである。   

ネガティビイチイの方和こは，騨粁規模や労働力規模  

は関与しないが，「遇瘍規模′トーl．iヘクタール未満」・  

「作付而櫻観摸小一1．7ヘクタール未満」・「役畜労働比率  

大－72％以上」・「土地利用度太一ユ60％以上」暮「敷物作  

付60％未満」・「水稲主体（50％以上）」・「水稲主体（30  

～50％）」・「油梯作物作付50％以上」・「球茎・根葉頬作  

付5％以上」・「果樹・そ英雄作付5％以上」・「タバコ・  

ケシ・茶・さとうきび作付5％以上」・十アールあたり  

収穫畿「水桶3．0キンタル以上」・「′ト変1．0キンタル末  

洒」・「′ト米1．0キンタル未満」・「大豆1．0キンダル来  

朝」・販充用髄産物「釆」・「タバコ・アヘン」・「糖生産  

家畜農家30％以上」・「生薫別塗家畜単位数0．5以ム・「か  

んがい作物面積比50％以上」・r3年に1回は欠水」・鳩  

家のほ場数15以上」・「過去10年聞で施肥蕊減少20％以  

上」・「作付iヘクタールあたり肥料投入漁火－9▲6トン  

以上」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入駄犬∵1右5ト  

ン以上」・作物作東員数「水稲150日米桝」・「ノト麦100日  

以」ニ」・「作付1ヘクタールあたり労働投入駿太一1．7人  

（ME）以上」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入駿大－  

2．6人（ME）以上」・「巌墟産山蕊小嶋24キンダル未  

満」・土地鮎生憎瀾与なし・「労働生産性ノj、－1人（ME）  

11キンダル末梢」t「眈滞員あたり産出駿小一1人：i．6キ  

ンタル東湖」・「残差ぷ込域産山螢マイナス」・「残差土地生  

産性マイナス」・「残叢土地生縫性マイナス」・「自作地比  

率太一77％以上」・「鬼婆外所得依存率大－17％以上」のカ  

テゴリーが関与している。   

ポジイチイビイチイの方向には，世帯規模や労働力瑛  

膜ほ関与しないが，「戯墟規模光一2．6ヘクタール以  

上」・「作付両種規模太一：う．4ヘクタール以」こ】J・「役畜労  

緻比率′トー53％未澗」・土地利用度関与なし・「小米作付  

10％以上」・「高梁作付10％以上」・「とうもろこし作付  

10％以上」一「豆類作付10％以上」・「桑・麻・棉作付50％  

以」こ」・十アールあたり収穫盈「′卜変1、0キンダル以  
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魔性・農場産山螢ほ商様にあり，その商位性は規模や集  

約度で説明できる以上である。小作地を践勅で持とうと  

する傾向がある。というパターンがポジイチイビイティ  

の梅にある。  

② 以上の第巨2因子の解析舶Iiで張られる空l射こ各カ  

テゴリ山の位徽づけられる点と点の距離に基づいて，ク  

ラスター分析を行った結果はデンドログラムに示すとお  

りである（Fig，ト8）。   

基点として「膿繊度山数ノトー24キンタル未満」が聞か  

れる。これに接して「労働生産性小一1人（ME）11キ  

ンタル未満」・「土地生産性小一1ヘクタール20キンダル  

未納」▲ 「球茎・根菜類5％以上」・十アールあたり収穫  

蔑「小変1．0キンダル未満」のカテゴリーがあり，1つ  

のグループを形成している。これに接して「ニヒ他生産壮  

大－1ヘクタール30キンダル以上」・作付「水稲主体  

（50％以上）」・「十アールあたり収穫親水稲3．0キンダル  

以上」・「残差世帯員あたり庶出蕊マイナス（土地生起性  

と労働生産慄が大であることを示す）」・「瓶類・化学肥  

料の伐期」・作物作業日数「水稲150針東浦」のカテゴ  

リーが位優している。   

これに接して「役畜労働比率太一72％以上」・「自イ乍地  

比率小一63％未軋・「敷物作付80％以上」・「欠水な  

し」・「過去1囲ま糊で施肥盈増加20％以上」・「穀物作付  

60％束捕」・販売周慮蔵物「タバコ・アへン」・作付「水  

稲主体（30－50％）」・十アールあたり収穫巌「／ト変1．0  

キンタル以上」・「過去10年間で施肥澄増減なし50％以  

上」－「3年に1回以上欠水」のカテゴリーグループがあ  

る。これに接しで「腿外所得依存率小一11％未滴」のカ  

テゴリーが位駁する。これに接して「土地利鞘度小一  

140％未満」・「無生産家畜農家30％以上」・「過去10年問  

で施肥戯減少20％以」二」・「零細磁場が多い」・「ニヒ地利用  

度中位－140～160％」・販充用戯産物「豆類」・「災審に  

よる逃先着10％以上」・「分科比率10％以上」・「農家のほ  

場数5未満」のカテゴリーグループが位攫する。これに  

接して作付「麦類主体（30％以上）」・十アールあた【）収  

穫蛍「大豆1．0キンタル米桝」・「豆類作付10％以上」・  

「小米・きび作付10％以上」・「l…雲作地比率太一77％以  

上」・「股外所得依存率太一17％以」1・「恩寵枇常虜勃小  

一6．0人未満」・販発用農産物「′ト変・大麦」のカテゴ  

リーが位駁する。これに接して「土地利用度大十160％  

以上」・「過去10年間で施肥増加20％以上」のカテゴリ…   

が檻徽する。これに接して作物作業目数「小米・商雄・  

とうもろこし100日以上」のカテゴリーが枚数する。こ  

れに接して「作付1ヘクタールあたり肥料投入蕊小鵬  

5．6トン未洞」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入蕊′ト  

ー7．9トン射猟‡・「役畜労働比率′ト…53％未満」・販売用  

遇産物「榊・麻・繭」・「銭租比率10％以上」一版充用戯  

産物「紬耀作物」・「作付1ヘクタ岬ルあたり労働投入蕊  

小一1．2人（ME）未満」・「緋地1ヘクタールあたり労働  

投入蒐小一1．8人（ME）未満」・「残差槻瀾闇あたり塵比  

螢プラス（土地生産惰と労働生産性が小であることを示  

す）」t「労働力規模大－2∴∃人（ME）以上」・「農家世帯  

員散大－7．3人以上」・「ほ蟻までの距離1km以上」・作  

付「とうもろこし用％以上」のカテゴリーグループがあ  

る。   

これに接して「作付1ヘクタールあたり肥料投人数大  

－9．6トン以上」・「排他1ヘクタールあたり肥料投入慶  

大－1∠と．5トン以上」・「作付1ヘクタールあたり労働力投  

入蕊太一1．7人（ME）以上」パ働刷＝ヘクタールあたり  

労働投入畿大岬2．6人（ME）以上」・作物作衆目数「′ト  

変100日以上」・「農家のほ場数15以上」のカテゴリーグ  

ループがある。これに嫁して「納穣作物作付5％以  

上」－「タバコ・ケシ・茶・さとうきび5％以上」・販売  

用農産物「栄樹・さとうきび」‥ヤアールあたり収穫濃  

「小変1．0キンタル以」こ」のカテゴリーが位手鑑する。これ  

に接して「労働力規模小一1，8人（ME）未洒」・「鍵盤鹿  

家畜農家20％末梢」・「生産家畜単位数0．3以下」のカテ  

ゴリーグループがある。さらに販発き羽馳産物「小米・高  

梁・とうもろこし」のカテゴリーをほさんで，「作付i洋ぎ  

穐小一1．7ヘクタール東浦」・「厳格規模小一1．1ヘクター  

ル末潤」・販売用戯魔物「米」のカテゴリーが位‡乾する。  

これに接して「災審による飢肌着10％以上」・作物作楽  

日数「小変701ヨ末梢」・「小米・商淡・とうもろこし70日  

未洞」のカテゴリーが位攫する。これに接して「中大磁  

場が多い」・「成城規模太一2．6ヘクタール以上」・十アー  

ルあたり収穫盈「小変1．0キンダル以上」・作物作業目数  

「水稲200E‡以上」のカテゴリーが位置する。   

これに接して「労働生産側大－1人（Ml；）16キンク  

ル以上」・「残差炭焼兼山駿プラス」・「残蓋労勧受i三凍性プ  

ラス」・「残差土地生魔性プラス」・「世帯員あたり産山遅  

火－1人0．55トン以」こ」のカテゴリ岬グループが位閲す  

る。これに接して十アールあたり収穫蒐「小米1．0キン   
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タル東湖」・「商東1，0キンダル東湖」・r残差戯場産出澄  

マイナス」・「残差土地生兼性マイナス」・「残差労働生産  

性マイナスーーのカテゴリーが位置する。これに接して  

「球茎・根葉顆作付10％以上」・「果樹・そ塞頬作付5％  

以上」のカテゴリーが位置する。これに接して「作付面  

穐規模大－3．′主ヘクタけル以上」・十アールあたり収穫蒐  

「小米】．0キンタル以上」・「高梁1．0キンタル以上」のカ  

テゴリーが位記し，これに接して「膿場産餌鼻水－42キ  

ンタル以上」・「桑・麻・棉作付5％以上」・十アールあ  

たり収稗螢「大豆1，0キンタル以上」のカテゴリーが位  

優している。  

3．経営構造と就姿構造の関連分析  

① 樺骨牌造のアスペクトを示す指標カテゴリーと就某  

構造を示す指標カテゴリーを合体させた広いアスペクト  

で数段化難治l鋸頓による分析を行う。得られた固有ベク  

トルほ3爛である。第l因子ほ嬬閲鱗数乱射・固有倦  

0．19・寄与率12．6％，節21卦子は矧関係数0．′11・‡萎】有欄  

0．17・寄与率10．9％，解3園子は相聞係数0．37・固有催  

0．14・寄与率9．1％である（Table4－9）。   

範1因子の性格せ陸有ベクトルへの各カテゴリーの関  

与から視み取れば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には「鹿家世帯員数小一軋0  

入来洒」・「労働力規模小一i．β人（ME）未満」・r戯墟規  

模小一1．1ヘクタール未満」・「作付何機規模小一1．7ヘク  

タール未満」・「役畜労拗比率太一72％以上」・「土地利用  

度太一160％以上」・「自作地比率太一77％以上」・「農外  

所得依存率太一17％以上」・「家族労働力の仕向30％以  

上」・「農作某成人タき子80％以上」・「兼楽従朝1三i当者成人  

女子ユ5％以上」・「雅楽従勾を担当者児盤5％以上」・「他家  

農作衆徒躯者のいる農家15％以上」・「他産業紘串者鵬磁  

われ－のいる農家15％以上」・「家内工業髄灘磯」緩慢－  

のいる農家20％以上」・「商業一針計岬従事者のいる農家  

15％以上」・「ぷ法楽従事者（ME）2．0入来溝」・「肢莱従事  

者（ME）家族1．8入来溝」・「北米従事者0．5人以」こ」・  

「農業労働賃金川魚食事含む）0．45元以上」・「萬栄労  

働賃金（年額食事含庖）80元以上」・「作付1ヘクタール  

あたり肥料投入鼠太一9．6トン以上」・「作付1ヘクター  

ルあたり労働投入愛犬－1．7人（ME）以上」・「排他1ヘ  

クタールあたり肥料投入蕊太一14．5トン以上」・「排地1  

ヘクタールあたり労働投入親犬－2．6人（ME）以上」・  

「土地生産性太一30キンタル以上」・「労働生成性大－1  

人（ME）16キンダル以」ニ」・「機差舷場産出畿プラス」・  

「残差土地生感性プラス」一「残差労働生産棟プラス 」・  

「残差世瀾闇あたり舷出盛プラス」のカテゴリーが関与  

している。   

ポジイティビイチイの方向には「腿家‡鋸粗員数太一  

7．3人以上」・「労働力規模大－2．3人（ME）以上」・「鶴  

城規模大－2．6ヘクタール以上」・「作付両税規模太一3．4  

ヘクタール以上」・「役畜労働比率小一53％未満」・「土地  

利用度中偉－1∠ま0～160％」・「自作地比率小一63％未  

満」雷「農外所得依存率小一11％未満」・「家族労働力成人  

女子25％以上」・「家族労働力の仕向戯作紫70％以上」・  

「年確労働力を所有する腿家15％以上」・「児虚を年擬す  

る鹿家5％以」こ」・「戯作莱成人女子15％以上」・「戯作楽  

児蕊5％以上」・「兼業従軍者成人男子80％以上」・「農業  

従串者（ME）2．0人以上」・「農薬従事者（ME）1．8入来  

消」・「農業従事者磁用0．4人以上」・「農薬労働貸金柑  

額食事含む）0．45元来溝」・「農薬労働蟹金（年額食解合  

む）80元来洒」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入兇／ト  

ー5．0トン未満」・「作付iヘクタールあたり労働力投入  

敦小一1．2人（ME）末梢」・「料地1ヘクタールあたり肥  

料投入螢小一6．0トン東湖」・「耕地1ヘクタールあたり  

労働没入盛小一1．8人（ME）未満」・「土地生産性小一20  

キンタル未溝」・「労働生産性小一‖キンタル未満」・「減  

産農場産出畿マイナス」・「残差土地生産性マイナス」・  

「報差労働生産性マイナス」・「残叢枇幣飼あたり産出畿  

マイナス」のカテゴリーが‡関与している。   

このl針子は軽骨構磯の窮1園子と就某構魔の節1園子  

を蕊ねた色彩が強いが．そればかりでなく山層貌禅力の  

あるパターンの対抗関係を示している。小家族小規模の  

零細廣家であるが，酎乍農の枠組みを∠登っている。過剰  

労働であるが，成人タう子はもっばら戯莱に尊従していて  

役畜労働比率も大であり，ダブルクロッピングの程度も  

大でインテンシイブな農業が行われている。成人女子と  

児戯が雅楽に従即しており，その兼業は白骨の織布など  

の家内工業，他磯腐への農作滋雇われ，他産米への貸金  

労働，小南莱の自営など広領域である。農薬労働は過剰  

でないので，燵イ乍莱の貸金は商い。土地生縫怯と労働生  

産性は商く，その高さは規模や集約度で脱明される以上  

である。というのがネガティビイチイの極にあるパター  

ンである。比較的大家族大規模の農家であり，その土地   
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存率小一11％未満」・「家族労働力成人タラ子60％以上」・  

「家族労働力の聴牒j農作業70％以上」・「年雇労働力を所  

有する腿家15％以上」・「児亜を年牒する農家5％以  

上」・「成人男子戯作薬パートタイム50％以上」・「兼業従  

姉担当者成人タき子80％以上」・「ぷ込米従事者（ME）2．0人  

以上」・「愚策従事者（ME）家族1．S人以上」・「農業従事  

者（ME）稲用0．5人以上」・「農業労働奨金（日額食事食  

む）0．45元以上」・「農業労働貸金（年額食事食心）80元  

以」こ」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入駿小一5．6ト  

ン未満」・「作付1ヘクタ…ルあたり労働没入盈小一1．2  

人（ME）求刑」・「農場産出蛍火－42キンタル以上」・  

「排他1ヘクタールあたり肥料投入蕊小鵬7．9トン未  

満」・「緋地1ヘクタールあたり労働投入螢小一1．7人  

抽㍑）未摘」・「土地生産性太一30キンタル以上」・「労働  

生産性大－16キンダル以上」・「世帯員あたり鹿出慶大－  

5．5キンタル以上」・「残差巌磯産出凝プラス」・「残差土  

地生産怯プラス」・「械差労働生産性プラス」が関与して  

いる。   

この‡温子は節1園子の性質を反舷させた性質をもつ。  

零細磯家でしかも土地利用度も大でなく，ノトさな良作地  

に農薬を閉じ込めて兼業で農瘍所得の低さを補おうとし  

ている。家族総ぐるみ的就業で女子の労働力が大である  

が，農業の担い手は成人男子と児洗である。兼薬ほ成人  

男子と成人女子を中心に広範におこなわれており，それ  

が営農の粗放化と結合している。肥料や労働の面相あた  

り投下塵ほ大であるが，労働の役畜装柵皮が低いなど営  

農の梢鹿は高くなく，本質的には低能率で粗放な農業と  

なっている。このことが戯薬の産山盈を規模や集約度で  

脱明される以上に引き下げている。というのがネガティ  

ビイチイの梯にあるパターンである。経常は鹿地を借り，  

人を確い入れて規模を大きくしている。労働の役畜装備  

度ほ大で，作業能率は高く，土地利用度は大である。肥  

料や労働の両様あたり投入袋は′トであるが，土地染液便  

iま低くない。農業邸莱でなく，家族成人男子が北米をも  

ち，政策にパートタイム就某となっている場合が多いが，  

戯米経常での労働力は充実しており，高い遇革袋金と両  

立している。このことが戯莱の越山蕊や生産性を規模や  

基約度で説明される以上に高く保たせている。というの  

がポジイチイビイチイの梅にあるパターンである。この  

因子も地区の得点の地澤約分怖に特性をもたない。   

節3園子の性格を固有ベクトルの各カテゴリーの閲与   

は小作地が多い。拡大した経償地を軽骨するため，労働  

の役畜装相磯を潜めるよりは年稲や児数年婦を入れるこ  

とによって対応している。兼業に従事することはあるが，  

それには家族の成人明子が出ている。こうして‡当家遇莱  

には年稲や成人女子・兇敢の従率する割合が大となって  

いる。腿米袋金の低さが雇用労働を入れる背駅になって  

いる。骨釦ま租放的であり，土地生敵性は低いが，労働  

生産性も低い。生産性の低さは規模や脆約度況明される  

以上に低い。というのがポジイチイビイチイの極にある  

パターンである。なおこの園子は山嵐して華中曽華南艶  

対華北覿の対抗構造のようにみえるが，地区の得′¢くの地  

帯分布はそうなっていない。   

第2園子の性格を固有ベクトルの各カテゴリーの関与  

から硫み取れば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には「労働力規模小一1．8人  

（ME）未溝」・「作付面糖規模小一1．7ヘクタール未浦」・  

「役畜労働比率53％未満」・「自作地比率大－77％以上」・  

「農外所得依存率大－17％以上」・「家族労働功成人女子  

25％以上」・「家族労働力の仕向兼業30％以上」・「戯作薬  

児虫5％以上」・「成人男子戯作塞フルタイム40％以  

上」・「兼業従拳担当者滅入女子15％以上」・「他家農作菜  

従事者のいる農家15％以上」・「家内工紫00白骨…従串者  

のいる趨家20％以上」・「仙波莱従軍者鵬雇われ－のいる  

農家15％以上」・「商業鵬白骨仙従事者のいる農家15％以  

上」・「腿紫従事者2．0人（ME）来溝」・「農薬従覇者  

（ME）家族1．8人未満」・「雅楽従事者0．5人以上」・「慮塗薬  

労働賃金用緻食事含む）0．45元来溝」・「農業労働饗金  

（年額食事含む）80元来満」・「作付1ヘクタールあたり  

肥料投入畿大－9．6トン以上」・「作付両種あたり労働投  

入魔大－1．7人（ME）以上」・「耕地1ヘクタールあたり  

肥料投入敬一14．5トン以」こ」暮「排他1ヘクタールあたり  

労働投入駄犬－2．6人（ME）以上」・「成城産出盈′トー24  

キンタル未満」・「土地生産櫻小一1ヘクタール20キンタ  

ル未洞」・「労働生詑慄小一1人（ME）11キンダル未  

満」・「裾野員あたり庶出蕊小一1人3．6キンダル未納」・  

「残差鹿場産山厳マイナス」・「残差土地生産性マイナ  

ス」・「械差労働生敵性マイナス」が関与している。   

ポジイチイビイチイの方向にほ「労働力規模大－2．3  

人（ME）以上」・「作付両種規模太一3．4ヘクタール以  

上」・「役畜紫蘭比率大－72％以上」・「土地利用度太一  

160％以上」・「自作遇比率′j、－63％木浦」・「農外所得依  
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9．6トン以上」・「作付1ヘクタ〝ルあたり労働投入盛大  

－1－7人（ME）以上」・「排他1ヘクタールあたり肥料投  

入蛍火－14．5トン以上」・「莱附也1ヘクタールあたり労働  

投入駄犬－2．6人（ME）以」こ」・「土地生敵性太一30キン  

タル以上」一ー一世帯員あたり産出螢大－5．5キンタル以  

上」・「残姦土地生成性プラス」・悸巌酎椚釣針あたり産山  

駿プラス」が関与している。   

この園子は節i・2で脱明されなかった解3の園子を  

示している。農家家族小，労働力も小であるが，腿場の  

蘭租税摸ほ叫借入地の多いことも関連して…犬である。  

しかし骨釦ま労働の役畜装備度は低い。土地利用度が低  

い，肥料と労働の投入集約度は低い，ということで農業  

への取り組みほ充分でない。尉乍莱は成人男子で担われ  

ており，それはフルタイムで対応しているけれども，同  

時に雅楽にも成人男子が向かっており，兼業所得依存度  

はむしろ大である。兼米先は慮外雇われ一致爵・兵士・  

官吏を含む…と計皆商賽てある。年雇など他人労働を入  

れることは農業労働貸金が商いこともあって行われるこ  

とが少ない。このようにして，遊楽経常ほ朝放皆勤呈を背  

教として産損蕊・塗腰闇とも…労働生産性もー小，規模  

や集約度で説明される以上に小となっている。というの  

がネガティビイチイの塵にあるパターンである。良家家  

族は大，労働力も多いが，農場の甜楷規模は00‡ヨ作地だ  

けに閉じこもって－′卜である。しかし骨膿では労働の家  

畜装備度が商い，土地利用度が商い，肥料と労働の投入  

集約度が高いということで，農薬への取り組みには舐極  

的である。家族労働の多さには成人女子と児盆の労働力  

参入が関わっており，脳作基にも兼業鵬この場合は家内  

工業一にも発覚な働き手となっている。成人男子はパー  

トタイム就塞が多いが，なお兼業依存は低く，家族労働  

力の大部分は農業志向である。遊楽縫僧の内部は労働過  

剰で，土地生劇！i三ほ商いが，労働生蓮性は高くなく，農  

業労働償金の低位と結合している。というのがポジイ  

チイビイチイの稜にあるパターンである。この園子も地  

区の相通いの地幣的分布に特性はもたない。  

② 以上の解i・Z・3園子の解析翻で張られる空間で  

の各カテゴリーの位綴の近さを乎磯かりにしたクラス  

ター分断を行った結果はデンドログラムに示すとおりで  

ある（Fig．ト9）。   

基点として「巌磯雄出盛小一24キンタル未満」をとる  

と，これと密接して「労働生産性′トー11キンタル末   

から読み取れば次のようになる。   

ネガティビイチイの方向には「厳密世帯腰数小一6．0  

人東浦」・「労働力規模小一1．8人（ME）末梢」・「農場規  

模太一2．6ヘクタール以上」・「作付両種規模火－4－2ヘク  

タール以上」・「役畜労働比準小一53％未洞」・「土地利用  

度小一140％未澗」・「打棒地比準′j、－63％未満」・「農外  

所得依存率大－17％以」こ」・「家族労働力成人タき子60％以  

上」・「家族労働力の仕向誰某30％以上」・「農作楽成人男  

子80％以上」・「成人男子遺作業フルタイム40％以上」・  

「雅楽従軍胡眉者成人男子80％以上」・「他産華従事者一  

磁われ－のいる農家15％以上」・「商薬一針陽一従事者の  

いる農家15％以上」・「教員・兵士・官吏のいる農家5％  

以上」・「農業従葦i者（ME）2．0人以上」・「農業従事者  

（ME）家族1．8人以上」・「兼紫従事者0．5人以上」・「農業  

労働賃金（昌斬食事含む）仇娼元以上」「遊楽労働貸金  

（年額食率含む）SO元以上」・「作付1ヘクタールあたり  

肥料投人数小一5．6トン未溝」・「作付1ヘクタールあた  

り労簡没入蕊小一1．2人（ME）未満」・「耕地1ヘクター  

ルあたり肥料投入慮ノj、－6－0トン未潤」・「耕地1ヘク  

タールあたり労働投人数小一1．S人（ME）末梢」・「農場  

飢蔓二憾小一24キンダル未満」・「土地生産憫小一20キンタ  

ル米朝」・「労働生産性小一11キンダル未満」－「騨肝員あ  

たり産出蒐小一3．6キンタル未満」・「残差腿場産出義マ  

イナス」・「残差土地生産性マイナス」・「桟差労働生産性  

マイナス」・「残差他職磯あたり産出蒐マイナス」が関与  

している。   

ポジイチイビィティの方向には「燵家枇澤員数淡－  

7，3人以上」・「労働力規模大冊2．3人（ME）以上」・「農  

場親機′トーl．1ヘクタール未満」・「作付而概観模′トー1．7  

ヘクタール東浦」・「役畜労働比率太一72％以上」・「乱作  

地比率大－77％以上」・「農外所得依存率小一11％未  

納」t「家族労働力成人女子25％以上」・「家族労働力遮慮  

15％以上」・「家族労働力の仕向駿作衆70％以上」一「児蕊  

を年雇する農家5％以上」・「農作茶成人女子i5％以  

上」・「農作業児敦5％粛上」・「成人男子農作業パートタ  

イム50％以上」・「兼業担当者成人女子15％以上」・「発発  

担当者児蛮5％以上」・「家内工薬脚鋸賢一従単著のいる  

屋塗家20％以上」・「遊楽従灘磯1ME）2．0人以上」・r農薬  

従事者（ME）家族1．8人以上」・「脇菜労働賃金（‡ヨ額食  

事含心）0．∠15元来溝」・「舷業労働欝金（年額食事含む）  

80元来溝」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入感：太一  
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洒」・「壮帯員あたり産出盈′トー3．6キンクル未満」のカ  

テゴリーがある。これに接して「労働力規模小一1．8人  

（ME）未満」t「兼業従事者Ot5人以上」・「磁家枇鵜飼数  

小…6．0入来浦」・「偶発労働貸金（冒帝食事含む）0．∠15  

元以上」・「腰策労働貸金（年柵食事含む）80元以上」の  

カテゴリーが位置する。これに接して次のカテゴリーグ  

ループがある。「役畜労働比率小一53％末梢」・「成人男  

子戯作業フルタイム40％以上」・「自作地比率小一6ニヨ％未  

満」・「淡紫従遠田坦当者成人女子15％以上」・「家内ニ‡二葉従  

事者のいる鹿家20％以上」・r他家戯作茶従軍者のいる農  

家15％以上」・「他産業従事者のいる農家15％以上」があ  

る。さらにこれに接して次のカテゴリーグループがある。  

「土地利用度大－160％以上」・「家族労働力成人女子25％  

以上」・「農作茶児盛5％以上」・「腿莱労働貸金（日額公  

司妄含む）0，45元来澗」・「濃紫労働貸金（年額食司諷含む）  

80元未満」・「成人男子戯作莱パートタイム50％以上」・  

「家族労働力児盈15％以上」が位関する。   

これに接して「土地利用度中位肌140～160％」・「燵外  

所得依存率太一17％以上」・「商某従箪濱のいる農家15％  

以上」・「家族労働力の性向雅楽30％以上」のカテゴリー  

グループがある。これに接して「偽薬従串者家族（ME）  

1．8入来浦」・「戯作莱成人男子00％以上」・「家族労働力  

の仕向戯作菜70％以上」・「土地利用度小一1∠iO％東湖」・  

「作付1ヘクタールあたり肥料投入駿ノトれ5．6トン未  

満」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入駿小一7，9トン  

未滴」・「作付1ヘクタールあたり労働投入巌小一1．2人  

（ME）末梢」・「排他1ヘクタールあたり労働投入盈ノトー  

1．8人（ME）未洞」・「家族労働力成人タき子60％以上」が  

位擬する。これに接して次のカテゴリーグループがある。  

「役畜労働比率大－72％以上」・「農外所得依存率′トー  

11％未満」・「農業従事者（ME）2．0人以上」・「児鹿を年  

稀する農家5％以上」。さらにこれに接して「年覇労働  

力を所有する農家15％以上」・「雅楽従事担当者成人男子  

80％以上」・「農作業成人女子15％以上」・「遇楽従事者  

（ME）家族1．8人以上」・「作付両税規模小一1．7ヘクター  

ル末梢」・「農場規模小一】．1ヘクタール未満」のカテゴ  

リーグループが位置する。これに接して「土地生産性小  

一20キンダル未満」のカテゴリーが位置する。これに接  

して「農業従事者（ME）雇用0．4人以上」のカテゴリー  

が位置する。   

これに接して次のカテゴリーがある。「土地生産性大   

－30キンタル以上」・「労働生産性大－16キンタル以  

上」・「残差土地生産憮プラス」・「種差労働生産性プラ  

ス」・「残差農場必出数プラス」。 これに接して「残差世  

帯員あたり産出畿プラス」が位置する。これに接して  

「残蓋世滞員あたり産山蕊プラス」・「労働力規模太一2．3  

人以上」のカテゴリーが位置する。これに接して「農場  

産揖慶大－42キンタル以上J・「騨粁員あたり塵揖駿太一  

5．5キンクル以上」のカテゴリーが接する。これに接し  

て「作付1ヘクタールあたり肥料投入農大－9．6トン以  

上」・「作付1ヘクタールあたり労働投人数大－1．7人  

（ME）以上」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投入蒐太一  

14．5トン以上」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入蕊大  

－2．6人（ME）以上」のカテゴリーグループが位置する。  

これに接して「戟差農場産山澄マイナス」・「残差土地生  

産性マイナス」・「残差労働生産性マイナス」のカテゴ  

リーグループが位置する。これに接して「作付両種規模  

大－3．4ヘクタール以上」・「慮瘍規模大－2．6ヘクタール  

以上」のカテゴリーが位硯する。  

4．経営構造と生活構造の関連分析  

① 繚′許膀遷のアスペクトを示す指標カテゴリーと生活  

構造のアスペクトを示す指標カテゴリーを合体させた広  

いアスペクトで数凝化理論Ⅶ顆の分析を行う。得られた  

固有ベクトルは3梱である。節1随一子は相関係数0．51・  

固有倦0．26・寄与率12．3％である。節2園子は相済孫徴  

0．45・固有侶0．26・寄与率10．0％，第3因子は相関係数  

0．37・固着雁鳳13・番与率6．7％あった（Tab】e′ト10）。   

第1‡菱l子の性質を固着ベクトルの各カテゴリーの関与  

から読み取ると次のとおりである。   

ネガティビイチイの方向にほ「鬼婆家壮菅員数′トー6．0  

入来溝」・「労働力規模小一1．8人（ME）未納」・「農場規  

模小一1．1ヘクタール未溝」・「土地利用度太一160％以  

上」・「役畜労働比率大鵬53％以」こ」・「農場産出敦夫一々2  

キンタル以上」・「土地生産性大→30キンタル以上」・「労  

働生産性大－1人（ME）16キンタル以上」・「世帯員あ  

たり産山慶大－5．5キンダル以上」・「根差腿域産出敦プ  

ラス」・「残義士地盤遮性プラス」・「残差労働塵儲憫プラ  

ス」・「残差世帯員あたり産出駿マイナス」・「生産負債を  

もつ鹿家15％以上」・「負債をもつ鹿家の負債金額80元以  

上」▼「農産物汐）備蓄がある脳家あり」・「農産物の鎗付が  

ある農家あり」・「成人男子摂取カロリー13000カロリー   
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以上」・「穀物によるカロリー90％以上」・「動物櫻湾口  

リー2％以上」・「砂糖1日5グラム以上摂取」・「被服所  

有5点以上」・「楳屠鷹合価格600元以上」・「婿のための  

特別支出120元以上」・「嫁のための特別支出SO元以上」■  

「非のための特別支出90蒐以上」のカテゴリーが関与し  

ている。   

ポジイチイピイチイの方向にほ「戯家壮瞥員数武一  

7．3人以上」・「労働力規模大－2∴う人（ME）以上」・「農  

場規模太一2．6ヘクタール以上」・「土地利用度ノトー140％  

東浦」・「役畜労働比率小一53％末瀾」・「自作地比率太一  

77％以上」・「農外所得依存率太一77％以上」・「腿場産出  

数／j、－24キンクル未満」暮「土地生産性′トー22キンダル来  

朝j・「労働生産性太一1人（ME）11キンタル未満」▼  

「批滞眉あたり産山螢小一3．6キンタル未満」・「残義肢場  

産出盟マイナス＿J・「残差土地生産性マイナス」・「域姦労  

働生産性マイナス」・「消費負債を持つ農家35％以上」・  

「成人タき子掛況カロリー13000カロリー未満」一「穀物によ  

るカロリー80％未満」・「油欄・豆類によるカロリー5％  

以上」・「芋薯掛こよるカロリー5％以上」・「被服所有1  

…2点」・「肘若脳舎価格300元来瀾」のカテゴリーが関  

与している。   

以上より，この園子ほ経常構造第1因子と生活構造第  

1園子を貌ね合わせた色彩が大である。農家の家族規模  

や混米の緑営規模は比較的小であるが，自然灸件に怨ま  

れ土地利用度は九 骨戯の絢度は高く，産出蕊や土地一  

労働の生産性は太一規模や躯約度で脱明される以上に太  

一である。世滞員あたり産山巌の尉如こ裏付けられて生  

活内容は食において摂取カロリーが丸 穀物による摂取  

が大，動機性食物や砂糖なども多少なり掛枚しており，  

衣において被服所有点数が大であり，焦屠においても比  

較的広く良質である。冠婚遼寧祭に金をかけている。負債  

ほ消饗負債が多いが，生産負債を持つ農家もかなりあり．  

負債を持つ凝家の負債徽は比腋的大である。貸付金のあ  

る鹿家が比較的多いが，脳産物の家内舗蕃やその現物貸  

付も行っている場合も少なくない。というのがネガティ  

ビイチイの梅にあるパターンである。腿家の家族観模や  

腿莱の経営親機は比較的大であるが，自然条件に恵まれ  

ず，土地利用度は小，塵山鹿や土地・労魔の生産性は小  

w規模や集約度で脱明される以上に…である。世帯員あ  

たり産山盈が低く，また誰某所得があるという条件ほ  

あっても，なお貧しく生活水準は砥い。食において棋職  

カロリーが′トで，油棟・豆類や芋薯煉による割合が比楼  

約多く，敷物依存が比較的少ない。衣においても被服の  

所有が小∴鋸糾こおいても狭く貧弱である。というのが  

ポジイチイビイチイの極にあるパターンである。両者の  

対抗瀾係針地区循ぶの池澤約分布でみると，華坤・華南  

対華北であり，安徽・漸江・絹建・広東にネガティビイ  

チイの色彩が強く，常温・甘粛・侠酉・山酉・河商にポ  

ジイチイビイチイの色彩が強い。   

第2園子の性質を固有ベクトルの各カテゴ リーの関与  

から読み取ると次のようである。   

ネガティビイチイの方向にほ「農法家財肝員数小一6．3  

人未満」・「労働力規模小一L8人（ME）末梢」・「澄切規  

模小一1．1ヘクタール未満」・「自イ乍地比率太一77％以  

上」・「慮外所得依存率大－17％以上」・「役畜労働比率大  

－72％以上」・「作付1ヘクタールあたり肥料投入駄犬－  

9．6トン以上」・「作付1ヘクタールあたり労働投入蕊太  

一1．7人（ME）以上」・「耕地1ヘクタールあたり肥料投  

入盈大－14．5トン以上」・「耕地1ヘクタールあたり労働  

投入畿太一2t6人（ME）以上」・「腿機産出螢小一24キン  

ダル未満」・「土地生魔性大－30キンタル以上」t「労働生  

産性小一11キンダル未満」・「枇帯員あたり産山蕊ノトー  

3．6キンダル未満」・「男子招取カロリー3000カロリー未  

満」・「敷物によるカロリー80％東浦」・「紬梯・豆類によ  

るカロリー5％以上」・「芋親類によるカロリー5％以  

」こ」・「動物性カロリー2％以上」・「被服所有1～2  

点」・「佳屠農家価格300元来粥」のカテゴリーが閲与し  

ている。ポジイチイビイチイの方向には「鹿家聴解員数  

大－7．6人以上」・「労働力規模大”2．3人（ME）以上」・  

「ぷ法域規模大－2．6ヘクタール以上」・「‡ヨ作地比率大－  

63％未満」・「農外所得依存率′ト」1％未満」・「役畜労働  

比率小一53％未満」・「作付1ヘクタールあたり肥料職人  

放小一5．6トン未満」・「作付1ヘクタールあたり労働投  

入及／j、－1．2（ME）未満」・「緋地1ヘクタールあたり肥  

料投入蕊小一7．9トン未滴」・「耕地1ヘクタールあたり  

労働投入愈小一1．8人（ME）未滴」・「舷磯麗出盛大－42  

キンタル以上」－「土地生産性小一20キンタル東浦」・「労  

働法産慄琉十16キンタル以上」・「世帯員あたり産揖盤大  

－5．5キンタル以上」・「粍差即効産山魔マイナス」・「残  

差土地生産性マイナス」・「残差労働生産性マイナス」・  

「残差世帯員あたり産出盈マイナス」・「壬l三渡負債をもつ  

農家15％以上」・「負債をもつ農家の負債金額80元以   
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上」・「貸付金をもつ農家15％以上」・「成人タき子抑l叉カロ  

リー3000カロリー以上」・「穀物によるカロリー90％以  

上」・「砂糖1E15グラム以上摂顆」・「被服所有5点以  

上」・「嫁のための特別支出80元以上」・「非のための特別  

支汁i90元以上」のカテゴリーが関与している。   

以上により，この園子ほ第1因子に対し，経′掛櫓遷の  

組み換えで生活構造の同じパターンに対応するタイプの  

【温子である。農家の家族規模や麗莱の緑営規模は小の‡ヨ  

作曲であり，′j、規模に対応して労働・肥料の投入集約度  

が霧く，労働の役畜装備度も大であるが，土地生産性は  

；邸めても規模の小ささを集約化が補うことはできず，労  

働生塵慄は引き下げられ，戚場産出慮・世帯員あたり産  

出畿もノトである。このため兼業依存も高くなっている。  

貧しいため，食において描取カロリー不足，芋薯蠣や豆  

類などによる敷物脚操不足の補充など，衣において被服  

所有の小などがあるが，その反面負債をもつこともない。  

というパターンがネガティビイチイの極にある。應家の  

家族規模や舷菜の経常規模ほ比較的太一小作地も太一で  

あり，それに対応して労働・肥料の投入集約度は低く，  

労働の役畜装備皮も低い粗放経償であって土地生産性は  

低い。しかし規模の利益が効いて戯場産出愈・労働生産  

性・世帝月あたり歳出鼠は太一規模や脆約放で脱明され  

るよりは小であるけれども－である。腿外所得も少なく，  

小作料支払いもあるが，なお農家所得は商く，それを反  

映して食において摂取カロリーが大で砂柵などの掛操も  

あり，衣において被服の所有慮蘭も大，冠媚磯凝も派手  

である。また，これらと関連して負債は生産負磯憶もつ  

腿家も多く，負機を持つ場合には金額が多い。というパ  

ターンがポジイチイビイチイの極にある。両者の対抗瀾  

係の地区得点の地帯約分布の傾向橡ははっきりLない。   

節3‡温子の性質をi司有ベクトルへの各カテゴリーの関  

与から読み取れば次のようになる。   

ネガティビイティの方向には「農家枇常員数小一6．0  

入来洒」・「労働力規模小一1．8入来潤」・「磁場親機小一  

1，1ヘクタール東浦」・「【ヨ作地比率小一63％未満」・「選  

外所得依存率太一17％以上」・「土地利用度小一140％未  

満」・「役畜労働比率小一53％未納」・「作付1ヘクタール  

あたり肥料職人教小一5．6トン米桝」・「作付1ヘクター  

ルあたり労働投入螢小一1．2（ME）未満」・「耕地1ヘク  

タールあたり肥料茂人蕊′トー7．9トン菜摘」・「排他1ヘ  

クタールあたり労働没入澄′トー1．8人（ME）未軋・「腿   

場産出畿′トー24キンダル未満」一「ニヒ他生産性小一20キン  

タル未満」・「世帯員あたり産出濃小一3．6キンタル栄  

洒」・「残差土地生産′性プラス」－「残差労働生産性プラ  

ス」・「残差世帯員あたり産出畿マイナス」・「消費負債を  

もつ農家35％未満」・「農産物の棚番のある農家あり」・  

「成人男子摂取カロリー：う000カロリー未満」・「油欄・豆  

類によるカロリー5％以」こ」のカテゴリーが関与してい  

る。   

ポジイチイビイチイの方向には「農家枇聯員数大－  

7．3人以」こ」・「労働力規模大－2．3人（ME）以上」・「農  

場規模太一2．6ヘクタール以上」・「自作地比率大∵77％  

以上」・「農外所得依存率小一11％未満」・「役畜・労働比  

率太一72％以上」・「作付1ヘクタールあたり肥料茂人盛  

大【9．6トン以上」・「作付1ヘクタールあたり労働投入  

愛犬－1，7人（ME）以上」・「排他1ヘクタールあたり肥  

料投入畿大－14．5トン以上」・「耕地1ヘクタールあたり  

労働投入盛大－2．6人（ME）以上」・「農場歳出螢大－42  

キンタル以上」・「土地生産性大－30キンダル以」こ」・「世  

帯員あたり産山最大－5．5キンタル以上」・「残差遣場産  

出畿マイナス」・「残差土地生産性マイナス」・「機差労働  

生産性マイナス」・「残差世帯員あたり塵損鼠プラス」・  

「負債をもつ農家の負債金額∂0元以上」・「貸イ寸金をもつ  

戯家の貸付金額200元以上」・「成人男子摂取カロリー  

3000カロリー以上」・「穀物によるカロリー80％莱軋・  

「芋薯によるカロリー5％以上」・「動物性カロリー2％  

以上」・「砂糖1日5グラム以上摂取」・「被服所有1…2  

点」・「被服所有5点以」こ」・「住居農合繊格300元来洒」・  

「嫁のための特別支出80元以上」のカテゴリーが関与し  

ている。   

第3園子の性質は次のようである。農家の家族観膜や  

戯米韓償の規模は小で，しかも′ト作慮である。小親機で  

あっても作付1ヘクタールの労働・肥料の投入集約度も  

低く，労働の役畜装備皮も低く，また土地利月引受も低い。  

当然のことながら，農場産出蕊や生産性は－規模や集約  

度で説明されるほどではないが欄低い。この低さに対応  

して生活水準は低く，カロリー摂取も不充分であり，消  

費負債をもつ農家が多い。というパターンがネガティ  

ビイチイの極にある。鹿家の家族規模や膿莱の軽骨規模  

ほ大で，しかも自作農である。規模が比較的大であって  

も，作付1ヘクタールの労働・肥料の投入集約度は商く，  

労働の役畜装備皮も商く，土地利用度も商い。当然のこ   
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て「土地利用度小一1亜％未瀾」・「土地利用度中位－140  

～160％」・「佳屠遇魯朝蘭300元来柄」・「油楳・豆掛こよ  

るカロリー5％以」こ」のカテゴリーグル…プがある。こ  

れに接して「敷物によるカロリー80％未満」・「拳薯類に  

よるカロリー5％以上」がある。   

これに接して「土地生産性大－30キンタル以上」・「労  

働生産性太一30キンダル以上」・「残差遇墟歳出蕊プラ  

ス」・「残差土地生産性プラス」・「種差労働生産僅プラ  

ス」のカテゴリーグループがある。これに接して「作付  

面積親機大－3．4ヘクタール以上」・「農場規模大－2．6ヘ  

クタール以上」のカテゴリーグループがある。これに接  

して「残差農機産出盈マイナス」・「残差土地生産性マイ  

ナス」・「残差労働生魔性マイナス」のカテゴリーグルー  

プがある。これに接して「成人男子摂取カロリー3000カ  

ロリー以上」のカテゴリーが位腱する。これに接して  

「農場産出鼠大－42キンタル以上」・「侶行員あたり産出  

慶大－5．5キンタル以上」のカテゴリーグループがある。  

これに接して「被服所有1－2点」・「残差世帯員あたり  

産山盈プラス】労働生産性・土地生産性小」・「労働力規  

模大－2．3人以上」・「世滞員数太一7．3人以ムのカテゴ  

リーが位隈する。これに接して「作付1ヘクタールあた  

り肥料投入蕊大－9．6トン以上」・「作付1ヘクタールあ  

たり労働投入蛍太一1t7人（ME）以上」・「排他1ヘク  

タールあたり肥料投入慶大－14．5トン以上」・「排他1ヘ  

クタールあたり労約殺人放火－2．6人（ME）以上」のカ  

テゴリーグループが位澄する。これに接して「作付商機  

規模太一3．4ヘクタール以上」・「農場規模大－2．6ヘク  

タール以上」・「農家】l鋸浮腰散大－7．3人以上」のカテゴ  

リーが位置する（Fig，ト10）。  

5．経営構造と自然条件・営農構造・就発病道・生活  

構造の総合関連分析  

① いままで緑営構造と自然粂帆 緑常構造と脅威櫓鼠  

経営構造と就業鱗遷，経営構造と生活構造という4通り  

の複合アスペクトにおいて関係するカテゴリーとカテゴ  

リーの関連を分析した。敢後にこれらをすべてとり合わ  

せたゼネラルアスペクトで数畿化理論Ⅲ顆による関連分  

析を行う。なおこれまで使用したカテゴリーの全てを用  

いるのは演算上無理があるので，102のカテゴリーに縮  

約したけable4－11）。   

得られた固着ベクトルほ3個であり，解1因子は相関   

とながら，農吻産出彙や生産性闇叫磯摸や亀約度で説明  

されるほどではないが…商い。この高さに対応して生活  

水準も高く，衣や住については測建が不充分であるが，  

カロリーの摂取は充分であり，肉や砂糖の摂取も多い。  

負債を持つ脳家は多くないが，もつ農家の額は大であり，  

貸付金をもつ農家は多くないが，もつ遇家の緻ほ大であ  

る。というパタ・「・〟・・ンがポジイチイビイチイの極にある。  

② 以上の第1・2・3因子の解析軸で張られる空間で  

の各カテゴリーの位置の近さを手掛かりとしたクラス  

ター分析を行った結果はデンドログラムに示すとおりで  

ある。  

「遇場産出放小一24キンタル未瀾」を基点として，「労  

働生麗快心ー11キンダル未満」・「世帯員あたり産山澄小  

一3．6キンタル未溝」・「土地生産櫻小一20キンタル未満」  

のカテゴリーグループがある。これに接して「労働力規  

模小一1．8人（ME）未満」・「慮外所循依存率小】11％束  

溝」・「役畜労働比率′トー53％未満」のカテゴリーグルー  

プがある。これに接して「蓑外所揮依存率太一11％以  

上」・「成人男子摂取カロリ¶3000カロリー未満」のカテ  

ゴリーが位隈する。これに接して「作付1ヘクタールあ  

たり肥料投入蒐小一5．6トン未満」・「耕地1ヘクタール  

あたり肥料投入蕊′ト】7．9トン未納」・「作付1ヘクター  

ルあたり労働投入蒐小一1．2人（ME）未満」・「排他1ヘ  

クタールあたり労働投入蕊／トー1．8人（ME）未満」のカ  

テゴリーグループがある。これに接して「粥雀蟹負横をも  

つ戯家35％以上」のカテゴリーが位階する。これに接し  

て「自作地比率小一63％未満」のカテゴリーが位置する。  

これに接して「役畜労働比率太一72％以上」のカテゴ  

リーが位閲する。これに接して「自作地比率大－77％以  

」こ」・「動物性カロリー2％以上」・「戯外所得依存率大－  

17％以上」・「索倦を持つ農家の負債愈蜜豆80元以上」・「砂  

糖1目5グラム以上摂取」・「婿のための特別支出120元  

以⊥j・「●嫁のための特別支出80元以上」・「被服所有5点  

以上」・「非のための特別支出90元以上」・「土地利用度大  

－160％以上」のカテゴリーグループがある。これに接  

して「生産負債をもつ農家15％以上」のカテゴリーが位  

置している。これに接して「貸付金をもつ戯家15％以  

上」・「貸イ寸金をもつ鹿家の貸付金帝200元以上」・「遇産  

物の貸付金のある農家あり」・「毅鰍こよるカロリー90％  

以上」・「住居農舎価格600元以上」・「飴産物の棚番のあ  

る農家あり」のカテゴリーグループがある。これに接し  
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係数0．46・固有催0．2l・寄与率11．0％であり，節2‡温子  

は相関係数0．38・t司有髄0．1Jl・寄与率7．6％であり，第  

3隊子は相関係徽0．35・固有催0．12・寄与率6．5％であ  

る。脱明力はi餌くないが，このように広く多様にとり合  

わせたカテゴリー群の統∵祝灘Ⅰ温子としては満足すべき  

である。   

第1園子の性質を‡司有ベクトルへの各カテゴリーの関  

与から続み取れば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には次のカテゴリーが関与し  

ている。自然条件では「山地捌也盆地」の地勢が多く，  

「1月平均ポC以上」の気温で「勾珊螢1500mm以上」  

である。「土壌pIi7．d未満」の酸性土で「水田比率  

50％以上」である。抑ナたところであるかないかの別は  

関与しない。こうした華中・華南覿の風土の下で，「脳  

家聴滞員数小一6．0入来綱」で，濃紫の「労働力規模小  

一1．8人（ME）未洒」・「虚場規模小一1．1ヘクタール未  

洞」である。燵地の馴乍㌧小作地率は関与しない。農薬  

労働の仕向「戯作莱70％以上」で「児盈を年雇する農家  

5％以上」がある。雅楽は少ないが．「雅楽従朝里当者  

成人女子15％以上」で，女子によって担われる度合いが  

比較的大であって，「家内］二紫鵬白骨…従事者のいる鹿  

家20％以上」である。「段某従召各省（ME）家族1．8人以  

上」で家族農薬従事者数は多い。「農業労働饗金（凝縮  

食事含む）0．45元以上」である。主賓農作物の収澄ほ十  

アールあたり収穫愈「水稲3．0キンダル以上」－「小麦1．0  

キンタル以上」である。償磯の市場対応として，販売用  

舷産物「米」が第1位で，次いで「小麦大変」，他に  

「タバコ・アへン」がある。災矧猶係のカテゴリーとは  

関係が揮い。谷紬ま場の分散交緒という点は「農家のほ  

場数15以上」から窺われるように大である。骨腿の精度  

を肥料や耕作の周到性という点からみると，過去10年！！堅j  

施肥凝「増加－のあった農家仙20％以上」・「増減なし  

の農家50％以上」・「粕類・化学肥料の機月ヨ】のある農家  

－あり」であり，1ヘクタールの作物作業El数「水稲  

200日以ム・「水稲150日未満」・「小安100日以上」であ  

る。このことは農薬経営の基約度，耕地1ヘクタールあ  

たり「肥料投入漁大－14．5トン以上」・「労働没入盛大－  

2．6人（ME）以上」からも示されている。作葉上の労働  

の役畜装備庇ほ「役畜労働比率大－72％以上」であるが，  

他方生産家畜一線・羊・鶏など山については関与が少な  

い。以上の躯惜に対応して，「戯場産出畿大－∠t2キンタ   

ル以上」・「土地法産惧添ぃ」ヘクタール30キンクル以  

上」・「労働生産性大－1人（ME）16キンタル以上」で  

ある。この大の程度は「械差放物産出盟プラス」・「残義  

士他生産性プラス」・「残差労働生産性プラス」であって，  

規模…この場合小である仙や脆約度…この場合大である  

…で説i椚されるよりもそれ以上に大である。農家鋸釦ま  

食についてほ「成人男子摂取カロリー3000カロリー以  

上」・「動物性カロリー摂取2％以上」・「形象蟹1Ei5グラ  

ム以上摂取」であり，衣については「被服所有5点以  

＿lニ」，位についでは「性格慮食葡桐各600元以上」である。  

「婦のための特別支出120元以上」・「非のための特別支出  

90元以上」から窺えるように憩婚靡察は派手である。農  

家経済の財務上では，消饗負債をもつ膿家は少ないが，  

「負債をもつ農家の負債金額80元以上」であり，他面  

「貸イ寸金を持つ鹿家15％以」1であるが，貸イHJ▲金額ほ火  

でない。   

ポジイチイビイチイの方向には次のカテゴリーが関与  

している。El無条件では「平原」ないしほ「高原」の地  

勢が多く，「1月平均－40c以下」の気温で「年問厳  

500mm対軋である。「土塊pIj7．4以上」のアルカリ  

土で「畑地比率50％以上」である。「総両種耕地比率  

40％以上」で「総面穂農家密度－1平方kmあたり戸数  

－50以上」のところが多く，拓けたところが多い。こう  

した華北倒の風土の下で「農家世帯員数太一7∴う人以上」  

で，農薬の「労働力規模太一2，3人（ME）以上」・「勝機  

規模太一2．6ヘクタール以上」である。農地の自作・小  

作地率は関与しないが，小作のある場合「象短観比率20％  

以」こ」・「分税比率20％以上」である。家族労働の性向に  

ついては「家族労働力の仕向兼業30％以上」であるが，  

他方で「戯作薬成人タき子SO％以上」であり，かつ「年雇  

労働力を所有する農家15％以上」である。良家農業ほ年  

碗や婦人で担われている割合が大で，「兼業従軍者成人  

男子80％以上」である。兼業先は「他家段作葉従事者の  

いる農家15％以上」・「瀦茶従事者…磯蘭エのいる鹿家  

15％以」ニ」である。このようにして「戯莱従事者（ME）  

家族1．8入来溝」・「北米従事者0．5人以上」であり，「農  

外所得依存率太一18％以上」である。「飽米労働貸金  

（日額食調合む）0．d5元来桝」である。土地利用面で，  

ダブルクロッピングの稗度は「土地利用度小一1dO％未  

満」である。主賓超産物の収蒐は，十アールあたり収桟  

蕊「小利．0キンタル以上」・「番言栄1．0キンクル以上」で   
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ある。市場対応としては版究用趨麗物「豆夕誤」が節1位  

で，次いで「油粕作物」と「柵・麻・繭」がある。災寮  

の程度は大で「災沓による逃荒者10％以上」の経験のあ  

る地区が多い。また，「かんがい作物面積比50％末瀾J  

で「：5年に1回以上火水」というケースが多い。零細農  

場の分散交錯は少ないか，骨戯の磯磯は低く粗放である。  

「排他1ヘクタールあたり肥料投入料小一7．9トン未満」  

であり，「過去10年間施椚胴衣少20％以上」である。ま  

た，1へクターールあたり作物作紫目数「小変7俳は瀾」  

で，「小米・高梁・とうもろこし70Ⅰヨ未溝」・「小米・  

高梁・とうもろこし100日以上」ともであるが，全作物  

を血指した「耕地1ヘクタールあたり労働投入厳小一  

1．8人（ME）米滴」である。豚・草・鶏などの「生産家  

禽単位数0．5以上」であるが，作楽土の役畜基椰度は低  

い。以上の革惰に対応して「磁場産山螢小一24キンタル  

未満」・「土地生産性小一1ヘクタール20キンタル未  

満」・「労働生産性小一1人（ME）11キンダル未納」と  

低い。この小である程度ほ「機差農場産出蕊マイナ  

ス」・「残差土地生産性マイナス」t「残差労働生産性マイ  

ナス」であって，規模－この場合大である－や集約度－  

この場合小である－で説明されるよりもそれ以上に小で  

ある。農家生活は，食については「成人タき子摂取カロ  

リー3000カロリー未満」であり，またそれを穀物で充分  

取りえないので「摘粗・豆類によるカロリー5％以  

上」・「挙激蜘こよるカロリー5％以上」となっている。  

衣や佳は貧朗である。冠婚遼寧祭も派手ではない。農家繚  

済の財務は負債・貸付ともこれをもつ農家は少なく，そ  

の金額も大でない。節1捷】子のネガティビイチイとポ  

ジイチイビイティに関する地区の得点の地帯分布は極め  

てはっきりしている。脊甑・緩速・甘爾・隣西・lj蘭・  

河南・河北・山東を包括する華北に属する地区がポジイ  

チイビイチイの方向に得点しており，江鮮・安徽・斬  

江・江閣・四川・福建一広東・広西・歎州・裳傾がネガ  

ティビイチイの方向に得点している。ネガティビイチイ  

の方向は華中・準締盟の風土の下でノj、家族・小規模であ  

るが，比腋的兜窮した膿楽繚菅を構成し，それに対応し  

た就業と生活の内容をもっている，というパタンーを  

もっている。ポジイチイビイチイの方向ほ輝北の風土の  

下で，大家族・大規模であるが，比較約充英俊の低い虚  

業経常であり，それに対応した耽葉と内容をもっている，  

というパタンーを示している。  

節2園予の性質を固有ベクトルの各カテゴリーの関与  

から言発み取れば次のようである。   

ネガティビイチイの方向には次のようにカテゴリーが  

関与している。自然条件では，「平城」の地勢に対応し  

ており，気象でほ「1月平均－40c東浦」の気温と  

「年網漁500mm未瀾」の降i馴こ対応している。「土壌  

pI17．4以上」のアルカリ性土，「畑地比率50％以上」で  

ある。抑ナたところを示す「総面鵜耕地比率40％以上」  

と「総面穐鵬1平方kmあたり一遇家密度50戸以上」が  

対応している。これらは華北東部平原地常に典凝朗な自  

然堺填であるが，こうした風土の下で「農家世帯員数′ト  

ー6，0入来溝」であり，農業の経常規模は「労働力規模  

′トー1．8人（ME）未満」，「農機規模′ト・1．1ヘクタール  

末梢」である。彪込地の打作・小作地準は関与しないが，  

′ト作のある場合「絨税比率20％以上」である。「家族労  

働力の仕向兼某30％以上」で，「兼莱従輩担当者成人女  

子15％以上」であり，その雅楽内容は「家内工業】【計野  

山髄尊者のいる戯家20％以上」，「商業一白骨一従事者の  

いる戯家15％以上」で，「兼某従事者0．5人以上」である。  

このように婦人家族労働を多く含む形で誰某がおこなわ  

れ，「農外所得依存率大－17％以上」であるが，男子は  

虚業に従事し，「戯作莱成人男子80％以上」である。「農  

薬労働賃金柑餌食箪含む）0，45元以上」である。土地  

利用面で，ダブルクロッピングの矧変は大・小の関与が  

なく，おそらく中位が対応しているものと思われる。嘉  

婁農産物の収数は小変・ノト米・高架・大豆など畑作物の  

全てにおいて「1ヘクタールあたり1．0キンダル以上」  

である－水稲でも「1ヘクタール3．0キンタル以上」で  

ある。営農の市場対応としては，「販発用慶産物綿・  

繭・麻」が節1，ついで「′ト米・高架・とうもろこし」  

である。将に綿花の栽培と販発…ないしは柿糸への加コニ  

販売－が蛮黎である。「かんがい作物i面積比50％未瀾」  

で，翠魅の危険にさらされてはいるが，欠水の頻度や逃  

荒におよぶ災審の経験ほ大でない。谷剤ほ場の分散交鉛  

は少ない。営農の摘度は低く粕放なように山見みえる。  

肥料面では「耕地1ヘクタールあたり肥料投入駿小一  

7．9トン未洞」であり，「過去10年聞で施肥蕊増減なしの  

農家50％以上」である。労働面では「耕地1ヘクタール  

あたり労働投入恩小一1．8人（ME）東浦」であり，作物  

作業日数「／ト変70日未満」…ただし 「／ト米・高来・とう  

もろこし100‡ヨ以上」…である。また．家畜関連では生   
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主要脳底物の十アールあたり収盤ほ低い。儲◆慮の市場対  

応としては「販売用農産物米」が第1，次いで「納粗作  

物」である。水閻中心の農薬で，かんがい比率は大で欠  

水も少ないが，「農家のほ場数15以上」から窺われるよ  

うに翠酬の散在交蘭が大である。肥料七肇側の投入集約  

度は，「耕地1ヘクダー∵ルあたり肥料投入蕊太一14．5ト  

ン以上」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入螢大－2．6  

人（ME）以上」であって大であり，肥料では「過去10  

年岡施肥畿孟曽減なしの戯家50％以上－），1ヘクタMルあ  

たり作物作某目数でほ「水稲200日以上」・「小変100日以  

上“きであり，「役畜・労働比率太一5：う％以上」であるの  

だが，それらが生産性の高位と結合していない。規模が  

大，集約度が大であるのに「磯城産出厳小一2dキンタル  

未満」－「労働生渡性小一11キンタル朱職」であり，「械  

差舷曝渡出盈マイナス」・「残差土地曇三産性マイナス」・  

「残差労働生産性マイナス」である。これをうけた農家  

生活では食は摂取カロリーに多い少くないが，「芋紫類  

によるカロリー摂取5％以上」であり，…地簡｝勺な偏り  

の結果であろうが，「動物性カロリー撒取2％以上」・  

「砂糖1日5グラム以」1も付帯している鵬，衣は比絞  

的よく，位は貧弱，群の特別支灘は大でないが「婿のた  

めの特別文机120元以上」である。「消楽負債をもつ農家  

35％以上」であり，「負機をもつ鹿家の負債金額80元以  

上」である。   

第2【蚕予のネガティビイチイとポジイチイビイチイに  

関する地‡京樽点の地帯分布ほ次のようである。ネガティ  

ビイチイの方向の得点は映酉・山酉・河南・河北・山  

東・江鯨・四川に多く，ポジィティビイチイの方向の得  

一酌ま安徽・研江・江西・湖南・硝建・広東・広西・教  

州・掌南・背梅・甘粛に多い。ネガティピイチイの方向  

は自然条件や畑作僧磯という点では華北彗望だが，掛ナた  

ところに促し，経常の規模と能率あるいは耽薬構造でほ  

第1園子の示すところとはむしろ反対に充麗しており，  

圭k活内容もよいというパタ｝ンの裕幸i三を示し，ポジイ  

チイビイチイの方向は自然条件や水田営農という点では  

華南・華中艶だが，掛ナていないところに位し，経償の  

規模と能率という点では節1園子の示すところはむしろ  

反対に充実しておらず，生活内容も劣っているというパ  

ターンの存在を示している。   

節3園子の性質を固有ベクトルへの各カテゴリーの関  

与から読み取れば次のとおりである。   

産家畜も少ないが，労働の役畜装備度も低い。しかし黄  

土のもつ特使一過当な水分と肥培があれば多I把多労でな  

くとも高い収穫を得ることができる叫を有効に利用して  

いる方向で対応しており，営農の鞠麗は低くなく，また  

粗放ではないのである。このようにして，主毅換算きれ  

た「戯場産山蕊大－42キンタル以上」であり，「土地生  

産牲太一20キンタル以上」・「労饗宴k鹿性大－16キンダル  

以上」である。この大である程度は，「残差戯場産～lノi駿  

プラス」・「残差土地生産性プラス」・「残務労働生敵性プ  

ラス」から示されるように，規模や東棟度で鋭明される  

…この場合は規模も集約度もともにノj、である…よりもそ  

れ以上に大である。鹿家生活は，食においてはカロリー  

摂取に特に多い少ないはないが，油梯・豆蜘こよるカロ  

リー桝税制合が大であり，衣は中位，佐は「住居農脅価  

格600充以上」で良質である。冠婚の特別支出は大でな  

いが，「非のための特別支出90元以上」である。農家繚  

済の財務は教職とかかわりが少ないが，「貸付金を持つ  

腿家15％以上」・「貸付金をもつ農家の貸付金額200元以  

上」である。   

ポジイチイビイチイの方向には次のようなカテゴリー  

が閲与している。自姓条件では「しi八i地谷地盆地」ないし  

は「高原」の地勢に相応しており，気象では「1月平均  

40C以上」の気温と「年開放1500mm以上」の降閥に  

対応している。「土壌pH7．4来溝」の酸性土で「水田  

比率50％以上」である。布けていないところを示す「絵  

両種耕地比率20％未納」と「総両種脚1平方kmあたり  

棚鹿家密度10戸来滴」が対応している。これらは準中・  

華繭の山間部や商旅地帯に典型な自然畷填であるが，こ  

うした風土の‾Fで「鹿家掛肝員数太一7．3人以上」で，  

腿莱の経営観模は「労働力規模大－2∴う人（ME）以」1，  

「j鎧場規模太一3．4ヘクタール以ムである。農地の自  

作・小作地率ほ関与しない。「家族労働力の仕向戯作薬  

80％以上」で，「兼業従事担当者磯人夕き子80％以上」で，  

「児麗を年解する農家5％以上」であるという就茶内容  

は，保有労働力が大であって雅楽依存率が小であること  

と考え合わせると，自家遊楽への労働投入は澄ほ多いが  

質的にほ低能率なところがあることを窺わさせる。「慮  

莱従勾若者（ME）家族1，8．人以上」で，「農業労働貸金  

（日額食召纂含む）0，45元来溝」である。ダブルクロッピ  

ングの程度は鵬中位を除いた血「土地利用度小州140％  

末洒」と「土地利月ほ太れIGO％以上」7さゞ対応している。  
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リー未満」であるうえ，「補綴作物・豆既によるカロ  

リー5％以上」であり，衣や住も貧弱であり，冠婚非祭  

の特別支出も大でない。貸付金がないのは当然としても，  

負債に関するカテゴリーも関与しない。   

ポジイチイビイチイの方向には次のカテゴリーが関与  

している。！当然条件では「平原」の地勢に対応しており  

「1月平均－′iOc以下」・「年網鹿500mm未満」の気象  

といった華北的気象と「土壌pr王7．4兼職」・「水Ⅲ比率  

50％以上」といった華中・紫蘭的土塊が対応している。  

また，「総面積耕地比率（大）40％以上」のカテゴリー  

が対応している。妬けている平原を共通項として華北現  

と華中・華囲規の双方の風土に対応している。「農家世  

帯員数太一7．3人以上」で，及莱の「労働力規模大】2∴3  

人（ME）以上」・「戯場規模大－2．6ヘクタール以上」で  

ある。遇地の自イ乍地比率は火でない州小作地が多い－が，  

ノト作他については「分租比率20％以上」である。家族規  

模も大であるが，経常規模はさらに大なので「家族労約  

力の仕向農業70％以上」・「串柿労働力を所有する農家  

5％以上」である。兼業への所得依存は小で兼業従事者  

も小であるが，「兼業従制14当脅威人男子80％以上」で  

ある。このように「ぷ込莱従単著（ME）家族1．8人以  

上」・「農業従事者プ那冒（ME）0．′りし以上」と大である。  

農薬労働貸金は商いとも低いともいえない。骨牌而でダ  

ブルクロッピングの程度は関与しない。主嬰戯作物の十  

アールあたり版数は畑作物において「小変1．0キンダル  

以上」・「小米1．0キンタル以上」・「高架1．0キンタル以  

上」・「大豆1．0キンダル以上」と商い。市場対応として  

は「販売用農捌勿棉・曲・麻」山将に棉花－が節1，次  

いで「′卜変・大麦」である。火水や災審のカテゴリーと  

は関係が少ないが，「戯家のほ場数15以上」で零細ほ鳩  

の散在交錯の度合いは大である。家畜は役畜も生産家畜  

もすくない。肥料と労働の集約度ほ，肥料では「耕地1  

ヘクタールあたり肥料茂人愈小一7．9トン未満」である  

が，「過去10年間で施肥蕊増加上した鹿家－20％以上」  

であり，労働では1ヘクタールあたり作業日数「小安70  

日未満」・「小米・商東・とうもろこし70日末溝」であっ  

て，「耕地1ヘクタールあたり労働投入蕊小一1．8人  

（ME）来朝」である。このように集約度は低いが，土地  

生産性は低くなく，「農場産出鼠大－42キンタル以上」・  

「労磯生産性太一1人（ME）16キンタル以上」である。  

これらの経常成凍について，それらが規模や集約度で脱   

ネガティビイチイの方向には次のカテゴリーが関与し  

ている。自然条件では「高原」ないし「lれ池谷地盆地」  

の地勢に対応しており，「1月平均∠iOc以上」・「年雨漫  

1500111m以上」の気象といった華中・華南的気象と  

「土壌l）王i7．4以上」・「畑地比率50％以上」とといった  

華北的土傾が対応している。また「総葎ぎ積排他比率20％  

未溝」で「総i称隊麓家密度－1平方kmあたり血10戸未  

溝」の掛ナていないところが対応している。抑ナていな  

い商原や中山l酢那を共通項として，酎ヒ製と華中・華掬  

塑の双方の風土に対応している。農家▼t椚抒員数小一6．0  

入来溝」で「労働力規模小一1．8人（ME）未満」・「農場  

規模小一1．1ヘクタール未満」である。脳地の自イ乍・小  

作地率は「乱作地比率太一77％以上」であるが，小作地  

の銭租・分税比率は少ない。家族は小であるが，軽骨規  

模はさらに′卜であるので，「家族労働力の枕滴灘磯30％  

以上」であり，「農外所得依存率大－17％以上」である。  

「農業従事者（ME）家族1．8入来洒」であり，「農作発成  

人男子80％以上」である。「雅楽従軍者0．5人以上」であ  

り，「誰某従制旦当者成人女子15％以上」である。兼薬  

の内容としては「他家戯作薬従事者のいる農家15％以  

上」・「家内工業山白骨一従事者のいる農家2段％以上」・  

「商紫…白骨…従事者のいる農家15％以上」のカテゴ  

リーが対応している。虚業労働貸金は商いとも低ともい  

えない。骨遇面でダブルクロッピングの程度ほ関与しな  

い。主賓作物の十アールあたり収魔はいずれも高くない。  

市場対応として「販売用農産物タバコ・アヘン」がある。  

「かんがい作物両種比50％未満」で「3年に1固以上欠  

水」があり，「災審による進荒者10％以上」である。「役  

畜労働比率大－72％以上」であるが，豚・半・鵜など生  

産家畜は大でない。施肥蒐は過去1即半間の増減に乏しい  

が，「排他1ヘクタールあたり肥料殺人畿大十1′l．5トン  

以上」である。1ヘクタール作物作楽日数は「水稲200  

日以上」・「小安100日以上」と大であり，「耕地1ヘク  

タールあたり労働投入畿大－1．8人（ME）以上」である。  

このような状況下で「遇域藤山蕊小一24キンタル未  

満」・「労働生産性小冊1人（ME）11キンダル東浦」…  

土地生産性ほ′トでない…である。これらの経営成果につ  

き，それらが規模や集約度で鋭明される部分との差「残  

差」はプラスでもマイナスでもない。規模や集約度で説  

明されるよりは低くない。こうした繚常成果をうけた生  

活内容は，食において「成人男子摺増力ロリー3000カロ  
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子15％以上」・「成人男子摂取カロリー3000カロリー未  

満」・「自イ乍地比率大－77％以ム・「販売農縫物油楳作  

物」・「他家戯作某に従軍する農家15％以上」・「商衆徒堺  

者のいる農家15％以上」・「農薬労働貸金（目徹食事含  

む）0，45元来満」・「消費負債をもつ腿家35％以上」のカ  

テゴリーグループがある。これに接して「役畜労働比率  

大鵬72％以上」・「過去10年間で施肥蕊増加－の農家  

鵬20％以上」・「被服所有5点以上－】・「過去10年間で施肥  

蔑増減なし仰の燵家…50％以上」・「砂糖1月5グラム  

摂取」・「桁のための特別支出120元以上」・「免償をもつ  

農家の負債金額80元以上」・「非のための特別支出90元以  

上」・「山地谷地盆地」・「農薬労働貸金相銀食事含む）  

0．45元以上」・「販売用腿産物小変大麦」・「土地利用度大  

－160％以上」・「1月平均40c以上」・「販売用遇馴勿  

米」・「動物性カロリー摂取2％以上」のカテゴリーグ  

ループがある。   

これに接して「排他1ヘクタールあたり肥料投入畿小  

一7．9トン未納」・「耕地1ヘクタールあたり労働投入蛍  

／トー1．8人（ME）米朝」・「兼業従朝里当者成人タき子80％  

以上」・「成人男子カロリー掛操3000カロリー以上」t「年  

聯労働力を所有する農家15％以上」のカテゴリーグルー  

プがある。これに接して「販動羽股座物柵・繭・麻」・  

「銭租比率20％以上」・「平原」・「総両種耕地比率40％以  

上」のカテゴリーグループがある。これに接して「緋地  

1ヘクタールあたり労働投入盛大－2．6人（ME）以  

上」・「十アールあたり収穫放水稲3．0キンクル以」こ」・  

「頼光巨化学肥料の使用」・「作物作某日散水稲150日未  

満」のカテゴリーグループがある。これに接して「土地  

利鞘度小一140％未満」・「販売用腿産物豆類」・「過去10  

年閃で施肥劉衣少－の農家－20％以上」・「分楓比率20％  

以上」・「災葦如こよる逃荒者10％以上」t「販充用農産物タ  

バコ・アへン」・「3年に1固は火水」・「油椀・豆蜘二よ  

るカロリー摂取5％以上」のカテゴリーグループがある。  

これに接して「戯作莱成人男子80％以上」・「農莱従事者  

（ME）家族1．8入来満」・「紙業従蓬終削．5人以上」・「家族  

労働力の仕向兼業30％以上」のカテゴリーグループがあ  

る。これに接して「畑地比率50％以上」のカテゴリーが  

位閲する。これに接して「児敦を年稲する農家5％以  

上」・「農家のほ場数15以上」のカテゴリーグループがあ  

る。   

これに接して「農薬従覇者（ME）家族1．8人以上」・   

明される部分との差「種差」ほ全てプラスでもマイナス  

でもないように反応している。こうした経常成果をうけ  

た生活内容は，食において「成人男子抑牧カロリー：う000  

カロリー以上」・「砂糖1日5グラム以上掛取」であり，  

衣は「被服所有点数5点以上」，佳は「佐屠遇磯亜格600  

元以上」であり，冠婚非舞儀儲では「婿のための特別文  

机20元以」こ」・「非のための特別支～h90光以上」である。  

農家経済の財務は「消費負倍を持つ農家35％以上」で  

「負償をもつ農家の負債金額80元以上」と負債が多いが，  

反面「貸付金をもつ農家15％以上」で「貸付金をもつ農  

家の貸付金緻200元以上」と甜寸が多い。   

第3因子のネガティビイチイとポジイチイビイチイに  

関する地区得点の地帯分布は次のようである。ネガティ  

ビイチイの方向の得点は供酉・山閣・河酉・河南・山  

東・桝江・江酉・湖南・四川に多く，ポジイチイビイ  

ティの方向の得点は河北・江鯨・安徽・広兼に多い。華  

北対雅中・華南の風土差とほ経れて，ネガティビイチイ  

の方向には辺地の疲弊した農家の遊楽繹薯と鹿家生活の  

パターンを示し，ポジイチイビィティの方和こは抑ナた  

ところの充実した内容を持つ農業経常・農家生活のパタ  

ンーを示している。  

② 以上の節1・2・3園子の解析軸で髄られる空閤で  

の各カテゴリーの位優の近さを手掛かりとしてクラス  

ター分析を行う。その結果はデンドログラムで示すとお  

りである（Fig．ト11）。  

「遇場産揖盈′トー24年ンタル未納」を基点として，「土  

地生産僅小一1ヘクタール20キンタル未納」▲「かんがい  

作物面相比50％末i軋t「土壌pIi7．′1以上」・「作物作楽  

目数小米・高架・とうもろこし70目刺苗」がカテゴリー  

グループをつくる。これに接して「労働生産性太一1人  

（ME）16キンダル以」こ」・「十アールあたり収穫鹿小変  

＝沖ンタル以上」・「尉寸金を持つ農家15％以上」・「住  

居過食価格600元以上」一「馴寸金をもつ農家の貸付金顆  

200元以上」・「総面租－1平方lく111あたり一遇家熱度50  

戸以上」・「残差農場産出蕊プラス」・「残差労働生産性プ  

ラス」・「残差土地生産性プラス」のカテゴリーグループ  

がある。   

これに接して「労働力規模小一1．8人（ME）未溝」－  

「ガ後場規模小一1．1ヘクタール来朝」・「遇家植苗員数′トー  

6．0人米軋・「農外所得依存率次十17％以上」・「家内工  

莱従輩者のいる農家20％以」1・「兼菜従剃■王え当番成人女  
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「準雨蔑500m未満」のカテゴリーグループがある。  

これに接して「家族労働力の仕向戯作発70％以上」・「水  

田比率50％以上」・「土壌pH7．4未納」のカテゴリーが  

位置する。これに接して「残差ぷ法域産出鹿マイナス」・  

「残差土地生産性マイナス」・「残差労働生産性マイナ  

ス」・「高原」・「総両校－1平方マイル一遇家密度10戸未  

満」・「総面機郷地比率20％東湖」・「生産家畜単位数0．5  

以上」・「芋薯蜘こよるカロリー5％以上」・「耕地1ヘク  

タールあたり肥料投入螢太一14．5トン以上」のカテゴ  

リー→グループがある。   

これに接して「土地生産性太一1ヘクタールあたり30  

キンタル以上」・「労働生産性小一1人（ME）11キンダ  

ル来朝」・「年補数1500m以上」・「作物作某日数水稲  

200巨‡以上」のカテゴリーグループがある。これに接し  

て「1月平均－40c以下」・「作物作楽日数′ト安70巨l未  

満」・十アールあたり収穫螢「小米1．0キンダル以上」・  

「高梁1．0キンタル以上」・「脱ぎ己用過剰勿小米・商染・と  

うもろこし」のカテゴリーグループがある。これに接し  

て「虚業従事者（ME）履月紬．4人以上」のカテゴリーが  

位澄する。これに接して「作物作業目数′ト米・商染一 と  

うもろこL70日未浦」のカテゴリーと「十アールあたり  

収穫慶大豆1．0キンタル以上」のカテゴリーが位澄する。  

これに接して「脇場産出放火－d2キンタル以上J・「労働  

力規模太一2．3人（ME）以」こ」・「慮場規模大－2．6ヘク  

タール以」こ」・「農家枇常闇数大－7．3人以」二」のカテゴ  

リーグループがある。  

とが少なく，ふるい商人・高利貸・地主の搾取という局  

面の作用が…災審や内戦などの頻発と関連して…エスカ  

レートしていき，耕地の荒J私役畜・肥料の減少など農  

薬の衰退が進んでいく過程であったとされている。こう  

した過程が世界恐瀾や国共内戦によりさらに日中戦争に  

より破壊的様相を呈して行く前夜－か－し初期…の時代  

における「中尉的家族労作盛業の体磐」，これがわれわ  

れが本稿で検索しようとするところのものである。さら  

に付賞すれば，地‡計や階層ではバランスのとれた農家の  

それであるが，なお縫捌失態の比較的よい農家について  

までそれが検索の対象になっている。   

第1報で示した農場産出畿・土地生産蕊・労働生産  

性・家族世帯員あたり進出数がどのように規模や基約度  

で説明されるかなどのl軌範閣額の検討も，この検嚢の蕊  

嬰部分である。ただ，解1織の山定の限定された考察局  

面で，経常成果を被貌明変数としてこれに彫響を与える  

であろう説明変数として，そのl軌範済額の持たれ方を回  

帰方程式によって測定しようとするものであった。こう  

した園東関榛の構造分析は1眠られたこユ∵－メリカルな婁  

因と紙礫の問の関係分析に限られる。戯家経済・農薬軽  

骨の実態を総合的に把握するに烏そうしたニューメリカ  

ルに測蒐された繋l頚と結果だけでは不充分－というより  

ごく山都の周酢こついてのみ考察しうるにすぎない－と  

いえる。定性的な指棟，窟儲的であっても「′トィ中¶  

大」の判断しか与えられないような指標しか得られない  

場合が多い…それがむしろ・一般的である。本稲での検索  

は蒐性的相磯や「小仙中仙大」の判断しか得られない指  

標も広範に採り入れ，またニューメリカルな測定に耐え  

うる指標もあえて「小鵬中…大」に類別し，全てを「該  

当」・「非該当」の反応の行列とし，個々の事項に対する  

捉え方はラフだが「農家経済・慮米韓皆の閲而にわたっ  

た総合灘・包括朗な体質の検索」である。検索の第1は  

級友された行列につき該当の度数を数えることである。  

これにより内包されている様々なパターンの総合合成さ  

れたものとしての体質縦走力唱示されよう。とりまとめ  

ると次のようになる。  

‡塁機条件ほ次のように粟約される。①地勢的には平軋  

山地・谷地・盆軋 掛酎こ属する地区がそれぞれ広範に  

存在している。②寒冷で作物生育が強く紳摘逢されている  

地区が2凱準寒冷地が3捌，温磯ないし商温で作物生  

育に制限のない地区が5剖である。③降雨に恵まれかつ   

Ⅳ．差しあたりの考察結果  

J．Lバック等が適した1930年当時の16，786戯場調乳  

県単位で収集された良薬資料 少数標本の営農・生活聞  

き取り調査を用いて，これよりこの時代の農薬の「自然  

条件」・「首脳鞘遷」・「就業構造」・「経常鱗造」・「生活構  

造」を網維した約100の勾裳卿こつき224のカテゴリーを設  

定し．117地区岬県を単位とし，それを代表する農家集  

団一に対して竃亥当非該当のシグナルを与えて「該当」の  

反応をカテゴリーと地区につき行列として麗える作業を  

行った。われわれの課題は「大戦酢1咽の腿家総官斉  

・農業経常一軒国的家族労作巌英一の性燃」の検索であ  

る。   

生産過程での革新・発展や良塵物の拡大をもたらすこ  
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あり，米や大豆は離合発換金作物である。もっぱら換金  

のみを目指した作物はタバコ・アヘン，棉・麻・繭・果  

樹・茶・さとうきびである。⑬箸党務以外の畜産ほ1戸の  

生産家計鵬豚・羊・鶏など山0．5家畜単位で，70～80％  

の農家が飼育していた。⑪作物面薇比で約半分がかんが  

いされている。畑地池澤ではかなりかんがいされている  

かたわら，水閏地帯では畑地は非かんがいである。関連  

して「火水なし」と「3年に1度は火水」の剰合は半々  

である。さらに関越して翠災や水災が激甚で10％以上の  

逃荒者を出した軽駿のある地域が約3軌10％以上の飢  

鰍乱射j：iした地区が2捌ある。⑬経常農地の分散交錯と  

いう点では，面相規模の小な永E鋸地帯にほ場数15以」こ，  

面籾規模次な畑地地帯にはほ場数5未満が多い。ほ域ま  

での距離1如l以上の地区が1．5測ほどある。⑬施肥は  

土発で1作1ヘクタールあたり5トン東浦が半ば，5～  

10トンが2．5乳10トン以上が2．5割である。傾憫として  

施肥蕊増加が4軌 増減なしが3測，減少が3捌であり，  

粕類・化学肥料の施用のある腿家地区が2剤である。⑭  

1作1ヘクタールあたり投下労働栄一成人男子フルタイ  

ム換算…ほ1．2人未瀾が半ば，1．2～1，7人が2．5軋1．7  

人以上が2．5割である。作物作楽日数は水稲作の場合150  

～200‡ヨが目安であり，小麦・小米・高梁・とうもろこ  

しでは70－100日が訂安である。⑬こうした農薬経常の  

行う土地の‡ヨ作地比率は′トー63％未澗が3分の1，中位  

－63～81％が3分の1，大一別％以上が3分の1である。  

小作料形態は穀租が大部分であるが，銭租比率20％以上  

の地区は約半ばあり，分租比率20％以上の地区は3分の  

1ある。   

以上のもと，経常の成果ほ①農場塵出螢（主級換算）  

ほ小【24キンダル未満の地区が鋸別，中位－24－‘12キン  

タルの地l貢が3制．大－42キンタル以上の地区が1割で  

ある。②土地生産性（耕地1ヘクタールあたり産出螢）  

は小一20キンタル未網の地区が5剖，中位－20鵬30キン  

クルの地区が2捌，太一30キンダル以上の地区が3割あ  

る。③労働生産性（成人男子フルタイム換算1人あた  

り）は小一1まキンダル未満の地区が5軌 中位－1ト16  

キンタルの地区が2剖，16キンタル以上の地I貢が3測で  

ある。④農家世帯員あたり産山畿（年厳も含む世帯員1  

人あたり）は′j、－3▲6キンタル未満の地区が5；靴 中位  

－：う．6～5．5キンタルの地区が3軌 大鵬5．5キンダル以  

上の地区が2剤である。   

年により偏りの少ない地区が3分の2，他の3分の1が  

慰まれずかつ年による偏りが大である。①準魅を2鵬3  

年に1庇以上こうむっている地区が半ば，水災を2～3  

年に1度こうむっている地区が3分の2ある。⑤黄土系  

のアルカリ土壌の地区が4軋 水稲土糸の酸性土斌の地  

区が6剤である。⑥水闇比率50％以上の地区は窓外に少  

なく約3分の1，他の3分の2ほ畑地比率50％以上であ  

る。⑦地区の総両横のうち耕地化されている土地の比率  

40％以上が4測，20－40％が3乳 20％未満が3剤であ  

る。⑧鍍面積1平方kmのぶ造家定fl確度50戸以上が2軌  

10～50戸が6捌，10戸未満が2測である。   

こうした状況のもとで，①農家の阻幣員親機は6．0入  

来洒が5捌，6．0～7．3人が4測，7．3人以上が＝別であ  

り，混米労働力は成人男子フルタイム就葉換算で1，9入  

来溝が鋸軋1．9～2．‘1人が3捌」2．4人以上が1測であ  

る。②農場の御室‡規模は1．2ヘクタール未満が6軌1．2  

～2．6ヘクタールが3軌 2．6ヘクタール以上が1割であ  

る。規模階層の鰍荻上や・大規模から成り立っている地  

区はほとんどなく，反対に零細戯家が尊ら躯申している  

という地区は2測である。③ダブルクロッピングの程度  

は140％未満が2衰批140～160％束瀦が3軌160％以上  

が5測である。（む作付延面欄では1，6ヘクタール未満が  

5捌，l．6～3．4ヘクタールが4刺，3．4ヘクタール以上  

が巨劉である。⑤作付される作物は穀物が多いが，穀物  

作付80％以上が半ば，60％末梢が半ばである。⑥穀物の  

うち敢も作付の多いのは水稲であるが，水田地滞でも  

50％以上が半ば，30～50％が半ばである。安城主体鵬  

：50％以上仙となっているケ…スほ約3分の2であり，水  

闇池澤と畑地池澤のいりまじっているところに多い。畑  

地地辟では複雑なクロッピングシステムが組まれている  

が，／j、麦・大変・商塞が3大作物となっている。⑦穀物  

以外の作物では豆難が濃紫作物で，作付の10％以上を占  

めている場合が約3分の1ある。ついで油梯作物・半薯  

類が多く作付の5％以」ニI辱める場合が3分の1ほどある。  

桑・麻・棉猟 タバコ・ケシ・茶・さとうきび類，野菜  

果実類の作付はそれが作付延面相の5％以上を－！ぎめる場  

合ほ…綿花を除いて多くない。⑧十ア…ルあたi）収凝は  

水稲3．0キンタル・ノ巨資㌧小＊・高梁・大豆1．0キンタル  

が目安であり，いずれも目安より低い場合が多い。⑨農  

産物の販売と‡鉦袷という観点から作物をみると，麦ほ損  

金作物であり，商東リト米・とうもろこしは鉦給作物で  
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6軌 3000カロリー未満が4測である。熱源は穀物が庄  

倒的であるとして，穀物によるカロリー掛Ⅸ90％以上が  

2．5ろ軌 80～90％が5測，80％末洞が2．5剤である。華  

中・華南では例外なく米が蕊粟熱瀾」華北でくま′卜変・商  

米・小米の取り合わせである。穀物以外では油煤・豆類  

によるカロリー5％以上が華北に，芋饗幼によるカロ  

リー5％以上が華南に多い。動物性食品一肉・卵】は金  

カロリーの2％が目安であり，ほか野菜1‡ヨ50グラム，  

砂樅1日5グラムが摂取の‡∃安である。②戸主の被服所  

有は1～2点が2捌，3～4点が招軋 5点以上が4測  

である。③住居農舎の評価額ほ経営観機中位の農家で  

300元未満が3分の1，300～600元00瓦屋根・土壁・間  

数5…が3分の1，600元以上が3分の1である。④冠  

婚非祭の特別支出は姻・嫁・非の支出が濃紫で，婚のた  

めの支出は120元以上が3分の1，120元来満が3分の2，  

嫁のための特別支出は郡元以上が3分の1，80元来浦が  

：i分の2である。⑤l糾室膿家の過半ほ貸付金も負債もも  

たない。生産負機をもつ農家の15％以上の地区ほ3分の  

1，15％未満の地区は3分の2である。消散負債十巷瀦  

の華爽・病気・災客・兵禍・粧患・保税・冠婚都督など  

による－をもつ戯家は35％が隊宏で，：i5％以上の地‡貢が  

6軌 35％末梢の地区が4測である。負債を持つ農家の  

負債額ほ80元が目安で，80元以上の地l茎が3分の1，80  

元来澗の地区が3分の2である。貸付金を持つ膿家の割  

合は15％が目安で，貸付金覇は200元が目安である。  

15％以上の地区は3分の1，15％米洒の地区は3分の2，  

200元以上の地区は3分の1，200元来溝の地区は3分の  

2である。⑥現物での農産物の貯蔵や貸付は行われてい  

るが，多くはない。   

以上の短いスケッチから窺われる大戦前中園の腿家繚  

済・戯業経常の構造は，この時代の粟アジアタイプのペ  

ザントエコノミーの中核的パターンを示すものである。  

この中には様々なパターンが収容されているが．それら  

を包精した「時代画期と地理空間の限定の下に与えられ  

る総合パターン」である。同じく東アジアに属し，同じ  

くこの時代画期を過ごしたわれわれ叫日本人－として，  

この構造に差ほどの違和感滝感じない。この時代の枚が  

‡勾に比して，いくつかのアクセントを指摘することがで  

きる。①鷹域規模は比較的大である。②肥料・労働とも  

に躯約的であるが，なおわが国に比すれば，管理揮発が  

粗放で，相顆・化学肥料の使翔が少ない。③十アールあ   

こうした常舷と軽骨成果せもつ駿家経瀦の就楽面は次  

のとおりである。①家族労働力は成人男子で60％，成人  

女子で25％，児麗で15％で編成されている。②この労働  

力の仕向先は遇茶70％，兼業鼎他家農作莱を含む…30％  

が目安となる。ただし兼業30％以上の地‡夏は3分の1で  

あり，兼兼任向ほもうすこし小であろう。③家族労働力  

の農作薬仕向分のほか，雇用労働が併せられる。年踊蔓を  

もつ農家は15％，児蕊年雇をもつ鹿家は5％が目安であ  

る。ただし児幾年覇をもつ鹿家5％以上の地Igは3分の  

1であり，児姦翠礪の保有はもうすこし小であろう。成  

人男子フル就業換儲で家族・雇用を併せた従事者数ほ  

2．0入来洞が6瓢 2．0人以上が4測であり，家族だけの  

遇莱従御者数は1，8入来溝が7判，l．8人以上が3測であ  

り，年発言乏の虚業従事者数は0．4人以上が3捌である。日  

雇や牛偶作薬と人手問との交換などの程度は明らかでな  

い。④遊楽労働貸金は一日矩食事含む－0．45元来溝が半  

ば，0▲45元以上が半ばであり，仙年額食事を含む－で80  

元来澗が6軌 80元以上が4剤である。主毅の価格が  

はっきりしないので，この捨金水準が義教換界でどの程  

度の愛であるのかわからないが，梯々な資料からおお  

ざっぱな見当として吼 米変1キンタル4～5克とみて  

大きなエラーはないと思われる。とすると年稲の年銀貨  

金は16キンタルー賄費1石余と40～50元一であり，‡ヨ稲  

の日額貸金はその200分の1－米変にして1．0～1．5升－  

である。⑤戯作莱の担当は，成人男子による部分が80％，  

成人女子による部分がi5％，児蔑ぶよる部分が5％であ  

る。このうち成人男子の戯作米がどこまで腿業で完全燃  

焼されているかば，フルタイム50％，パートタイム50％  

で予想以上にパートタイムが多い。⑥北米に対しては家  

族労働力の20～ニ与0％が仕向けられているが，その分担凋  

成人タま子80％，成人女子15％，児敢5％である。兼業の  

内容は節1に他家農作業であり，第2に自家の家内ニl二葉  

であり，第3にプロレタリアとしての他産業貸金労働就  

業と自営の副薬的商薬である。教員・兵士・官吏の雅楽  

は少ない。⑦兼業従勾諷者数は0．5人以上と莱滴の地区が  

半ばしており，農外所得依存率は小一11％未満の地区が  

車割，中位…11～17％の地区が2捌，大－17％以上の地  

区が4創である。   

教後に慮家据済の消幼生活・財務的側面は次のとおり  

である。①食餌削ま熱源の独得に散大のア 

るが，成人男子1日摂瀾カロリーは3000カロリー以上が  
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たり収畿は半分である。④農村マニュファクチュアとし  

ての農産加工米と結合した－わが園の餐蚕にみられるよ  

うな…巌米商品生産の展開が不充分である。綿花・養  

蚕・油噛作物・さとうきび・タバコなど工芸過度物は広  

範に韮髄ほれていた。しかし室数に比関するような「腿  

某軽骨上の地位」をもった作物は，綿花を除けば少なく  

また局所的であった。連結すべき農産加ニl二紫が旧式であ  

るかまたは外国の植民地職腐魔のそれであった。⑤家族  

労働力の彪外トランスファの機会は少なく，誰某は農薬  

やとわれか‡訃已搾取的家内工楽または商業が主であった。  

家族労働の燃焼不充分のまま農薬尊紫的である。⑥土地  

生産性と労働生産性の農家間の差に閲し，－その土地経  

常規模や労働集約度の叢に基づく部分に則すると冒され  

る一遇他の貸し借りと労働力の稲用は広範に行われてい  

る。農場の遇地と労働力の2～4測はこうした借地であ  

り労働力である。この面ではわが国のそれより潮来的で  

ある。⑦畢水客など災審は激しい場合が少なくなく，甚  

だしい吻合は逃荒や飢餓の鰹験に迩なっている。⑧農家  

の食・衣・位の水準はわが圏のそれより低い。⑨農家経  

済の余剰と不足を朋盤する機関】美とえば信用協同灘冶  

…が未開凝で個人的な負債と貸付金になっている。こう  

した諸点は寧ろわが国のペザントエコノミーの粟アジア  

大陸のペザントエコノミーの特異一虔を示すものであろう。  

このスケッチが経きだす構造はペザントエコノミーの経  

済状態の比較的よい部分についての構造である。時間と  

ともに流れていく川の水にたとえれば，比綬釣上澄みの  

流れつつある水の部分であり，その下にある淀んだ水の  

部分一落伍的部分－の存在を考慮に入れるべきである。  

しかし大戦瀾匪回勾との鹿家経済・農薬総督のよい方の半  

分の部分はこのようであり，そこにペザントエコノミー  

の抱える社会的病恩は着取できるとしても，縫紋成約瀾  

面に立った崩壊解体しつつあるペザントエコノミーでほ  

ない。   

検東の節2は上記の構造が如何なるパターンの合成か  

ら成り立っているかの分析である。カテゴリーと地区で  

与えられている行列の成う封ま，カテゴリーや地区の配列  

の順位や距椎を動かすことにより，心緒にうごく。この  

相互結線的運動－Zusamnlenbewe糾ng－の有り方  

はパターン形成の有り方をしめすものであり，数濃化理  

論Ⅷi類はそうしたパターンをネガティビイティととポ  

ジイチイビイチイの対のパターンとしていくつか紬揖す   

る。搾られた結果を取りまとめれば次のようである。   

①自然条件からは2対のパターンが摘出された。その  

1は冷涼で作物生育闇数が小なうえ，霧雨でかつ年次朗  

偏りが大で，土壌は黄土系のアルカリ性土であり，畑地  

となっている。という準北覿のパターンと暖瀞で作物生  

育目数が大なうえ，多網でかつ年次的偏りが小で，土壌  

は水稲土系の酸性土であり，水田が多い。という準中・  

華南塑のパターンの対である。その2は総面積のうち脇  

米的に拓かれ，鹿家密度も大が‡乙原部に属する。という  

パターンと肛岳や商地が多く遇楽約に拓かれた土地が小  

で，鹿家密度もノトである。というパターンの対である。  

②営農構遷からは2対のパターンが抽出された。そ・の1  

は戯地の過半にかんがい施設が施され水稲主体の常脇が  

行われ，油榛榊勿や苧饗燕の作付も多く，ほ瘍ほ散在交  

錯の度が大であるが，施肥や作物作莱はインテンシイブ  

であり，十アールあたり収駿は商いかまたは低くない。  

とする水圧「紆脳に骨汲絡鑑の高位が結合したパターンを  

一方の極においている。そ・して宏規と′ト米・高雄・豆類  

との組み合わせが作付編成の基本にあり，ほ場の散在交  

錯の度は小であるが，施肥や作物作業ほ粗放で劣化の傾  

向すらあり，′ト愛などの十アールあたり収蕊は低く，災  

審による逃荒や飢飢の経験もある。とする畑地営農に営  

農絡魔の地位が結合したパターンを他方の梅とする。そ  

の2は水田骨脳か畑作脅威かの別には係わらず，零細戯  

家禽基タイプで，ほ場は散在交錆のうえ遠距離にあり，  

施肥や作物作業は胤放で劣化の傾向があり，十アールあ  

たり収畿ほ低く，火水の頻度も大で災審による逃荒や飢  

耽の繚験もある。とする水旧・畑作に双方常麓綺皮の低  

位が結合したパターンを仙…一方の梅においている。そして  

畑地骨髄と水闇′浄農の浪合であるが，穀物山辺倒でなく  

棉花や盤蚕が取り入れられており，中大農場が多く【ま場  

はまとめられており，施肥や作物作糞はインチンシイブ  

で，十アールあたり収螢は商く，小作料形腰に銭租が多  

い。とする水田・畑作双方に骨髄に営農賓袴度の高位が結  

合したパターンを他方の梅に倣いている。  

③眉然条件と骨段柄逝をとり合わせた行列からは3対の  

パターンが紬出された。くi）（Dにおける華北型対華中・華  

南型の対抗的パターンと②における畑地営農と骨巌の柏  

度の低位の結合対水阻常脳と営農精度の商位の結合の対  

抗的パターンをそのまま蕊ね合わせることによって得ら  

れるパターンの対である。これについては説明ほ不要で   
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いうパターンを他方の梅とする。（ii）戯紫規模は大きぐ営  

農の精度は大であり，成人男子を中心に編成された家族  

労働力咄従事者数は比較的少脚はほとんど自家農業に向  

けられ成人男子の農業従動まフルタイムであるがなお  

不足するので比較的高貸金で年雇を入れる場合が多い。  

というパターンが〟方の梅にある。そして髄基経骨の規  

模は零細である反乱家族総ぐるみで就業がなされてい  

て家族労働力の鰍荻上女子や児魔の糾合が大である。そ  

の労働力は白衣鷹莱で燃焼されないため舞楽従軍心多い。  

成人男子の鉦家腿楽観灘はパートタイムで女子と児蛮は  

腿作業の担い手である度合いが大であるとともに兼発従  

事担当者でもあって内職的家内工蔓削こ従事しており，腿  

薬薯金は低い。というパターンが他方の梅にある。相成  

人男子を中心に編成された家族労働力の規模は小で，大  

部分筐箋家戯莱に従事しているが，年雇特に児盈年擢を入  

れるかたわら他家農作薬に凝われたりしており，成人男  

子の自家農業親某はパートタイムである。その背教に燵  

紫貸金の安さがある。というパタ叫ンが脚一方の梅にある。  

家族の労働力化が大で女子や児幾をも比較的多く含んで  

家族農業従事者は大である。成人男子はっルタイムで‡ヨ  

家農業に従事しているが，戯紫綬骨の規模は零細なので  

雅楽就業が多い。膿作業は女子や鬼盆に担われるところ  

とが比較的大である。米華には農薬以外の貸労勧も多い。  

農薬労磯麓金は商い。というパターンが他方の梯にある。  

⑤経営鱗遷からほ3対のパターンが細山された。（i）気温  

や降開に恵まれ，水利施設をもち水稲作主体に農業経常  

を行っている。肥料や労働の集約度が特に大でなく，規  

模ほ小であるが戯場産出螢・土地生産性・労㈲生魔性な  

ど経′削反発が大，しかも髄膜や生敵性で脱明されるより  

も大である。というパターンを山方の秘とする。寒冷で  

降雨に慰まれず，単災に悩みながら畑作主体る戯業経常  

を行っている。肥料や労働の集約度が特に′トでなく，規  

模ほ大であるが凰瘍産山蕊・土地生産牲・労働生詑性な  

どの軽骨成果が小，しかも規模や生産性で脱明されるよ  

りも小である。というパターンを他方の棲とする。fij）零  

細＝∃作脇で肥料や労働の集約度は大であるが，なお充分  

な産出をあげえず，北楽所瀾への依存が大である。土地  

生産性は商いが，労働蛍敵性は低い。また世帯員あたり  

産出鼠は小である。というパターンが一方の極にある。  

経常規傾が比鮫約大であるが，′ト作地が多く皮革尊薬で  

ある。ダブルクロッピングの程度は低くないが，1作の   

あろう。くii）①における拓けたところ対拓けていないとこ  

ろという対抗的パターンに即して，常脇柵造を仕訳けた  

パターンの対である。自然条件や作物編成では多様なも  

のを含みながら，地域の絵師穣賃料也比率が高く，慮家密  

度も商いところで，1ヘクタールあたり作物作某日数は  

小であるが，施肥などは先進灘で柵花や養蚕などをとり  

入れている，というパターンが山方の榛にあり，地域の  

総面穐耕地比率が低く鹿家密眩も低いところで， 1ヘク  

タールあたり作物作紫目数は多いが施肥などは後進的で  

タバコ・アへン・さとうきびなどをとり入れている，と  

いうパターンが他方の塵にある。い1燈）における節2の対  

…水江い畑作双方に営農純度の低位と商位が結合したパ  

ターン…に即して自然条件を仕訳けたパターンの対であ  

る。‡∃然条件や作物編成では様々な矛盾するものを一単  

に色彩の濃淡の反映として岬含んでいるが，そうした単  

に零細農家が紺兼しており，とうもろこし・豆類・油梯  

作物・拳薯敷・ケシなどを多く作付し，そうした作物を  

販売し，営農の粕度は肥料的にも作業的にも租放で米麦  

などの十アールあたり収蕊は低く，生産家畜も少なく，  

欠水や出水の危険にさらされており，災審による逃荒潜  

も多く，小作では分租形態が多い，といったうちひしが  

れたパターンが仙■方の梅にあり，主穀の作付が多く棉花  

や遊軍あるいはさとうきびや果樹も比校約よく導入され  

ており，営農の純度は作物作業日数大で施肥において進  

歩性があり，かんがいもよく行われ，火水や単災も少な  

く，主要作物の十アールあたり収蕊も大であり，生産家  

畜も多い，という力強さのあるパターンが他力の梅とし  

てある。  

④就業㈲生からは3対のパターンが抽出され，（i）家族の  

規模は小で成人男子中心に労働功が編成されているが，  

農業従司諷者数は小である。農薬縫営も零細なので，良作  

莱の大部分ほ成人男子によって扱われているが，なお労  

働が過剰で渡米志向が強い。兼業には女子や児畿の参画  

の測合が火であり，他家の戯作華や覇われ，脳某以外の  

貨労働，内職的な家内工華や商業に従事している。とい  

うパターンを両方の梅とする。そ・して家族の規模は大で，  

かつ農薬経営の規模も比膜的大であって，自家遇楽のた  

めに女子や児戯も多く労働力化しており，農作業はそれ  

に負うところが大である。しかしこうした家族労働の動  

員だけでは不足するので年雇や児幾年プ経を入れている。  

兼莱は少ないが，これには成人男子が従事している。と  
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肥料や労働の基約度は小である。このため土地生産性ほ  

低いが，労働虫酸性や巌堵産出鰍ま商い。というパター  

ンが他方の榛にある。（iii〉農場両税塊磯が小で，農家枇澤  

員数も小で，労働力規模も小，労働の役畜楽傭度も小で  

ある。農薬尊茶杓であるが．1作の肥料や労働の炎約皮  

は低い。土地利用度は大であって，土j他生敵性は低くな  

いが，規模が′トなので綴場産出施は小である。榔帯員数  

は小であっても枇滞員あたりの産出袋は小であり，それ  

は生産性から説明されるよりも′トである。というパター  

ンが両方の榛にある。成城産出鹿は比較的大であり，世  

帯員数も丸 労働力規模も大である。経営観横拡大には  

借地によるところが大である。土地利用度ほ′トであるが，  

1作の肥料や労働の集約度は大であり，労働の役畜装備  

位は太で償良明磯磯黒比較的大である。農協産出l蔑は大  

であり，土地生産性・労働生劇当三も大であり，既報闇あ  

たりの生産性も大である。こうした経常成凍の優位は規  

模や基約度で脱明される以上に大である。というパター  

ンが他方の棲にある。  

⑥生活構造からは2対のパタ〟ンが抽出された。（i）衣食  

住ほ申償‡の鹿家としてほ充実しているし，き近婚婆撃祭も派  

手であり，家内には農産物の輔蘭がある。負檎もあるが  

貸付にアクセントがあり，負債には生産負機が多い。と  

いう健全鹿家のパターンが…・ガの梅にある。反対に，カ  

ロリー摂取が充分でなく，しかもそれを米変や小米，商  

東以外の豆類やいも類で摂取しているほど食生活が貧弱  

である。衣や住も同様に貧弱である。貯蓄の余裕はなく，  

粥饗負債をかかえている。というパターンが他方の梅に  

ある。（－i）カロリ｝掛取が充分でなく，かつ穀物山辺倒で  

ある。衣も住も貧弱である，消費負債のほか生産資金の  

借入も多い。また戯産物の現物での貸借も行われている。  

というパターンが山方の極にある。カロリー摂取は大で  

あり，かつ様々の食材料をとり合わせている。衣や使ほ  

充実している。冠婚葬瑠は漁率でない。負債を持つ農家  

ほ少ないが，もつ農家の負債都は大であり，貸付金を持  

つ農家ほ多く，また貸付金碑は大である。というパター  

ンが他方の極にある。  

⑦脛′馴滞遊と自然条件のとり合わせからほ3対のパター  

ンが抽出された。（i騨中・華南晋空自触発件の下で，零細  

／ト規綾な虚栄軽骨が労働躯約約仙ただし労働の役畜装備  

鹿ほ火である…に行われおり，農場露出蝕ま特にに高く  

ないが，規模や基約度で鋭明されるよりは大であり，土   

地盤縫性，労働生産性ともに商位である。というパター  

ンが山・プぎの極にある。華北塑i至‡然条件の下で，腿場の面  

積規模・労働力規模は大であるが肥料や労働の役人衆約  

皮ほ低く，即効産出熟ま低く，土地生腰層はもちろん労  

働生産性も低い。その低さは規模と亀約鹿で説明される  

より低い。というパターンが他方の様にある。（ii〉総面積  

耕地比率の低い妬けていないところに立地しており，世  

楷層規模は大だが腿場面概況楔は小で，かつダブルク  

ロッピン グの皮も大でない。1作の肥料・労働の基約度  

は大仙労働の役畜装棚鹿も大…であるが，それが土地生  

産性につながらず，農場廠山鹿も低い。労働生産性ほも  

ちろん低い。生産性の低さほ親機や脆約皮で脱明される  

以上である。付帯してlヨ作地比率が九 農外所得依存率  

が大である。というパターンが…方の極にある。総面積  

耕地比率が大な描けたところに立地しでおり，世帯員規  

模ほ小であるが，磁場面積親機ほ大であり，ダブルク  

ロッピングも′トでない。作付作物の肥料や労働の先約度  

は小一労働の役畜装相磯はノト…であるが，だからといっ  

てさほど土地生敵性を低くしていない。こうして腿墟露  

出虚や労働生産性は高く，その高さは規模や擬紐皮で説  

明される以上に商い。付帯して小作総領が多く，戯莱軍  

楽的である。というパターンが他方の榛にある。（まii）気  

温・降補に恵まれ，かつ総面積耕地比率の大な拓けたと  

ころに立地しており，農場の簡ぎ礫規模も比校的大である  

が，／ト作成であり，その繚′削離】1放でその粗放性が作発  

の商機率と緒合しておらず…労働の役畜裳惰度は′i、00  

凰場塵鮎螢も生産性も低位，規模や基約度で脱明される  

以上に低位である。というパターンが一州・方の極にある。  

気温・降雨に恵まれず，かつ山や高原の辺地に立地して  

おり，磁場の面穐規模も比較的小であるが，‡ヨ作農であ  

り，その経常ほ宛約であり，その炎約性が充実した僚放  

と結合しており…労働の役畜襲櫛皮ほ大…，農場産出混  

も生敵性も翻立，鋭書法や脆約度で脱明される以上に商位  

である。というパターンが他方の梅にある。  

僚経営構逓と営農構造のとり合わせからほ2対のパター  

ンが細山された。（i）′j、家族の鷹家が零細ないしは′ト規模  

の段莱経骨を営むが，その営農ほ水稲中心のダブルク  

ロッピングの度の霧い条約型である。農地は等鮒地片の  

散在交錯の皮が大であるが，作業能率は榊労働の役畜装  

備皮も大で伽低くない。水稲にとり合わされる作物lかト  

安・大変・菜種それに養蚕・タバコ ・ケシ・さとうきび   
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などである。作楽や施肥の粕度は大である。狼約性が規  

模の零細性を補い，土地生渡性だけでなく，労磯染液櫻  

そして農場産山放も大であり，その高さは規模や集約度  

で説明される以上である。というパターンが叫カの峻に  

ある。農家は比梗的大規模で．その経営面種規模は大で  

ほ墟は少数にまとめられている。その骨蔑は畑作で小  

麦・大変・小米・商殊，それに豆類一楯花・埴・ごま・  

落花珪などで多彩な輪作が組まれているが，ダブルク  

ロッピングの度ほ低い。作業や施肥の粕度はノトで，粗放  

経常である。土地生産性が低いだけでなく，労働生産闇  

そして巌場産山蔑も′トである。その低さは規模や基約度  

で脱明される以上である。また火水の頻度が大なほか，  

災客の危険が大で逃荒や飢別の樺験もあり，小作料に分  

税が多い。というパターンが他方の極にある。そii）水田地  

帯で慮場蘭登を規模は小であるが，水利が充分でなく3年  

に1回は欠水があり，水稲作の地位が比較的低く，麦爛  

や雑穀・豆類・いも曲が義薯な作物となっている。ダブ  

ルクロッピングの度は大で，労働の役畜装確度も大であ  

るが，ほ場は零細け也片の散在交錯で，作莱・施肥におい  

て骨遇の梢度は高くない。作発では水稲作業が充分でな  

く施肥では過去10年間で減少の傾向がみられる。生鹿家  

霧を持たない農家が多い。脚動産出鼠・土地生産性・労  

働生産慄いずれも低く，その低さは規模や基約度で貌明  

される以上である。付帯して良作脱が多いが，′ト作他に  

は分粗が行われ，戯外所得依存が大である。というパ  

ターンが・山方の極にある。畑作池澤で戯場面桜規模は大  

で，ほ場は少数にまとまっている。大変・小変・小米・  

高梁・とうもろこし，それに豆類・柚花・嚇などで輪作  

を組んでいるが－ ダブルクロッピングの度は低い。販売  

用作物としてほ小麦と棉花が濃紫である。労働の役畜装  

備度は低いが，作薬能率は高く，少肥であるが過去10年  

間施肥螢は増加の下にあり，作物の十アールあたり収数  

は高い。また綿花が蕊婁な遊楽収入源となっている。か  

んがい率は′卜であるが，欠水ほ少ない。労働生縫性は露  

く，土地生産性も低くないので，農場産出盈ほ大一塊模  

や簾約度で説明される以上に失脚である。小作地を銭顆  

でもとうとしている。というパターンが他方の椒にある。  

⑨経常構造と耽葉構造のとり合わせからは3対のパター  

ンが細山された。（i）小家族が零細親機の農業を自イ乍農的  

に守っている。成人男子ほ膿某に尊従で，労働の役畜装  

㈱度は大，ダブルクロッピングの皮も火，1作の肥料と  

労働の集約度も大であり，土地生産性と労働生産層闇磯  

位であり，農場産出汲も規模や集約度で説明されるより  

も大である。成人女子と児幾を多く含んだ部分が弦楽一  

他家燵莱補われ・槌外貿労働・内徽約家内二i二莱など叩に  

従事し，兼業所守引責布度は大である。家族労働の牽磯は  

よく，戯莱飲食は商い。というパターンが山方の極にあ  

る。比較約大家族大規模の飽家であり，小作地が多い。  

拡大した土地礫常にほ，労働の役畜装備皮よりも年凝や  

児幾年雇を入れている。雅楽に出る場合は家族の成人男  

子が出て，‡≡】家膿楽は年廉や家族女子や兇変に依存する  

種皮が大である。縫業貸金の低さがその背常にある。張  

外所得依存率は低いが，登磯は粗放的で土地生魔性だけ  

でなく労働生産性も低位一塊模や炎約度で説明される以  

上に低い。というパターンが他方の梅にある。（ii）零細燵  

家で小さな自作地に閉じこもり，雅楽で盛業所得を補う  

ペく職他家に雇われ・農外饗労働・内職的家内ニl二葉・小  

商焚いずれにか→積極酌京北ている。家族労働力のうち，  

成人男子と成人女子ともに従軍するので自家農塞が槻放  

となり，土地生産性も労働生塵性も低く，戯場産出漁は  

規模や基約皮で貌明される以」こに低い。偽薬労働貸金は  

低い。というパターンが山方の棲にある。農家ほ土地を  

借り，人を厳して腿莱禅骨規模を大にしている。戯外所  

得依存率は低いが，多少の光栄にほ家族成人男子がでて  

おり，彼らの自家遊楽従軍はパートタイム的となってい  

る。しかし戯業経常での労働力は充実しており，ダブル  

クロッピングの皮は大で，1作の肥料と労働の集約度は  

小であるが，商い農薬労働饗金と両立した商い労勧生産  

性を実現しており，土地生産性も｝土壌の性貿の結合し  

て一高く，農場産山蕊は規模や集約度で説明されるより  

大である。というパターンが他方の様にある。（iii）／ト家族  

の腿家であるが，農場の面積規模は－小作地が多く借り  

入れていて明大である。しかしこれに対応した雇用労働  

を入れることは膿莱労働貸金が商いので行わなわれない。  

このように労働力茂蘭凝小だが，光某志向はなお大であ  

る。家族の成人崩予が二1二紫・荷役など農外繁労働や自家  

商薬叫あるいほ官吏・兵士・教員など一に向かっており．  

自家農業への取り組みは不充分である。このようにして，  

自家農薬は空洞化・朝放化の色彩が強く，土地生産性だ  

けでなく，労働生産性をも低くしている。もちろん農場  

産出澄は規模や鍛約度で脱明されるよりも低い。という  

パターンが叫方の極にある。農家家族は大，家族労働力   
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は大であるが，鷹場の面秩規傾は－自作地に閉じこもっ  

て…′トである。総督ほ労働の役畜装備皮が大，ダブルク  

ロッピングの度が火，1作への肥料と労働の投入集約度  

が大である。農業経常の内部は労働過剰で．農業労働貸  

金の低位と結合しており，土地生産性は商いが労働生産  

性は低い。というパターンが他方の榛にある。  

⑩経営構造と生活構造のとり合わせからは3対のパター  

ンが抽出された。＝家族規模は′トであり，経営面磯蘭憾  

も／卜であるが，ダブルクロッピングの度は大で，1作の  

常膿の精度は高く，駿場産山慮や土地と労働の生産性は  

大であり，世帯戯あたりの産出畿も高位である。この高  

位の盛付けの下に生活内容は，食において敷物主体に摂  

取カロリーが丸 肉卵や砂糖なども多少とり，衣服や住  

居も比校的充実しており，冠婚非難にも金をかけている。  

消費負債を持つ場合は比校的少なく，生産鶴橋をもつ場  

合は比使物多い。また貸付金をもつ場合も比戦的多い。  

厳毅物の備蓄や貸付もある。というパターンが山方の梅  

にある。家族規模は大であり，経営面桟規模も大である  

が，ダブルクロッピングの皮は小で，1作の骨慮の梢度  

は低く，腿磯雄山鹿や土地と労働の生産性は小であり，  

世帯員あたりの産出澄も低位である。世帯員あたり産山  

巌が低く，自作脇であるまたは兼業所得が多いという条  

件はあっても，なお生活水準は低い。食において榔牧カ  

ロリーが小で，油購・豆類・芋溶媒による割合が比較的  

大，衣服や使屠は貧弱である。消饗負債をもつ農家が比  

較的多い。というパターンが他方の廠にある。（ii）家族規  

模は小であり，経′削滑翔規模も小であるが，ダブルク  

ロッピングの度ほ小である。肥料と労働の基約鹿ほ大で  

あって，土地幾度性は商いが労働生産性ほ低く，磁場産  

山塵・世帯員あた机勘虫鰍ま低位にある。自作農であり  

兼業所得が多いという条件はあってもなお生活水準ほ低  

い。食において摂取カロリーの不足，豆類・芋藩璃によ  

る割合が九 衣服所有のノトなどがあげられるが消費負燈  

をもつ場合は比較的小である。というパターンが仰■方の  

極にある。家族観模ほ大であり総督耐欄規模も比較的大  

…小作地も大鵬であり，これに対応して粗放な練習が行  

われ，土地生産性は低いが労働生敵性ほ高く，巌蟻窺山  

鹿も世帯員あたり産山蔑も高位にある。この高位性は光  

来収入が少ない，支払い小作料がある，などから割引か  

なければならないが，なお農家所得ほ大で生活水準は商  

い。食において摂取カロリーが叡尊糾】心に大であり，衣  

服の所有も多く，冠婚蓼箪祭にも金をかけている。生産負  

債をもつ脳家が比較的多く，負倦をもつ磯家の負債金額  

は大である。というパターンが他方の梅にある。（iil）家族  

規模は小，経営面磯′トの小作農である。ノト規模であって  

もダブルクロッピングの度は小で，1作の肥料や労働の  

躯約度も小であって，即効産出蒐や土地・労働生産性は  

…規模や躯約皮で説明されるほどではないが…ノトである。  

雅楽収入はあるが，反面′卜作料を支払うので，貧困で生  

活水準ほ砥い。食において摂顆カロリーが少なく，納  

楳・豆軌こよる補給が多い。消費教磯をもつ場合が多い。  

というパターンが山方の梅にある。家族規模gま九 繚常  

面積規模は大の‡ヨ作農である。その上ダブルクロッピン  

グの度は大で，労働の役畜装備皮は大，1作の肥料と労  

働の教約度も大であって，脇協産山盛や土地・労働の封王  

座性は【規模や幾約度で脱明されるほどではないが仙大  

である。農外所得は少ないが，支払い小作料も少ないの  

で，世帯員あたり産山蕊ほ大である。生活水準は低くな  

い。衣や任については充分でないが，食では摂取カロ  

リーが大で，肉卵や砂糖の摂取も比較的多い。冠婚葬祭  

は派手ではないが，負磯をもつ農家は少ない。ただし負  

債や貸付金のある農家の負倍額・貸付額は大である。と  

いうパターンが他方の極にある。   

以上のようなパターンは，それらが組合わさってこの  

時代の中国腰家の舷家経済一骨農・経常・生活－を構成  

する部分となるものであるが，これらのパターン飢臥篤  

としてさらに金側離こおよぶ総合パターンを紬出すれば  

次の3対のストーリイが得られる。  

＝①気温と降硝に恵まれ，土地は巨大な水利遺構を継承  

して水田が拓かれており，柵も単に悩むことは少ない。  

農家は小家族で，農業面秩規模は小である。家族労働力  

の大部分は巨竜家農業に向けられているが，児鹿と卑属を  

いれることもある。雅楽は少ないが，女子が内職的家内  

工業に従事することば多い。水稲があ軸作物であるが，  

水田・畑をとおしてのダブルクロッピングの皮は大であ  

る。販発用鹿渡物ほ乳 次いで′j、麦・大変である。ほ場  

は零細地片が散在交蘭しているが，骨腿の済感服灘聞の  

施用や作紫の周到他において大である。水稲や麦の十  

アールあたり収螢は大である。労働の役畜装備皮は大で  

あるが，豚・羊・鶏などの飼育は少ない。土地生敵性の  

みならず，労働生渡性も大，農場産出慈も大…規模や集  

約度で脱明される以上に太一となっている。腿革袋金は   
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ある。かんがいは刷璃l；しか行われていないが，欠水の頻  

度は特に大ではなく，逃荒におよぶ経験は少ない。施肥  

や作物作薬を十アールあたりにみれば，山見粗放なよう  

にみえるが，適当な水分と肥培があれば多肥多労である  

必要ほないという土壌特性の下では営農の純度はむしろ  

商い。こうして農場産出盈▲土地生産性暮労働虫酸性い  

ずれも高位一規模や躯約度で説明されるよりも高位…で  

ある。戯某貸金は高く，小作料には銭租形態が多い。食  

生活はカロリー摂‡】叉では不足していないが，雑穀依存が  

大という恵味で質嚢であり，被服所磯は中位，住屠ほ良  

質である。婚ほ派手でないが，葬には金をかけている。  

負機ほ少なく貸付をもつ農家が比腋的多い。というパ  

ターンが山方の梅にある。②気温と降雨に恵まれている  

が，辺地の高原またはLLり也谷地盆地の地勢の下で水稲土  

系水田池澤にある。耕地は土地のごく脚・部で，農家盤佐  

密度は低い。こうした自然条件下で，農家は大家族で飽  

米韓常の面租税摸は比較的大である。家族労働力の性向  

は自家農業に大部分投じられる尊薬塞廷戯家であるが，脚一  

郎の誰某仕向分にほ成人男子が仕向けられており，また  

児数年禅を入れており，自家戯莱への労働投入澄ほ多い  

が繋は低い。ほ場は零細地片の散在交戯であるが，水‡月  

中心で欠水の頻度は少ない。作物は水稲主体でほかに麦  

類・とうもろこし・芋紫魚・油煤作物が多い。販充用戯  

廃物は米と油糠である。施肥や作物作業を十アールあた  

りでみれば，山見精度が商いようであるが，数的には炎  

約的ではあっても質的にほ不充分である。こうして農場  

産出蕊・ま地生療性・労働生産性いずれも低位一塊模や  

集約度で説明されるよりも低位¶である。農薬貸金も低  

い。食壬l三清はカロリーでは低くないが，軍務頬による部  

分が多い一肉卵・砂糖はとっている－。衣は比較的よい  

が住居の磐は貧弱である。非は派手ではないが，婚には  

金をかけている。貸付のある農家は少ないが，負債をも  

つ農家の割合は多く，もつ農家の負債額は大である。と  

いうパターンが他方の様にある。   

以上は＝が示している「華中・華絢の比較健位対華北  

の比較劣位」という基本的対抗関係の反対の対抗閲孫  

「輝北にも比較優位があり，剰覇にも比較劣位がある」  

ことを示すパターンの対の縫示である。  

（iii）①自然条件は華北捜と華中・準筒型の双方のパターン  

への関与の浪淡の差となっている。土地の山都しか耕地  

化されていない。辺地…高原やIji地谷地盆地鵬に位する   

商い。食生活は掛牧カロリーが充分で肉卵や砂糖の摂取  

も比楔的大で，被服所有や使屠の賀もよい。冠婚靡撃の  

支出は大である。消費数倍を持つ場合ほ少ないが，持つ  

農家の負倍額は大，貸付をもつ場合は比綬約大で，持つ  

鹿家の貸付額は大である。というパターンが山方の極に  

ある。②気温と降雨に慰まれず，土地は大部分仙山部に  

かんがい施設をもつが－畑である。平地の畑もあれば丘  

陵のテラス畑もある。単水災の危険は大きい。鹿家は大  

家族で虚業経常の衝租税模ほ比秘1勺大きい。戯家成人男  

子は雅楽従軍が多く，その－一方で年覇を入れている場合  

も多い，といった農業労働貸金の低さを菅栄とする農家  

の労働茎糾酎こ応じた労働の出し入れがある。ほ場は少数  

にまとめられており，小変■大変・商東・とうもろこし  

【それに綿花・麻・テl‡！楳作物・豆頬など－が2年3作覿  

の輪作を柵成している。労働の役畜装備度は小であり，  

豚・羊・鴻がわずかに飼育されている。営農の掩度ほ肥  

料・労働の集約度において租放…劣化の傾向さえある…  

であり，小米や高来をのぞいて十アールあたり収盈は低  

い。土地生産性のみならず労働生産性も舷壌産山盤の全  

体も低位一塊模や集約度で説明される以上に低位－であ  

る。災審による逃荒の経験を持つ場合が多い。食生活は  

摂取カロリーが不充分で，雑穀やいも顆に依存すること  

が大である。被服所有や住居の質は貧弱である。冠婚葬  

祭の支出ほ少ない。免償や貸付をもつ巌家は少ない。と  

いうパターンが他方の様にある。   

以上ほ大戦前中国の農家紛糾こみられる「華中・華南  

の比較的優位対華北の比較的劣位」というもっとも基本  

的な対抗‡閑係である。  

（ii）（D気温と降鞘には恵まれないが，平原的地層の下で天  

然栄養塩を内蔵した館土系畑作妙齢こある。土地の大半  

ほ排他で農家密度が商い。こうした自然灸件下で，戯家  

は′ト家族で農業緑営の両横規模はノトである。家族労働力  

の仕向は主に自家遊楽一遇作業ほ家族の成人男子により  

担われている－であるが，労働力過剰であるので雅楽へ  

の仕向割合も比較的大で，特に女子の内職的家内二葉…  

男子の場合は戯外碧労働や小商業従事－が多い。働き手  

4人に1人ぼ姐莱従事者である。借地による規模拡大は  

少ない。ダブルクロッピングの度は華北としては高く小  

変・大変・高雄・小米・ 豆類・油棟作物－それに棉花や  

麻－が梢緻な輪作体系を構成している。ほ瘍は少数にま  

とまっている。現金収入源は棉花の生産と加コニが蕊婁で  
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ことを共通項としている。鹿家の規模は…労働力規模・  

面積親機ともに－小であり，しかも僻地による規模の拡  

大ないしは維持はなされず，自作地に閉じこもっている。  

家族規模以上に鷹場面横規模は少ないので家族労働力の  

農業・北米仕l和ま兼業のほうに蒐慮をおくことになる。  

成人男子は髄イ乍業の主たる担い手となっていいるが成人  

男子のほか女子の雅楽が多く，他家戯作米軍われ・農外  

貨労働・内職的家内工某・小筒某に出ている。農業経常  

の内容は華北覿と華中・華商機の混在で明瞭なパターン  

を示すことができないが，水田地幣での水桶，畑作地澤  

での′ト変・小米・高梁など，十アールあたりの肥料や労  

働の投入蕊ほ大であるが，これに相応した収鼠は商くな  

い。労働の役畜装備度は低くないが，作薬能率ほ高くな  

い。販売用農産物にタバコ・アヘンがある。水不足の地  

方では欠水の頻度が大で災審による逃荒の経験を持つ場  

合も少なくない。繰′乱成果として土地生産性は低くない  

が，労働生敵性・農場漆山凝は一塊模や集約度で説明さ  

れるほどではなく…低位である。これを受けて生活内容  

は，食において摂取カロリー不足と油粗・豆類によるカ  

ロリー依存が大であり，衣服や位屠は蟹溺であり，冠婚  

群舞は貿衆である。免償や貸付金をもつ鹿家は多くない。  

というパターンが一方の極にある。②土地の多くが耕地  

化された拓けた平原に位することを共通項としている。  

蔑家の規模は－労働力規模・両横規模ともに…大であり，  

これは小作地が多いことと閑適している。小作料形態で  

は分租がかなりある。家族規模以上に農墟両横規模が大  

なので，家族労働力の農業仕向が大であり，年稲や児虔  

年稲を入れている場合も多い。偽薬稲葉覿でほあるが，  

成人男了・が繋労働にでる場合もあり，労働力の出入りは  

大である。農業労働貸金は商くない。髄莱緑営の内容ほ  

華北廻と華中・輩綿製の混在で明瞭なパターンを示すこ  

とはできないが，十アールあたりの肥料と労働の投入愛  

は′トであるが，これに対応した収蕊は低くない。ほ場の  

散在交鐘と労働の役畜装備度は小であっても作業能率は  

むしろ商いとみられるし，施肥数は増血闇灘にある農家  

が多い。販売用農産物に棉花・繭がある。甚だしい災客  

は少ない。土地生産・肘ま高くないが，労働生産職・巌場  

産出鹿は…規模や集約度によって説明されるのにはおよ  

ばないが岬商偉ぶある。これを受けて生活内容は，食に  

おいて招取カロリーは大…砂糖を比較的とっている－で  

あり，被服や住居は充実しており，冠婚蓼撃祭は派手であ   

る。負債を持つ農家，貸付金をもつ燵家の割合が多く，  

その薇も大である。というパターンが他方の様にある。   

以上は華北対華中・華滴といった風土の差に替えて，  

描けたところと拓けていないところという対抗関係を背  

負ったパターンであり，（りと（iiほは別の拓けたところの  

優位と拓けていないところの劣位のあり方の対抗関係を  

示している。   

カテゴリーと地区の閏の芸妓当と非該当の反応によって  

与えられる行列から，われわれは大戦前中国の厳密経済  

…戯米経常を中心とした自然腐件・骨髄・就某・生活の  

全分野にわたるペザント農民の営みに係わる全て一につ  

いてスケッチし，次いで行と列の位視づけを動かしたと  

きそれらが－】一緒に動くことによって形作るパターンを  

様々なアスペクトから検索した。I当然条件のパターン，  

骨虚構遊のパターン，自然条件プラス曾遊構魔のパター  

ン，就某構遁のパターン，繚骨称造のパターン，生活構  

造のパターン，の検索を行い，そして経常構適プラス自  

然条件のパターン，経営構題プラス儲儀購逝のパターン，  

経営構造プラス耽米桝造のパターン，経常構造プラス生  

活構造のパターンの検索に進み，しかるうえで全アスペ  

クトを賞いたパターンの検索を行った。その内容は前記  

に示すとおりであるが，それは部分パターンがどのよう  

に紳合され総合パターンに至るか，また反対に総合パ  

ターンがどのようにその根拠を部分パターンに求められ  

るかを開示している。われわれはこの時代の中国農業の  

分析のため有恵味とみられるカテゴリーの群を股偏し，  

これを数幾化熱論m購で機械的に…固有ベクトルとして  

えられる…パターン軸を紬漉したにすぎないが，得られ  

た結果は固有ベクトルを読んでいけば「それがすぐパ  

ターン既述のストーリイになる」ものであった。   

ところでこうしたパターン構成の駿東鏑の紫瀦はいう  

までもなく個々のカテゴリーである。カテゴリーとカテ  

ゴリーがどのように関連しあってパターンを形作ってい  

るかの提示をなすものがこれまでのパターン分析であっ  

た。逆に袖山された何対かのパターンを前掛こして，各  

カテゴリーのそれぞれをパターンの側から位隊づけると  

き，カテゴリー群はどのように系統樹様に編成されるか  

がクラスター分析によるデンドログラムである。われわ  

れはカテゴリーのそれぞれをこの時代の中国のペザント  

エコノミーの特捜を体系的に怒絶するための概念襲慣と  

して設定した。この概念装す馴こ中味－それは該当と非該   
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当として示される…を与えることによって，ペザントエ  

コノミーの全体像のスケッチと何対かのパターン抽出が  

なされたのである。パターンとして得られた情報を今山  

度カテゴリーそれぞれにフィードバックさせて，カテゴ  

リーを認絶のための概念装関の部分ではなく ，ペザント  

エコノミーの内実を…どういうカテゴリーがどういうカ  

テゴリーとが抽班透れたパターンの対という銃に照らし  

てどの程度に相互に近い位置にあるかをとおして描き出  

される内実榊示す柵造機武図を得る。これがデンドログ  

ラムである。得られたデンドログラムについては説明を  

省略する。  
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